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　とある国の宿の浴場。

　そこに一人のおっさんがいた。

「あー。ぬるめの朝風呂が気持ちいい」

　おっさんの呟つぶやきに応える声はない。

　手でちゃぷっとお湯をすくって、おっさんがじゃばじゃばと顔を洗う。

「ようやく魔力切れから回復した気がする。ほんと、一〇〇〇人分の魔力切れを体験するってなんの拷問だよ」

　ぼやきながら、おっさんは浴槽のフチに頭を乗せた。

　おっさんの名前は、孫まご乃の悟さとる。

　安全と安定を求めてティレニア王国の小役人になった男である。

「ティレニア王国を出て、山岳連邦を抜けて、ダナビウス国。一ヶ月ちょっとでようやく三ヶ国目。山岳連邦をルガーノ共和国とボーデン公国に分けたら四ヶ国目か。日の本の国は遠いなあ」

　小役人だったせいで、王命を断りきれずに遣東使になった男である。




　遣東使。




　サトルが言うところの「イタリアっぽい」場所にあるティレニア王国から、東の果ての「日の本の国」を目指して送られる使者のことだ。

　ここ一〇年で一〇〇〇人が派遣されて、帰還したのは一人だけ。

　死亡率九九・九％、ティレニアの王宮では『絶対に就きたくない役職ランキング一〇年連続ナンバー１ワン』で殿堂入りを果たした不人気職である。

「この世界が元の世界と似たような地理だとして、ようやくドイツあたりか。飛行機も船も電車もなしで日本に行くって遠すぎる。いやまあ船はあるといえばあるけど」

　湯船の中で手足を伸ばして、まだ薄暗い早朝の空を見上げるサトル。

　一八歳でこの世界にやってきたサトルは、いまでは三〇歳になった。

　元の世界の記憶を掘り起こして、サトルは遠く東の果て『日の本の国』までの道のりをぼんやり思い浮かべる。

　魔法があってモンスターが存在するという違いはあるものの、この世界と元の世界の地理は似ている。

　小役人として働いていたティレニア王国はイタリアあたりで、通過してきた山岳連邦はスイスとリヒテンシュタイン、オーストリアの一部あたりだとサトルは考えていた。

　いまいるダナビウス国はドイツ近辺で、日本ははるか彼方かなただ。

　飛行機も電車もない世界で、ドイツから日本を目指す。

　船は存在するが、外海は危険で船旅は分の悪い賭けだ。

　長い長い道のりを思い浮かべて、サトルは湯船に頭まで沈めた。

　こぽこぽとしばらく潜って、ざばっと体を起こす。

「とりあえず、俺の魔力切れが回復するまで『教会』の刺客に襲われなくてよかった。プレジアも姫様も強くなったしベスタもいるし、そうそうやられることはないだろうけど」

　日の本の国を目指す遣東使は、『教会』と呼ばれる宗教組織から狙われている。

　過去の遣東使がもたらした思想や神の在り方は、唯一神を崇あがめる教会の信仰にそぐわないらしい。

「教会なあ。今回の遣東使の生き残りはもう六組四五人らしいし、俺たちにも刺客が送られてきたし、対策しとかないとなあ」

　山岳連邦で教会の妨害を退けることができたのは、サトルのチートずるっぽいスキル【分身術】によるところが大きい。

　自分と同じ武装で同じレベルの分身を作り出す、サトルの固有ユニークスキルである。

　【分身術】は強力なスキルだが、デメリットもあった。

「俺、そろそろ出発の時間だって」

「ありがとうオレイチ。んじゃそろそろ上がるよ」

「水すい棲せいモンスターの情報も集めといたぞ、俺」

「助かるオレニー」

　サトルがいる浴場に、二人のサトルが顔を出す。

　サトルが湯船から上がって、洗い場でサトルに触れる。

　と、サトルとサトルが姿を消してサトルが残った。

「……よし。分身を二人出しても、ちょっと働かせた程度なら耐えられるぐらいには回復したな」

　分身を解除すると、分身の疲労もケガも追体験する。

　分身が死ねばサトルは死を体験することになる。

　ここしばらくサトルが動けなかったのは、先日の一〇〇〇人分の魔力切れを追体験していたからだった。

「冒険者ギルドにも水棲モンスターの情報は集まってたか。あとで姫様とプレジアにも共有しておかないとな」

　分身を吸収すると、分身が経験したことも追体験する。

　サトルが遣東使の生き残りの人数や、教会から刺客が送られることを知ったのは、旅の途中でティレニア王国に送った分身を遠隔解除したためだ。

「目撃情報は少数。大河を渡ろうとすると襲われるケースが多い。細長い姿を見た冒険者もいれば、巨大な影を見た水夫もいると。川に潜んでるのは一体じゃない可能性もあるか？」

　サトルが朝風呂に浸つかっている間に、サトルが冒険者ギルドで集めてきた情報を分析するサトル。

　ブツブツ言いながら、サトルは扉を開けて脱衣所に向かった。

「川か。溺死は苦しいんだよなあ。水中に逃げられるとどうしようもないし。ベスタがいるからどうにかなるかなあ」

　体を拭ぬぐって服を着る。

　強力な水棲モンスターが渡河を邪魔していることを知ったのに、サトルに焦った様子はない。

　二度もダンジョンを踏破した高レベルゆえの余裕か。

　もしくは、四桁まで分身して苦難を乗り越えたことで自信をつけたのか。

「まあなるようになるだろ。それより、ダナビウス国は元の世界でいうドイツあたりなわけで。『森と大河の国』の名物料理の情報も集めておかないと。やっぱ肉料理かな？　あとビール？」

　のんびり旅行気分か。

　はるか東の果ての国を目指す旅であっても、チートスキル持ちのサトルにとっては単なる異世界旅行なのかもしれない。

　いや、それはあくまでサトルの願望であって、実際はもっと過酷なはずだ。

　なにしろ遣東使の死亡率は九九・九％で『絶対に就きたくない役職一〇年連続ナンバー１ワン』であり、今回の遣東使もすでに四組五五人が亡くなっている。

　脱衣所で服と装備品を身につけるサトル。

　分身から受け取った記憶では、間もなくソフィア姫とプレジアが下りてくるらしい。

「さて。疲れも癒えたことだし、行きますか」

　さっぱりした顔で、サトルは宿の食堂に向かった。

　ちなみに。

　ダナビウス国のお風呂は混浴だが、サトルがのんびり朝風呂に浸かっていたのは疲れを癒やすためで、ほかの女性が入ってくることを期待したわけではない。

　サトルはおっさんだが、ギラついたおっさんではないし童貞でもないのだ。




　ともあれ、サトルはようやく魔力切れから回復した。

　一行はしばしの休息を終えて、旅を再開するようだ。

　はるか東の果てを目指して、まずは四ヶ国目、『森と大河の国』ダナビウス国の旅路である。
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【１】






　森を流れる大河の横を、かっぽかっぽと馬が歩いていた。

　馬の手綱を引かず、杖つえを手に先頭を行くのはサトルだ。

　冒険者時代から愛用している、一部を金属で補強した革鎧よろいと厚手のマントを身につけて、右手には一メートル半ほどの棒を持っている。

　ウォーキングポールや登山杖のように地面をついているが、れっきとした魔道具マジックアイテムでサトルのメインウエポンである。

　大型のリュックと円盾は馬にくくりつけて、サトル自身は身軽な格好だ。

「どこかで大河を渡って、そのあとは北東へ。ってことはロシアに向かうルートか。姫様、本当に北まわりでいいんですか？　『橋』の国を通って中央か南を抜けるルートもあるはずですよ？」

　首だけで振り返って、サトルが後ろに声をかける。

　森の獣けもの道みちを歩きづらそうにしている芦あし毛げの馬に話しかけた、わけではない。

「お母様は北まわりのルートを通ってきたと教えてくれました。帰還した唯一の遣東使がそのルートだったわけですからわたくしも、と思ったのですが……何かまずいのでしょうか？」

　サトルの質問に応えたのは、第八側そく妃ひの娘でティレニア王国の王族であるソフィア姫だ。

　芦毛の馬に騎乗したソフィア姫は、旅装に身を包んでいる。

　乗馬用のズボンとシャツを着てローブをまとい、フードはかぶらず素顔を晒さらしている。

　ティレニア王国から離れたため、顔を出しても問題ないと考えたのだろう。

　さらさらの金髪が風に揺れ、軽く首を傾かしげて青い瞳をサトルに向けた。

「まずいってことはないんでしょうけど、ロシアってだだっ広いし『北の帝国』ってなんだか厳しそうなイメージが……まあこっちの世界の地理がどうなってるかわからないし、行ってみるしかないか」

　自分から聞いておきながら、サトルはあっさりとソフィア姫の応えを受け入れた。

　サトルが元いた世界とこの世界の地理が似ているといっても、この世界には魔法もあればモンスターも存在する。

　サトルはおぼろげな記憶に頼るのではなく、過去に一人だけ還かえってきた遣東使と、帰路に同行したソフィア姫の母親・トモカ妃が使ったルートをたどることにしたようだ。

「なんだか少し不安そうな姫様の姿が可か憐れんです！　ああっ、遣東使となってよかった！」

「ほんと幸せそうだなプレジア。見通しが悪い森の中なんだから、警戒を頼むぞ護衛騎士」

　ソフィア姫が乗る芦毛の馬の横をご機嫌で歩いているのは、護衛のプレジアだ。

　一七〇センチちょっとと、女性にしては大柄な体にプレートメイルを身につけている。

　背中には両手剣とタワーシールドを背負い、ダンジョンで見つけた魔道具・ピッチフォークを手にしている。

　重装備でも余裕があるのは「生まれつき力が強い」ためだろう。

「森は歩きにくいから爪を出していいですかねサトル様、アタシ最近ちょっと器用になってそんなこともできるように」

「いいぞ。ばったり人に遭遇しても、真っ先に馬の蹄ひづめを見るヤツなんていないだろうからな」

「ありがとうございますサトル様！　これで姫様も乗りやすくなるはずです！」

　サトルたちの一行は三人だけではない。

　ソフィア姫が乗る馬のベスタも旅のお供だ。

「……すっかり馬が板についてきたなベスタ。ドラゴンなのに」

　馬のベスタの正体はドラゴンで、普段は馬に変へん化げしている。

　しかも先日は、人に変化してお風呂に入っていた。

　元は別の世界の住人で、元冒険者のダンジョン踏破者で、小役人にして文官、強力なスキル持ちで高レベルのサトル。

　ティレニア王国の王族で、日の本の国出身の第八側妃を母に持つソフィア姫。

　オークの父と人間の貴族の母から生まれて高い身体能力を持ち、ソフィア姫ラブが過ぎる護衛騎士のプレジア。

　人間に騙だまされて人里で育ったドラゴンで、馬や人に化けられるベスタ。

　ティレニア王国の王都を出てから、およそ二ヶ月。

　奇妙な遣東使たち三人と一体？　四人？は、ダナビウス国の大河にそって北に進んでいた。

　サトルが元いた世界でいうドイツ南部あたりの森の中である。

　一行は、目的地である東の果ての『日の本の国』へ、ドイツを北東に進んでロシア経由のルートを取るつもりでいた。




　サトルたちは森を流れる大河からやや離れて、自然にひらけた場所で休憩をとっている。

　石を積み上げた簡易かまどで、サトルはなにやら焼いていた。

　プレジアは立ち昇る香りに顔を近づけて、ソフィア姫は大人しく座りながらもソワソワしている。

「サトル、もういいのではないか!?　そろそろ食べ頃ではないか!?」

「焦りすぎだろ、落ち着けプレジア。姫様を見習えって」

　言いながら、サトルもゴクリと唾を飲み込む。

　網の上に置いた、黄金色のパンケーキのようなものを持ち上げて焼き加減を確かめる。

「よし、そろそろいいだろう。姫様、どうぞ。熱いので気をつけてください」

　器用に菜さい箸ばしを使って、簡易かまどの網の上で温めていたモノを木皿に取る。

　サトルはそのまま、隣に座るソフィア姫に手渡した。

「わあ！　わたくし、これは初めて食べる料理です」

　金髪をさらりと揺らして、ソフィア姫は嬉うれしそうに顔をほころばせた。

　青い瞳は好奇心に輝いている。

「無邪気な姫様かわいいです！　サトル、私にも頼む！　その一番大きいヤツを！」

「はいはい、わかったわかった。ほら」

　ソフィア姫に渡した時とは違って、サトルはぞんざいに木皿を突き出した。

　プレジアは、サトルの態度が悪くても気にしないらしい。

　満面の笑顔を浮かべて木皿を受け取った。

　自前のフォークで切り分けるソフィア姫とプレジアより早く、サトルは手づかみでパクついた。

「うん、素朴な味だけどこれはこれで美お味いしい」

「外はカリッとほくほくで、中はモチモチしています！　これがロスティなのですね」

　切り分けたひとかけらを小さな口に入れたソフィア姫は、目を細めて食感を堪能している。

　ソフィア姫とは対照的に、プレジアは大口を開けてがっつく。

　がっつきながらも、目はソフィア姫をロックオンしている。片時も目を離すことのない護衛騎士の鑑かがみである。きっとそうだ。

　短い休憩の間にサトルが焼いて仕上げたのは、山岳連邦やダナビウス国南部で食べられている軽食だった。

　ジャガイモを潰つぶして焼いた、ロスティと呼ばれるシンプルな料理である。

　早朝に宿屋を出る際に、女将おかみから「ちゃんとした朝食を出せなくて申し訳ない」と持たされたものだ。

「どう考えてもジャガイモだよなあ。海は危ないって話なのに、大西洋を渡ったヤツがいるんだろうか。まあ魔法があってモンスターがいる世界で元の世界とは違うわけで。考えるだけムダか」

　サトルが元いた世界では、ジャガイモの原種は南米から広がった。

　海には危険なモンスターがいて、海岸沿いで漁をするのがせいぜいなこの世界で、大西洋を横断した者がいたのか。あるいはよく似た違う種なのか。

　この世界で一二年暮らしたサトルは、そのあたりの謎を考えるのはやめたらしい。

「日の本の国まで船で行ければ楽なんだけど。いや帆船だったら楽でもないか」

　ロスティを食べ終えたサトルは、ぽりぽりと頭をかいた。

　網の上に乗った最後のロスティに目を向ける。

「おっと。ベスタ、ほら焼けたぞ」

「えっ？　ありがとうございますサトル様アタシにもくれるなんて」

「人化できるとなると、馬扱いもどうかと思ってな。まあ荷物もあるしベスタが食べた白馬の償いなんだし、馬にはなってもらうんだけど」

「サ、サトル様が優しい？　だだだ大丈夫だアタシ、サトル様が優しいのはこれが最後の晩ばん餐さんだからってわけじゃない、違うと思う、違う、違いますよね？」

　チラチラとサトルを窺うかがいながらモソモソとロスティを食べるベスタ。

　不安そうな目を見せつつも、美味しかったのか食べるスピードが速まる。

「大丈夫大丈夫、心配するな。ああそうだ、どこかで人化したベスタの身分証も作っといた方がいいな」

「むっ、そうだなサトル！　そうなればベスタは馬屋ではなく部屋に泊まれるのではないか？」
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「わあ！　みんなでお泊まりですね」

「その辺は身分証を作ってから考えましょうか……宿代もバカにならないし」

　後半は口の中でぼそりと呟つぶやく。

　「馬扱いもどうかと思って」と言ったわりに馬扱いしている。

　人化しても、サトルはまだ「モンスターであるドラゴン」を信じきっていないのかもしれない。

「さて、そろそろ出発しましょう。順調に行けば今日のうちに次の街に到着します」

「うむ、では行こう！　姫様、さあお手を」

「ふふ、プレジア、わたくしは一人で馬に乗れますよ？」

「おい、しれっと姫様に触ろうとするなプレジア。弱体化するつもりか。強力な水すい棲せいモンスターが出るっていうから川下りじゃなくて徒歩なのに」

　さりげなくソフィア姫に手を伸ばしたプレジアを止めるサトル。

　プレジアは悔しそうな顔をしながら、一人でさっと馬に乗るソフィア姫を見守った。

　言葉が通じる以上、騎乗は普通の馬と比べて楽なのだろう。

　というか腹はら這ばいのベスタに乗って、ベスタがバランスを取りながら立ち上がるだけだ。手助けはいらない。

「はあ、ほんと頼むぞ。いくら俺が分身できるったって、護衛はプレジアなんだから」

「心配するなサトル！　いざとなればこの身を盾にしても、私は姫様をお守りする！」

「ダメですよプレジア。みんなで日の本の国に行って、還ってくるのです」

「姫様がお優しすぎて天使のようだ！　どうしようサトル！」

「はいはい、ほら行くぞ」

　もはや定番となったプレジアのリアクションを流して、片付けを終えたサトルは立ち上がった。




　ダナビウス国に入ってから一〇日目、サトルが復活して旅を再開してから三日目。

　一行は、「大河を渡る橋がかかる」街を目指して、ダナビウス国を進む。





【２】






「サトル、ここは私に任せてくれ！　姫様の護衛を頼む！」

　プレジアの勇ましい声が森に響く。

　ダナビウス国の大河に沿って進む一行は、次の街を前にモンスターと遭遇した。

　サトルは分身を先行させていなかったらしい。

　馬に乗ったソフィア姫とサトルの前に、タワーシールドを構えたプレジアが進み出る。




　視線の先、木立の間には二メートルほどの大きなシカがいた。

　いまにも突っ込もうとアピールするかのように、後ろ足で土をかいている。

　サトルたちに向けた大きく複雑な形状の角は、バチバチと音を立てて光っていた。




「雷角鹿サンダーディア、推定レベル25。プレジア、雷をまとった突進に注意しろよ」

「気をつけてください、プレジア。もしケガをしたらわたくしが治します」

「アイツは村のまわりで見たことあります。サトル様、アタシも戦っていいですかね？　アイツはちょっとピリッてするけどおいしいんです」

　モンスターと、意気込むプレジアを前に一人だけ感想がおかしい。

　人化できるから一人とカウントするべきか、いまは馬なので一頭というべきか、あるいはドラゴンなので一匹か一体というべきか。

　ともあれ、ドラゴンであるベスタは、レベル25程度の雷角鹿サンダーディアは単なるシカ肉に見えるようだ。

「ケガをすれば姫様が治してくださる……ダメだぞ私、姫様に余計な心配をさせては！　さあ来い雷角鹿サンダーディア！」

　一瞬ためらったものの、プレジアは気を取り直して盾の下方を地面に突き立てた。

　両手剣を右手一本で持ち、ガンガンと盾に打ちつけて挑発する。

　雷角鹿サンダーディアはぐっと頭を下げて駆けてくる。

　走るスピードは速くない。

　プレジアは腰を落として、体を盾の陰に隠した。

　角を前面に押し出した突進をタワーシールドで受け止めるつもりなのだろう。

「あっ、おい、突進に注意しろって、なんならピッチフォークを使って距離を取りながら──」

　サトルの注意も虚むなしく、両者が激突する。

　護衛騎士の無事を祈るソフィア姫の両手に力が入る。

「んぐっ！　だがこの程度！　てやあっ！」

　プレジアは一瞬びくっと体をすくませたが、すぐに動き出した。

　タワーシールドで角を横に弾はじき、見えた首すじに両手剣〈オーク殺し〉を叩たたき込む。

　木漏れ日が照らす森に血ち飛沫しぶきが舞った。

　首を半ばまで断ち切られた雷角鹿サンダーディアが倒れる。

　プレジアは油断することなく、もう一度剣を振り下ろしてトドメを刺した。

　けっきょく、雷角鹿サンダーディアは一度突進しただけであっさり仕留められた。

「まあプレジアはレベル38だしな。推定レベル25程度の相手ならこんなもんか」

「これほど簡単に倒すなんて、すごいですプレジア。強くなりましたね」

「くふ、くふふ、ありがとうございます姫様」

　遣東使として王都を旅立った時、プレジアはレベル32だった。

　モンスターの討伐やダンジョン踏破、アンデッド枢機卿の討伐を経て、現在はレベル38まで上がっている。

　旅のはじめに戦った殺人熊マーダーグリズリーと同レベル帯のモンスターを相手にしても、いまではケガひとつ負うことない圧勝だった。

「レベルを上げるより、『八つの戒め』を守って強化され続けた方が強くなりそうだけど」

　ソフィア姫に褒められてニヤつくプレジアを見ながらサトルがボヤく。

　プレジアのスキル【八戒】は、自身が決めた『八つの戒め』を守り続けると、次第に身体能力が強化されていくのだという。

　つい先日、プレジアが「姫様の湯ゆ浴あみにご一緒しない」という戒めを破っていなければ、戦闘はもっと楽になっていたかもしれない。

「姫様の護衛は私なのだ！　強くなって、サトルに頼らずとも姫様をお守りできるようにならねばな！」

「むむっ、じゃあアタシはサトル様の次に最強になる！　鎧よろいもアンデッドもブレスで倒せなかったし、その、サトル様に勝てるようになる気はしないけどその次なら」

　プレジアがお褒めの言葉にデレデレしたのはわずかな間だけで、ぐっと拳を握って宣言した。

　つられたのか、ベスタも鼻息荒く宣言する。だが目指すのはサトルの次らしい。大量の分身に囲まれてボコられた経験はベスタのトラウマなのか。

「わたくしはみんなを癒やせるようにがんばります。いまはレベル26ですけど、レベルを上げてサトルさんの分身も癒やせるように」

　続けてソフィア姫も、小さな手をきゅっと握って決意を告げる。

　スキル【回復魔法】を持つソフィア姫は、二人とは違う役割を担うつもりなのだろう。

　サトルと出会った時はレベル11だったことを考えると、この旅で一番伸びたのはソフィア姫だ。

「いやあ、それはどうですかね、姫様。分身が回復できたらスキル【分身術】のデメリットが減って、そうとうチートずるになりそうな」

　とはいえ、サトルは「分身の回復」に期待していない。

　レベル65のサトルがスキル【分身術】を使えば、レベル65のサトルが大量に現れる。

　もし回復できるなら分身が死ぬことも減るため、分身の経験を追体験するというデメリットはかなり小さなものになるだろう。

　サトルは、自分のスキルをそこまで都合のいいものとは考えていなかった。

「あのサトル様、それでコイツはどうするんでしょうか、食べてもいいですか？」

「待て待てベスタ。シカ肉は解体してから少し時間を置いた方が美お味いしいぞ。それに、この国なら肉を焼くだけじゃなくてたぶん加工品の名物が──」

「よしサトル！　街に向かうぞ！　遠くに見えるアレが街なのだろう？」

「焦るなプレジア、よだれを拭け。姫様も目が輝いててそんな食いしん坊キャラでしたっけ」

　女性陣の剣幕に、サトルは引き気味だ。

　勢いに負けたのか、プレジアとベスタに手伝わせるだけでなく、けっきょくサトルは分身を出して手早く解体を済ませた。

　雷角鹿サンダーディアの肉や売却できる素材をマジックバッグに入れて、二人と一体の視線に押されるように、ひと休みすることなくすぐに出発する。

「ベスタ、速歩はやあしになってるぞ。慌てるな、街はもう見えてるんだから」

　放っておくと走り出そうとするベスタの手綱を引いて、サトルたちは大河に沿って森を歩く。

　森の切れ目からは、大河のほとりの街と白亜の城が見えていた。

　襲ってきたモンスターをあっさり撃退して、ダナビウス国の旅路は順調だ。

　予定では次の街で大河を渡り、北東に続く街道を探すことになっていた。

　だが、街に到着してすぐに、サトルたちは予定通りにいかないことを知る。

　ティレニア王国を出発してから四ヶ国目。

　ダナビウス国も、すんなりとは通過できないらしい。
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　サトルがティレニア王国の王都を旅立ってから間もなく二ヶ月。

　一行はダナビウス国を進んでいた。

　山岳連邦内の国を二ヶ国と数えると四ヶ国目である。

　『森と大河の国』と呼ばれる通り、ダナビウス国の領土の大半は森林に覆われている。

　街や村を繋つなぐのは森の合間を縫うような細い道で、馬車や荷車を使う者は少ない。

　ダナビウス国の物流は、陸運ではなく水運が多くを担っていた。

　船を使って、二つの大河で人と物を運ぶのだ。

　大河の一つは国の西の森からはじまり南東へ、もう一つは同じく西の森からはじまり北東へ。

　大きな街はほぼすべて、川のほとりにあった。

　水量が多く川幅も広い大河が農業・水運の要かなめとなっていることを考えれば、街が川に沿って発展するのは当然のことだろう。

　サトルたちがたどり着いた二つ目の街もまた、大河のほとりに位置していた。

　街のすぐ横を流れる大河は、川幅四〇〇メートルほどもあるだろうか。

　まだ上流にもかかわらず、すでにかなりの川幅である。

　サトルたちはこの街で石橋を渡り、大河の東側を進む予定だった。

　もともとの予定では。

「はあ。まさか橋が落ちてるなんてなあ」

「気を落とさないでくださいサトルさん。ほかに川を渡る方法を探しましょう」

「姫様はなんと前向きなのか！　そうだぞサトル、ダメなら次の手段を探せばいいのだ！　姫様に危険がないよう石橋を叩たたいて渡るほど慎重にな！」

「その石橋が落ちたんだって。叩いてないけど」

「むっ、ではほかの手段で押し通すのだ！　姫様は私が守ろう！」

「この場合は通せない、いや、通れないだろ猪いのしし騎士。はあ、分身を先行させてれば早めにわかったのに」

　街の宿屋の食堂で、サトルはため息を吐ついた。

　本来はこの街にある石橋を渡るはずだったのに、肝心の橋が水すい棲せいモンスターによって破壊されたのだという。

　サトルたちが到着する二日前に、ほかの街でも噂うわさになっていた水棲モンスターによって。

　魔力を回復したばかりで長時間の【分身術】を控えていたサトルの痛恨のミスである。

　まあ事前にわかったところで、どうしようもなかったかもしれない。

　ちなみに南東へ流れる大河の河口は内海で、岬に設置された防衛網で強力な水棲モンスターの侵入を防いでいる。

　北東へ流れていく大河は、下流に水棲種族と共存する国があり、そのため海から強力なモンスターが遡そ上じょうしてくることはないのだという。

　ダナビウス国の水運は、地理に恵まれて発展したのである。

「渡し舟は襲われる。泳いで渡ろうとしても襲われる。でも正体は不明。地元の冒険者も苦戦中、と。はあ」

　サトルのため息は止まらない。

　ダナビウス国にも冒険者ギルドは存在する。

　山岳連邦と違ってダンジョンの数が少ないため、森でモンスターの討伐や狩猟、採取を行うか、船の護衛がこの国の冒険者の主な仕事だった。

　だが、大河を主戦場にする冒険者たちにも、噂の水棲モンスターの正体はわからないらしい。

　石橋を破壊したことから大型か、単に強力なモンスターのどちらかと考えられているが、その姿をはっきり捉えた者はいない。あるいは見た者はすべて殺されたか。

　いずれにせよ、いまだに正体は不明だった。

「これなら石橋じゃなくて、早いうちに川を渡っちゃった方がよかったかもな。ベスタに頼んで」

「ベスタさんに、ですか？　ああ、なるほど」

「ポンと手を打つ姫様かわいいです！　そうか、馬のベスタではなく人のベスタでもなく」

「いまだってそれで渡れるだろうけど、渡河の途中で水棲モンスターに襲われたらなあ。俺はなんとかなるとしても……」

　サトルは二人の女性にチラリと目を向けた。

　ソフィア姫。

　先日確認したところ、八歳の美女児は「泳げる」と自己申告していた。

　ただし「お風呂でお母様に教わった」だけらしく、実際に泳げるかどうかは怪しい。

　プレジア。

　騎士の必修として水練があったため泳げるそうだが、現在の装備はプレートメイルと両手剣とタワーシールドである。

　普段の装備で浮けるだろうか。

　サトル自身は泳げる。

　なんせ元の世界では、高校まで水泳の授業があったのだ。

　服を着たまま泳げるかはサトルも怪しいが、最悪、分身を犠牲にすればなんとでもなるだろう。あとで溺死を追体験することになるのだが。

　水を苦にしないのは、正体がドラゴンのベスタだけだった。

「いっそベスタを川に流して戦わせるか」

「はい、お待ちどおさま！　これがウチの宿の名物料理だよ！」

　ボソリと呟つぶやいたサトルの声は、宿屋の従業員にかき消された。

　テーブルの上にドンッと置かれた木の大皿に、ほかほかと湯気をあげる料理が乗っている。

　ソフィア姫は「わあっ」と目を輝かせ、プレジアはいまにも手を伸ばさんばかりだ。ベスタは馬屋にいる。

　サトルはわずかに首を傾かしげた。

「……これは？　ダナビウス国ってドイツあたりなわけで、雷角鹿サンダーディアの肉もいい値段で売れたから疑ってなかったんだけど、あれ？」

「おおっ、パリパリで美お味いしいな！　どうしたサトル、食べないのか？」

「身は少ないですけれど、サクサクの衣が補っています。わたくしにはやや味付けが薄く感じられますが、好みの問題でしょうか」

　あいかわらずのグルメ評論家めいた言いまわしはいいとして、ソフィア姫はこの旅で初めて、料理に辛めの意見を述べる。

　ダナビウス国の「名物料理」が想像とは違ったらしいサトルも、ひょいとつまんで口にした。

「川のそばなわけで、貴重な油で揚げた『小魚のフリット』が名物料理っていうのもまあ納得はいくけど……ちょっと泥臭い」

　いまいち口に合わなかったソフィア姫と同様に、サトルも好みではなかったらしい。

「はあ、中濃ソースが欲しい。それか海の魚のフリットを食べたい」

　サトルのため息は止まらない。

　山岳連邦で冒険者を辞める決意をしたサトルが移住先を探す際、当然このダナビウス国も選択肢にあった。

　だがサトルは、「魔道具マジックアイテムの普及で清潔な生活を送れる」という理由のほかに「食が発展している」ためティレニア王国を選んだ。

　街の名物料理である小魚のフリットを食べて肩を落とすあたり、その選択は正解だったのだろう。

「不ま味ずくはない、不味くはないんだ。ひさしぶりの魚料理だし。新鮮な川魚と油がないと作れない贅ぜい沢たくな料理で名物になるのもわかる。でも肉料理を期待してた分のギャップが」

「むっ、サトルの食が進まないのは珍しいな！　ではその分、私が！」

　頭を抱えたサトルを前に、プレジアの手は止まらない。

　小ぶりの川魚のフリットを、ぽいぽい口に放り込んでいく。

　プレジアはバリバリと頭から骨ごと咀そ嚼しゃくして、満足げな笑みを見せた。

「もう。プレジア、お行儀が悪いですよ」

「ぷくっと頬ほおを膨らませて怒る姫様かわいいです！　申し訳ありません姫様、では私もナイフとフォークを」

「別にいいんじゃないかプレジア？　姫様、この料理は手づかみでそのまま食べるようです。ほら、ほかのテーブルでも手づかみですから『郷に入っては郷に従え』ということで」

　プレジアを咎とがめたソフィア姫は、ナイフとフォークを器用に使ってフリットの身を食べていた。

　手元の皿には川魚の小さな頭と背骨が残っている。

　ただ、周囲を見たサトルが言うように、ここでは手づかみで丸ごと食べる流儀だったらしい。

　頭からバリバリいったプレジアが野蛮だったわけではない。

　プレジアはオークと人間のハーフだが、貴族でもあるのだ。野蛮なわけがない。

「まあ丸ごといくと骨が口に引っかかる感じはあるけど。はあ、俺、この国と相性悪いのかなあ」

　遣東使として旅に出てからサトルがボヤくことは多かったが、ここまでテンションが低いのは珍しい。

　スキル【分身術】で大量の疲労を引き受けた時を別にすれば、だが。

　プレジアは気にした様子もなくマイペースで、ソフィア姫は心配そうな面持ちでサトルにチラチラと目を向けている。

「姫様、プレジアも。明日は大河のそばまで行ってみましょう。あわよくば噂の水棲モンスターをおびき出して、討伐する方向で」

「わかりました。わたくし、みんなの役に立てるようがんばります！」

「ああ、姫様はなんと健けな気げでがんばり屋なのか……任せろサトル！　水棲モンスターなど、このプレジアが倒してみせよう！　そしてレベルを上げて姫様を守りきれるようになるのだ！」

　ボヤいたところで、旅をやめられるわけでも事態が好転するわけでもない。

　サトルは、障害となっている水棲モンスターを排除する決意を固めたようだ。

　不確かな噂ではなく、二日前に石橋を壊されて、渡河する者はいまも狙われるという情報を得たからだろう。

　遭遇さえできれば、水中に逃げられなければ、確実に討伐できる。

　高レベルで強力なスキルを持つサトルは、そんなことを考えていた。

　いま、この時は。




　遣東使として旅に出て、四ヶ国目となるダナビウス国。

　サトルたちは明日、大河に潜む正体不明の水棲モンスターに挑む。
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「サトルさん、けっきょくベスタさんの冒険者登録をしていないような」

　ソフィア姫はチラッと後方に目を向ける。

　話題にされていることも知らず、ベスタは暢気のんきに草を食はんでいた。もちろん馬の姿のままで。

　川魚のフリットを味わった翌日。

　サトルたち一行は、街から離れて川原にいた。

　街とその近辺は石積みの川かわ堤づつみとなっており、二時間ほど歩いてようやく川岸に下りられる場所にたどり着く。

　大河にかかる石橋が名物だったダナビウス国有数の街は、きっちり護岸されていたようだ。

「緩そうな街の冒険者ギルドで登録しようと思ってるんです。この街はちょっとどうでしょうか」

　川原から斜め上に目を向けるサトル。

　街を見下ろす高台に、白亜の城が建っていた。

「平民が暮らす街を見下ろす白亜の城。緩そうな感じはしない、というかちょっと厳しそうなんですよね」

　ぼそりと呟つぶやいて、サトルは大河に向き直った。

　ベスタが人化した際の身分証問題はひとまず棚に置く。

「さて、謎の水すい棲せいモンスターをおびき寄せてみますか。姫様、護衛をつけるので下がっていてください」

「サトルさん、わたくしも協力を」

「ほら、俺たちには川原ってあんまりいいイメージないじゃないですか。ティレニア王国ではどこぞのモンスターに襲われて、白馬が犠牲になりましたし」

「ひっ。すみませんサトル様、姫様も、アタシちゃんと馬をやります、アタシが食べた白馬の償いに」

　ベスタが草を食べていたのは、過去を思い出さないための現実逃避だったようだ。

　サトルと目が合うと、ベスタはぷるぷる震えながら後ずさった。

　川原でサトルとサトルの分身に囲まれてボコられたことを思い出したのだろう。

「大丈夫だ、ベスタ。いまは何もしないから。本当はドラゴンに戻って川を探索してほしいところだけど……まだ街からそんなに離れてないからなあ」

　石橋を壊し、渡河の障害となっている水棲モンスターを討伐する。

　そう決めたものの、サトルはまだなりふり構わず倒しにいく気はないらしい。

　わざわざローブを着てフードを深くかぶり、顔を隠しているのはそのためだろう。

「じゃあやるか。分身の術ッ！」

　杖つえを横に構えてポーズを決めるサトル。

　と、サトルが増えた。

　一人だったサトルが三人に。

「川から離れた場所で姫様の護衛と周囲の警戒を頼む、オレイチ、オレニー」

「了解、俺」

「あー、街から近いからフードつきなのか。見られないよう気をつけるよ俺」

　一人のサトルを残して、二人のサトルがソフィア姫に近づく。

　ソフィア姫は不審がることもなく、フードをかぶった二人のサトルに護衛を任せる。

　サトルが増えたのは、スキル【分身術】の効果だ。

　スキル【分身術】は分身した時と同じ武器防具を持つため、サトルは分身前からフード付きローブを身につけていた。

　街からほど近いこの川原で、大量の同一人物サトルが目撃されないように。

　もしなりふり構わず水棲モンスターを倒しにいくとしたら、ベスタをドラゴンに戻して、サトルも大量の分身を生み出したことだろう。

　いまのところ、そこまで本気を出すつもりはないらしい。舐なめプである。

「どうやっておびき出すか。川を渡ろうとする人を狙ってくるなら囮おとりを……でも下手したら溺死か。キツイんだよなあ」

　ソフィア姫の安全を確保したサトルが、思案げに川面を見つめる。

　大河は静かに流れていた。

　怪しい影も、それどころか波もない。

　と、バシャバシャと水しぶきが舞った。

「せやっ！　はっ！」

　魔道具マジックアイテムのピッチフォークを水面に突き入れるプレジアである。ソフィア姫の護衛はいいのか。きっとサトルを信頼しているのだろう。

「おい、そのピッチフォークはいちおう魔道具で、売ればそれなりの値段になるはずなんだけど」

「待っていてください姫様、いま私が美お味いしい魚を捕まえて、そうすれば『よくやりました、プレジア』とたおやかなお手で私の頭を撫なで」

「妄想漏れてるぞプレジア。姫様は『川魚のフリット』をそんなに気に入ってなかっただろ」

　名物料理を気に入ったプレジアは、ピッチフォークを銛もりがわりに魚突き漁をしているらしい。

「……ああ、でもいいかもな、それ」

　はたと思い当たって、サトルは自らの手元を見た。

　杖を構えて静かに分身する。

　今度はわらわらと、一人が一〇人に。

「よーし、任せろ俺！　行くぞオレック！」

「渡河が狙われるなら、渡河してる振りをすればいいじゃない！」

「まあ人が水に入らなくてもいいだろ。ほら溺死は苦しいしね」

「伸びろニョイスティック！」

　川に近づくサトルをサトルが見守る。

　サトルは隣のサトルと息を合わせて、手にしたニョイスティックを伸ばした。

　伸ばしたニョイスティックを振り下ろして、バシャバシャと水面を叩たたく。

　静かな水面ものどかな川原も、にわかに騒がしくなった。

「川を渡る人が狙われる。川の水は見通せない程度には濁ってるんだから、音か魔力で判断してるはず。ならマジックウエポンで水面を叩けば……」

「さっきプレジアに『魔道具で、売ればそれなりの値段になるはずなんだけど』って言ったのは俺なのに！」

「匂いで察知してるかもしれないけどね、俺！」

「言うなオレッパチ。とりあえずなんでも試すことが大事なんだ」

「……足を水につけるぐらいイケる。大丈夫大丈夫、これだけ俺がいれば俺は気づく、気づくはずだ」

「がんばれ俺氏！」

　口々に言いながら、サトルたちが水辺に喧けん騒そうをもたらした。

　フードを深くかぶって顔を隠した男たちが、集団で水面を叩く。

　異様な光景である。

　ピッチフォークで魚突き漁をするプレジアの声はもはや聞こえない。

　ソフィア姫の護衛を含めて一二人のサトルを前にベスタの声も聞こえない。

　やや離れた場所にいるソフィア姫は「何かあればわたくしが【回復魔法】を」と言わんばかりに、きゅっと拳を握っている。

　異様な光景はしばらく続いた。

　目撃者がいなくて何よりである。

「プレジア、サトルさん！　川に影があります！　ベスタさんの時よりも小さいですけれど」

「おお、また最初に見つけるとはさすが姫様！　サトル、魚影はどんどん大きくなっているぞ！」

　川の中に何かを見つけたのか、ソフィア姫の警告がサトルの耳に聞こえてくる。

　続けて、プレジアの声も。

「よし、俺、あの影の周囲を狙え。釣り上げるんだ！」

「俺はずいぶん無茶なこと言うなあ」

「エサ……エサ……俺を犠牲に」

「まあ待てオレゴ、それは最後の手段にしよう。ほらニョイスティックを突き出せって」

「あ、あれ？　影がやけに大きくなってない？　ベスタの時より大きいような」

　川に現れた黒い影の周辺の水面を、サトルたちがニョイスティックでバシャバシャと叩く。

　中には、影の持ち主がいるだろう水中に向けてニョイスティックを伸ばすサトルもいた。

　徐々に浮上しているのか、川面の影はどんどん大きくなっていく。

　一メートル、二メートル、丸い影が大きく、やがてかつてのベスタが姿を現したよりも大きく、さらに大きく。

　川から離れたソフィア姫は目を丸くして、ベスタは後脚で地面をかいて歯を剥むき出し、プレジアは漁をやめてタワーシールドを構える。

　川辺のサトルはあいかわらずバシャバシャやっている。

「かかったッ！」

「よくやったオレジュー！」

「待って、あのデカさでどうする俺？　みんなで引く？」

「ははっ、忘れたかオレッパチ！　ニョイスティックは伸ばすだけじゃないってことを！」

　マジックウエポン・ニョイスティックを川に突き込んでいたサトルの手が止まった。

　溺れる人間とでも思われたのか、正体不明の大きな影に食いつかれたらしい。

「そういうことだ！　縮めニョイスティック！」

　伸縮自在のニョイスティックを両手で掴んでサトルが叫ぶ。

　ニョイスティックを縮めて、川の中で先端に噛かみついた大きな影の持ち主を引き上げようと思ったのだろう。

　まわりのサトルとベスタとサトルとプレジアとサトルとソフィア姫と護衛のサトルが、影の動きをじっと見つめる。

　影は動かない。

「わっ、ヤバっ」

　バシャッと音がした。

「…………え？」

「あっ。ほらニョイスティックを縮めたから」

「オレジュ───!!」

「いやわかるだろ。石橋を壊したぐらいだし明らかに謎の水棲モンスターは力持ちだろ」

「サ、サトル、大変だ！　サトルが水の中に引き込まれて！　どうしようサトル、サトルが食われてしまう！」

「サトル様が水の中にアタシ行くべきだろうかでもまだサトル様の指示がないし勝手なことして怒られたらそれにサトル様は分身できるしでもやっぱり」

　サトルは水辺からあっさり川に落ちて、水中に引き込まれる。

　影の近くの水が赤く染まった。

「落ち着けプレジア、ベスタも。俺が一人死んだだけで俺は無事だ。ほら俺たち、俺の犠牲を無駄にするな。有効っぽいし続けるぞ」

「俺の俺扱いが酷ひどすぎる件」

「まあまあオレシチ。なんでもない顔してるけど、どうせ俺は死を追体験するんだし」

「オレジューの仇かたき！　ほらこっちに食いつけモンスター！」

「今度は油断しないでみんなで引っ張るぞ俺たち！」

「レベル65の俺に力負けしないのか。けっこう強いモンスターなのかも」

　目の前でサトルが死んだのに冷たいサトルの指示に、サトルたちはぶーぶー言いながら作戦を続ける。

　狂気じみた光景だが、もはやプレジアもソフィア姫もベスタも慣れたらしい。

「サトルさん、プレジア、その……影が、大きすぎではないでしょうか？」

　サトルの死ではなく川面に浮かんだ影の大きさに、ソフィア姫の注意が向くほどに。

　川を赤く染めた影は、水面に、水辺に徐々に近づいて、いまでは一〇メートルを超えた。

　ふたたびサトルのニョイスティックに食いついて、今度は大量のサトルが綱引きのように引っ張る。

　プレジアもニョイスティックを掴み、ベスタが馬の姿のままニョイスティックを咥くわえて。

「またベスタの時みたいにややこしい相手かと心配してたけど、そんなことはなさそうだな」

　サトルたちは、ようやく噂うわさの水棲モンスターの正体を見た。




「石橋を壊し、人間を襲い、俺を食い殺した。遠慮せず討伐させてもらうぞ、人ひと喰くい亀！」

　相手は亀であったらしい。

　一〇メートル超の、大亀ヒュージタートルである。




「『細長かった』って目撃情報もあったけど……そうか、伸ばした首だけを見たのか」

「な、なんという大きさでしょう。たくさん食べればわたくしもあれぐらい大きく」

「驚いて少しズレた発言する姫様かわいいです！……これほど大きな姫様……見たい……」

「サトル様、コイツと戦うにはアタシ元に戻った方がいいと思うんですけどいいですか？　コイツよりちっちゃいけどアタシだって大きくなれば、そうだ、元の姿ならサトル様の次に最強なんだ、さいきん馬だったからで！」

　サトルの犠牲を出しながらも、サトルたちは噂の水棲モンスターをおびき出すことに成功した。




　川原に現れたのは、幅一〇メートルを超える甲羅を持った巨大な亀だった。

　三階建てのアパートサイズの大亀ヒュージタートルである。

　ゴツゴツと頑丈そうな甲羅を支える四肢は、教会の石柱のように太い。

　強きょう靭じんで鋭い顎あごだと示すかのように、口の端にはサトルの右腕がぷらんとぶら下がっていた。

　先ほど水中に赤い花を咲かせたサトルの一部だろう。




「デカくて硬そう。これは相性悪いっぽいな俺」

「怯ひるむな俺氏！　オレジューの仇を取るんだ！」

「おーい、人間の言葉わかるか？」

「返事なし！　オレジューも殺されたし殺してよし！」

「水棲モンスターっていうから仲間入りを期待してたのに！　俺の気持ちを弄もてあそんだ責任を取ってもらうぞ！」

「ベスタといい、水場に嫌われてんのかなあ俺」

「ひっ。許してくださいアタシは人間を襲おうとしたわけじゃなくて馬が美味しそうでサトル様たちを襲ったわけじゃなくて」

　大亀ヒュージタートルの甲羅の上部は、岩のような形状と色合いだった。

　これまで人間に見つからなかったのは、川底や浅瀬で岩場に擬態していたのだろう。

　のそっと足を踏み出すが、陸上ではその動きは遅い。

「よし、囲め俺たち！　川に逃さないよう後ろを念入りに！」

　サトルの指示を受けて、サトルたちが動き出した。

　ザッと散開して小山のような大亀ヒュージタートルを取り囲む。

　同時に、次々とサトルが増えていく。

　ソフィア姫の護衛を含めて一二人では足りないと思ったのだろう。

　わらわらと大量のサトルたちが動き出し、大亀ヒュージタートルは黒い瞳を丸くしてギョッと驚いたような様子だ。

　爬は虫ちゅう類るいの表情などサトルにはわからないが、なんとなく。

　包囲が終わると、サトルがいっせいに動き出した。

「かってええええええ！　推定レベル50！　甲羅はダメそうだ俺たち！」

「足だ、足を狙え！」

「了解、俺サン！　右後ろ足は任せろ！」

「いつも通り囲んで押さえてボコろうにもこのデカさじゃなあ」

「グダグダ言ってないで動けオレジューク！」

「ふっ。囮役も必要だろう？」

「調子にのってすぐ殺やられるなよ俺十三！」

　フードをかぶって顔を隠したサトルが後ろ足にニョイスティックを叩き付け、サトルが大亀ヒュージタートルの顔の前でうろちょろして注意を引き、サトルは甲羅に取り付いて弱い箇所がないかガンガン叩いて探る。

　レベル65の身体能力を活かした攻撃も、大亀ヒュージタートルに効いている様子はない。

　ゆっくりと足を動かして前に進んだのは、あるいは鬱うっ陶とうしいと思っての行動かもしれないが、それだけだ。

「チッ、物理攻撃に強い大型モンスターか。俺にはほんと相性悪いんだよなあ……ベスタ」

　ボヤいたサトルが、包囲の外側でぼーっと戦況を見つめていたベスタに呼びかける。

　それだけで察したのか、ベスタは馬の姿のまま蹄ひづめを爪に変えた。

「ご指名ありがとうございますサトル様！」

「ノリがおかしくなってるぞベスタ。馬の姿のままでブレスを頼む」

「くふっ、くふふ。サトル様に頼られた、サトル様の攻撃が通じない相手にブレスをぶつけてくれって、これはつまりサトル様に認められたということで！　よーし、やるぞ、アタシッ！」

「テンションもおかしくなってるぞベスタ。……日々のコミュニケーションを見直すかなあ。ちょっと追い込みすぎたかも」

　変化させた爪を川原に食い込ませて、ベスタが息を吸い込む。

　大亀ヒュージタートルを包囲していたサトルは慌てて射線を空けた。

「喰らえ！　サトル様も認めた！　最強のアタシのブレス！」

　張り切ったベスタが、馬の姿のまま口からブレスを吐いた。

　変へん化げしているが本性はドラゴンのベスタによる最強の攻撃、ドラゴンブレスである。

　動きが遅く巨大な大亀ヒュージタートルは格好の的だ。

　ブレスは狙い違たがわず、大亀ヒュージタートルに当たった。

　大亀ヒュージタートルの、甲羅に。

　水龍系らしいベスタの、水のブレスは甲羅に弾はじかれた。

「あっ。やば」

「ぐわあっ！」

「オレシチー！　油断するな、こっちに飛んでくるぞ！」

「退避、退避だ俺！　亀がちょっと動けば角度が変わ、ぐふっ」

「俺トゥエンティワン！　くそ、亀に水のブレスってベスタも相性悪かったか！」

　ブレスが弾かれた先で、サトルが弾き飛ばされていく。

　高レベルのサトルはブレスが直撃しても即死しなかったが、その場に留とどまることはできなかった。

　激しい水の勢いに弾き飛ばされて、サトルがぼちゃぼちゃと川に落ちていく。

　焦ったベスタがサトルに当たらないように狙いを変えるが、また甲羅に弾かれて違うサトルが吹き飛ぶ。

　川原は阿あ鼻び叫きょう喚かんだ。

　途中でブレスを止められないのか、ベスタは涙目である。

　やがてブレスが止まると、ベスタはしょんぼりと首を垂らして、恐る恐るサトルに目を向ける。

「あー、まあしょうがない。プレジアと姫様に当てないようにしただけ上出来だ。俺が頼んだことだしな」

「サ、サトル様！　最強どころか役立たずのアタシに優しく、違う違うぞアタシ、これでクラっとするほどアタシは安い女じゃないそうだむしろちょっとなら叱しかられ、叱ってもらい」

「姫様の護衛はサトルが務めている。サトルの攻撃は効果が薄く、ベスタのブレスは効かない。ではついに私の出番だな！　姫様、どうか見ていてください！　私の活躍を！」

「応援しています、プレジア。もしケガしたらわたくしが治しますから」

「むおおおおおおっ！」

「あっおい、プレジア」

　サトルの制止も虚むなしく、プレジアはサトルの包囲が乱れた隙すき間まに走り込む。

　両手剣〈オーク殺し〉を振りかぶって、プレジアが跳んだ。

　振り下ろされたプレジアの両手剣は、大亀ヒュージタートルの甲羅に傷をつけた。

　指一本分ほどの小さな小さな傷を。

「三日前に『八つの戒め』を破って強バ化フが途切れたばっかりだろ。狙うならせめて首や足にしろ」

「くっ！　父様から受け継いだ魔剣〈オーク殺し〉の一撃を防ぐとは！　このっ、このっ！」

「プ、プレジア、ふぁいとです！」

　何度も両手剣を振り下ろすプレジアを、ソフィア姫が小さな拳を振って応援する。

　が、狙いを足に変えてもたいした傷はつけられない。

　ベスタとプレジアの攻撃を、サトルは黙って見ていたわけではない。

　いまも大亀ヒュージタートルの正面で、一人のサトルはニョイスティックで目に突きを放ち、もう一人のサトルは大顎の噛みつきを回避する。

　ベスタやプレジア、ソフィア姫が狙われないように、サトルは人間を丸まる呑のみできそうな大亀ヒュージタートルの口の目前をうろちょろしていた。

　丸呑みできそうな、というかサトルの一人はほぼ丸呑みされたのだが。

　いわゆるヘイトコントロールはできているものの、有効打がない。

「物理が硬いなら魔法でってのが定石だけど、俺は【風魔法】しか使えないし、姫様は【回復魔法】だけ。ベスタのブレスは水系統で弾かれる」

　ボヤきながら、サトルは顎に手を当てて考え込む。

　サトルの指示を待ちながら、サトルは変わらず注意を引きつけ、サトルが執しつ拗ように足を叩き、プレジアはサトルに下がらされ、ベスタはいまだ立ち直れていない。

「攻撃が効かない硬いモンスターで、やたらデカい。やっぱあの手でいくしかないか」

　サトルはようやく覚悟を決めた。

　サトルにはサトルの戦い方があるらしい。ボス蟻ありやボス鎧よろいやアンデッド枢機卿を倒した時のように、囲んでボコるだけでなく。




「よっしゃああああああ！　あっぶね、グーを出してよかった！」

「あー、くそ、負けた。はいはい行くよ、行きますよ」

「頼むぞオレ三〇。失敗したら……たき火で攻めるか？」

「持久戦はなあ。誰かに見られる可能性が高くなるから」

　大亀ヒュージタートルを包囲するサトルたちとは別に、サトルたちが集まってジャンケン大会が繰り広げられた。

　護衛のサトルに守られたソフィア姫も、戦線から離脱させられたプレジアも、大亀ヒュージタートルを無視して突然はじまったジャンケン大会に引いている。

　ベスタは馬の姿のまま大亀ヒュージタートルに挑みかかっている。ブレスが通じなかったことが悔しいのか、それともサトルを吹き飛ばしたことに責任を感じているのか。

　ジャンケン大会をしていても、サトルは大亀ヒュージタートルを放置したわけではない。

　増やした分身で大亀ヒュージタートルを包囲して断続的に攻撃している。

　大亀ヒュージタートルの甲羅は硬く、甲羅から出た足にも尻尾にも頭にも首にもたいしたダメージが入っているようには見えないが、注意を引きつける効果はあった。

　サトルたち一行の攻撃はほとんど効かないが、鈍重な大亀ヒュージタートルの攻撃も回避できている。

　強力なモンスターを相手にする時にいつもやっているように囲んでボコっても、長期戦は免れない現状である。

「…………サトルさん？　その、遊んでるわけではないのですよね？」

「サ、サトル、私もこれはどうかと思うのだが」

「それぐらいやりたくない手段だってことです。でもまあ、現状を打破するには仕方ないことで。はあ、一〇年ぶりにこの手を使うのか……」

　サトルは肩を落としてため息を吐つく。

　ダナビウス国に入ってからため息が多い。

　テンションが低いサトルをよそに、サトルたちが配置についた。

「よし、やれ、俺！」

　やけくそのようにサトルが叫ぶと、サトルが動き出した。

「ちょうどいい、プレジア、これもらうぞ」

「あっ！　私の川魚のフリットが！」

「いやまだフリットになってないだろ。街に戻ったらご馳ち走そうするから」

　プレジアが魚突き漁で集めた川魚を、走り出したサトルがひったくる。

　魚び籠くごと投げると、大亀ヒュージタートルはパカッと口を開けた。

　人を丸呑みできそうなほど、大きな口を。

「いまだ俺！」

「任せろ俺！　伸びろニョイスティック！」

「がんばれよーオレ三〇。これも使え」

「はあ、ジャンケン負けなくてよかった」

　左から大亀ヒュージタートルの頭に近づいたサトルが口の端にニョイスティックを突っ込み、右から亀の頭に近づいたサトルもニョイスティックを突っ込む。

　同時に、伸縮自在のニョイスティックを伸ばした。

　開いた大亀ヒュージタートルの口が、閉じないように。

「亀の頭にも口はあるんだよなあ！」

　縮めたニョイスティックを手に持って、サトルは大亀ヒュージタートルの口に飛び込んだ。

「おい、オレ三〇が最低の下ネタ言って突っ込んだぞ」

「ドン引きなんですけど。何言ってんだ俺……」

「アレを俺だと思いたくない。俺だけど俺じゃない」

　残されたサトルは最後の言葉にざわついて、何人かのサトルは頭を抱える。

　ソフィア姫の護衛についたサトルは、八歳の美女児をから目を逸そらしている。

　プレジアは首を傾かしげ、ベスタはサトルの言葉ではなく行動にあんぐり口を開けていた。

「サ、サトル様、サトル様が飲み込まれて、大亀ヒュージタートルはでっかいからサトル様は生きたままで、まさか。もしアタシがドラゴンの時にサトル様がアレをやってきたら……よかった、アタシはサトル様の味方になって本当によかった」

　サトルの攻撃方法にいち早く気づいたのはベスタだった。

　ブツブツうわごとを言いながら、だーっと涙を流している。

　ドラゴンの姿の時にコレをやられることを想像したらしい。

「サトルさん、これは……？　わたくしには、サトルさんが自ら死を選んだようにしか見えないのですけれど」

「まあ間違いではないですね。飛び込んだ俺は助からないでしょう。でも……ほら、見てください」

　ソフィア姫の疑問に応える代わりに、サトルはすっと大亀ヒュージタートルを指さした。

　サトルを飲み込んだ大亀ヒュージタートルは一度手足を引っ込めて地に伏せる。

　と、ジタバタと暴れはじめた。

　苦しみもがいているように。

「こ、これはまさか。そうか、だからベスタは涙して」

「プレジア、どういうことでしょう？　サトルさん？」

「一〇メートル超のデカいモンスターに丸呑みされたわけです。俺はいずれ死ぬでしょう。でも、レベル65の俺が死ぬまで時間はあります」

　サトルの説明に、ソフィア姫は目を丸くする。

　どんな方法でサトルが大亀ヒュージタートルを攻撃しているのか、理解したのだろう。

「高レベルだから締め付けられても耐えられるか、まあ骨の二、三本は折れるかもしれませんけど簡単には死にません。スキル【風魔法】で窒息は先延ばしできます。だから」

「【分身術】。サトルの分身が死んでも追体験するだけで、サトルが死ぬわけではないから」

「そういうことだプレジア。……これを追体験するのは本当にイヤだけどな」

　サトルたちは、大河に逃げこまれないように、のたうちまわる大亀ヒュージタートルを包囲している。

　やがて、もがいていた大亀ヒュージタートルの動きが止まる。

　ズンッと、力なく地面に腹をつけて、口を開けた。

　大きな口から、大量の血と肉片がゴパッと流れ出す。




「へへ、やったぜ、俺……」




　流れ出てきたサトルの上半身が、一ひと言こと残して息絶えた。

　大亀ヒュージタートルも息絶えた。




「亀の頭から吐き出されたか……」

「言い方言い方ァ！　オレ三〇より悪化してるぞ俺トゥエンティワン！」

「最低すぎる下ネタよりさらに最低の下ネタか」

「俺もう二度と下ネタ言うのやめよう。あんな俺はイヤだ、頼むぞ俺」

「アレを俺だと思いたくない。俺だけど俺じゃないの」

　サトルたちの顔が引きつっている。自爆戦法ではなく自爆のせいで。

「ア、アタシ、あんまりドラゴンの姿に戻りたくないし成長しなくていいかなって。アタシは二度とサトル様の敵にならないけどサトル様がその気になったらアタシの中からボコォって、そういうのはちょっと違うっていうか」

　ベスタの声は震えている。足はガクガクだ。

「……マジで追体験したくない。長期戦に持ち込んだ方がよかったかもなあ」

　サトルのボヤきが虚しく響く。いまさらである。




　ダナビウス国の、街から離れた大河のほとり。

　サトルたち一行は、石橋を破壊し、渡河する人間を襲う水棲モンスター・大亀ヒュージタートルを倒した。

　スキル【分身術】を持つサトルの、対大型モンスター用の作戦は、ベスタに新たなトラウマを植えつけたようだ。
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　ダナビウス国の大河のほとり、石橋で有名な街は沸き立っていた。

　どこもかしこもお祭りのように賑にぎやかで、ときおり屋台や飲食店の中から「乾杯」の声が聞こえてくる。

　とある宿屋兼食堂も、街の喧けん騒そうを持ち込んだかのように騒がしかった。

「名を明かさぬ冒険者たちに！」

「冒険者たちに！」

「乾杯！」

　店内の客は一斉に立ち上がり、陶製のジョッキを掲げて唱和する。

　何度も行われた乾杯は、常に一つのテーブルに向けて行われた。

「かんぱい！」

「何度も付き合って乾杯する姫様のかわいさに乾杯ッ！」

「趣旨変わってるぞプレジア。はあ、これいつになったら終わるんだろう。ベスタがうらやましくなってきた」

　サトルとソフィア姫と、プレジアがいるテーブルに向かってジョッキが掲げられる。

　ちなみにベスタは馬屋でのんびりエサを食べている。

　山岳連邦で古ふる馴な染じみに歓迎された時と違って、宴会に巻き込まれたサトルはぐったりした様子だ。

「ほんとありがとねアンタたち。ほら、これは持ち込みを調理した『川魚のフリット』だよ！」

「おおっ、ありがとう！　さあ姫様食べましょう！　私が仕留めてきた魚たちを！」

「ふふ、ご機嫌ですねプレジア。……サトルさんは、大丈夫ですか？　やはり休んだ方が」

「あー、気にしないでください、姫様。短期決戦だったんで疲労はたいしたことないし魔力も使ってないし、ただ追体験がキツかったって精神的なものですから」

　サトルたちは、街の名物だった石橋を破壊した水すい棲せいモンスターを討伐した。

　いま、戦場となった川原では、冒険者ギルドから派遣された冒険者による解体作業が行われている。

　解体作業の監督も、解体を待つ間にプレジアがはじめた魚突き漁もそこそこに、サトルたちは一足早く街に戻ってきたのだ。

　戻らされた、とも言う。

　主役がいなくては宴うたげは始まらない。

「アンタたち、ほんとによかったのかい？　領主さまのお城に行けばご馳ち走そうが食べられたのに！　それに『名前は明かさない』って、冒険者は名を売るのも仕事じゃないのかい？」

「ご心配ありがとうございます。ですが、わたくしたちは旅を続けますから、名声は必要ないのです」

「くうっ、姫様のお澄まし顔は額に入れて飾りたいほどだ！　いずれどこかの街で持ち運べる小しょう品ひんを依頼して」

「なるほどねえ。そんじゃ小さな旅人さんに、アタシたちからお礼だよ！　お代はいらないからたーんと食べておくれ！」

「女将おかみ、これは？」

　宿屋兼食堂の従業員のおばちゃんは、テーブルに突っ伏すサトルの前に、ドンっと大皿を置いた。

　プレジアは川魚のフリットを口に放り込んでいた手を止めて、ソフィア姫はフリットを両手で持ってはむっとかじりつきながら、目を輝かせて新たな大皿料理を見つめる。

　サトルはチラッと目を向けて、口に手を当てた。

「ウチの街じゃ川魚が名物料理だけどね、コイツはこの国の名物料理さね！　『腸詰め肉ソーセージの盛り合わせ』だよ！」

　おばちゃんが宣言すると、食堂内がおおっとざわめいた。

　続けて、いくつかのテーブルから腸詰め肉ソーセージをオーダーする声が聞こえてくる。

　盛り合わせは高価らしく、ほかのテーブルでは安めの腸詰め肉ソーセージが売れているようだ。

「色とりどりでとてもきれいですね。つやつやしています」

「姫様の髪の方がつやつやですよ！　どれ、では私が毒味を……むっ、これは！　パリッとした歯ごたえ、中から溢あふれ出る肉汁、香草が風味を加えて！　美お味いしいぞ女将！」

「プレジアまで姫様みたいにグルメ評論家みたいなことを……肉汁、腸にミンチを詰めて……」

「ははっ、騎士様は気に入ってくれたようだねえ。一つ一つ味が違うからね、気に入ったのがあれば追加で言っておくれ」

「こちらの赤みが強いものも同じ腸詰め肉ソーセージなのでしょうか？」

「ああ、それは血も入れたヤツさね。ちょっとクセが強いから、小さな旅人さんの口に合うかどうか」

「血……ブラッドソーセージ……血とミンチ……うっぷ」

「うん？　どうしたサトル？」

「サトルさん、どうされましたか？　やはり休んだ方が、いえ、いま回復魔法を」

　宿屋兼食堂のおばちゃんが好意で振る舞ってくれた腸詰め肉ソーセージの盛り合わせを見て、サトルが口を押さえる。

　先ほどまで疲れた様子を見せていただけなのに、いまは顔が青白い。

「なんでも、なんでもないんです姫様。ただちょっと、いまはソーセージがキツイだけで」

　テーブルの上の大皿から目を逸そらして、サトルは俯うつむいた。

　宿屋兼食堂のおばちゃんは怪け訝げんな顔をしながらも、厨ちゅう房ぼうから呼ばれてテーブルを離れる。

　サトルは手探りで陶製のジョッキを探し当てると、ゴクゴクとエールを喉に飲み込んだ。

「ぷはっ。エールを胃に流し込んでちょっとはラクになったか……胃に、流し込んで、うっぷ」

「そうか、先ほどの戦いだな！　サトルは大亀ヒュージタートルに飲み込まれて体内で暴れて、血肉を撒まき散らして血液とともに吐き出された分身の記憶を追体験したから！」

「おいやめろプレジア、詳細を語るな、思い出してヤバイ」

　ついにサトルがえずき出す。

　ソフィア姫は俯くサトルの背中をさする。

　プレジアは「しまった」という顔をしてサトルに謝るものの、もう手遅れだ。プレジアがそんな顔をしたのはサトルに思い出させたことを申し訳なく思ったからで、「そうすれば姫様に触ってもらえたのか」と気づいたからではない。たぶん。

「はいよ、次は『ひき肉の固め焼きハンバーグ』だ、これも名物でね、旅に出る前にウチで食べてってもらわないと！」

「おおっ、これもまた美味しそうな！」

「ひき肉の固め焼きハンバーグ、またミンチ……」

　続けておばちゃんが持ってきた料理を、サトルは見ようともしなかった。

　ソーセージもハンバーグも嫌いなわけではない。

　ただ単に、今日は食べる気になれないだけだ。

　なにしろ先ほど、自分がひき肉になったので。

「くそ、せめて胃の中で明かりの魔道具マジックアイテムを使ってなければ……俺、この国と相性悪いのかもしれない……すまん、先に部屋に戻る」

　心配そうなソフィア姫とハンバーグを口に入れてもごもごするプレジアに言い置いて、サトルは席を立った。

　限界だったらしい。

「アンタたち、旅に出るのは少し待ったらどうだい？　モンスターがいなくなったから、しばらくしたら川下りの船も出るはずだよ！」

　おばちゃんがソフィア姫に教えた情報を背中で聞きつつ、サトルはふらふらと部屋に戻るのだった。




　ティレニアを出てからおよそ二ヶ月半。

　四ヶ国目の『森と大河の国』ダナビウス国は、旅に出て初めて「サトルの苦手な国」となったようだ。

　教会からの妨害もなく、そこそこ順調な旅路とは裏腹に。
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　ダナビウス国の大河を、一艘そうの舟がゆったりと流れていく。

　帆もない小さな舟は、船尾に立つ男が川に突き立てる棒によって操船されているようだ。

　サトルである。

「川下りは思ったよりラクだな。このペースで国境近くまで行けそうだ」

「サトルさん、大丈夫でしょうか？　船は危険だからと、わたくしたちは海路を避けたはずで」

「物憂げな姫様のなんと美しいことか！　そうだ、大丈夫なのかサトル！」

　サトルの前にはソフィア姫とプレジアが座っている。

　大亀ヒュージタートルを倒した一行は、小舟で大河を下っていた。

　芦あし毛げの馬に変へん化げしたベスタの姿はない。

「姫様の心配ももっともですが、この国ではあの大亀ヒュージタートルが例外で、大河に出没するモンスターはほぼいないという話です。岸から離れなければ大丈夫でしょう」

　そう言って、サトルはすっと川かわ面もに杖つえを突き立てた。

　抵抗を受けて舟の進路がわずかに変わる。

「いざとなれば姫様とプレジアは俺が岸まで運びますから。それに」

　船尾から、チラリと前方に目を向ける。

　大河の水面に変化はない。

　二つ目の街から川を下ること二日、大河の川幅はさらに広く、水量も多くなっている。

　水深も深いのか、川底は見えない。

　と、水面にうっすらと影が浮いてきた。

　サトルもソフィア姫もプレジアも焦った様子はない。

　一度はティレニア王国の国境付近で、一度は三日前にこのダナビウス国で、川から現れたモンスターに襲われたのに。

　影は次第に大きくなり、このまま水面から飛び出すかと思われたところで止まった。

　様子を窺うかがうように、そっと頭の一部だけを水面に出す。

　濃い藍色の鱗うろこ、爬は虫ちゅう類るいのような顔立ち、額から伸びる角、縦長の瞳孔がチラリとサトルの姿を捉える。

「よし、そうだベスタ、よく途中で気がついた。あのまま勢いよく飛び出たらどうしてやろうかと思ったぞ」

「うへへへ、サトル様に褒められた。ひさしぶりにドラゴンに戻ったアタシは最強なうえに賢いんです。ほら旅を通じていろいろ学んでこれもサトル様のおかげで」

　ドラゴンである。

　というか、ベスタである。

　小舟で川を下るにあたって、サトルはベスタに護衛を任せたようだ。

　サトルにはあっさり負けたが、当時レベル64のサトルがスキル【分身術】を使って集団で倒したほどのモンスターである。

　大亀ヒュージタートルを倒したいま、強大な水すい棲せいモンスターがほぼ存在しないダナビウス国では、ドラゴンのベスタがいれば水路でも安全だと判断したのだろう。

「ベスタさん、ありがとうございます。次の街までよろしくお願いします」

「味方になるとこれほど頼もしいとは！　知性あるモンスターとならば、人間は分かり合えるのかもしれないな！」

「おい待てプレジア。お前オークと人間の娘だろ。ご両親が分かり合った結晶だろ」

「サトル様、まだ川を進みますか？　アタシそろそろ魚は飽きて、この前の街でサトル様にいただいた肉料理が美お味いしかったし馬になって陸へ」

「分かり合えてないみたいだぞプレジア。ベスタ、俺たちはこのまま国境付近まで行くつもりだから諦あきらめろ」

「それに陸路だとアタシは馬になるわけで気軽に叩たたかれ、叩いてもらえ、違うぞアタシ、そうじゃない」

　ブツブツ言いながらベスタが川の中へ沈んでいく。

　ベスタの「魚は飽きた」発言で思い出したのか、プレジアはピッチフォークを手に取った。

「姫様、また私が美味しい魚を捕まえます！　サトル、今日もフリットを食べるぞ！」

「ふふ、楽しみにしておきますね、プレジア」

「水龍が肉を求めて、オークの娘が魚に夢中って逆じゃないのか」

　サトルのツッコミは届かない。

　プレジアは船べりから大河を見下ろして、ダンジョン踏破で手に入れた魔道具マジックアイテム・ピッチフォークを川に突き立て、バシャっと振り上げる。

　飛び散った水滴がキラキラと輝き、すくい上げられた魚が小舟に飛び込んだ。

「わあ、すごいですプレジア！」

「お褒めいただきありがとうございます姫様！　ようやくコツを掴みました！」

「……まあ有用だし好きにさせておこう。魔道具を釣りに使うなんて、ほかの冒険者に知られたら怒られそうだけど」
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「でもその、サトルさんも魔道具を操船に使っているような」

　遠慮がちに言うソフィア姫の言葉を無視して、サトルは手にした杖で川底を突いた。

　大河の中流だけあって川は深いが、サトルには問題ない。

　ダンジョン踏破で手に入れたマジックウエポン・ニョイスティックは伸縮自在なのだ。

「有用だから気にしないことにしましょう。旅は過酷ですから」

　貴重な魔道具・マジックウエポンであっても、サトルは気にせず活用する。

　遣東使の死亡率は九九・九％、過酷な長旅に臨むサトルたちには、使えるものを温存する余裕はない。

「サトル様、さっき国境付近まで行くって、そのあとはまた川下りですか？　いやそのぜんぜん飽きてきたわけじゃなくて姫様を乗せたりサトル様に叩かれたりしたいわけでもないんですけどアタシは白馬のつぐないをしないと」

「よしよしベスタ、いい心がけだ。国境付近で舟を売るか廃棄して、そのあとはまた陸路を行こうと思ってる」

「どうしてですかサトルさん？　順調に進めていますから、このままでもいいのでは？」

「そうだぞサトル！　こうして川魚を釣りながら進めるのだし！」

「川の中にいればベスタは見つかりにくいだろうけど、次の国は水棲種族と共存してるらしいからなあ。ドラゴンが見つかったらさすがにマズイだろ」

「あっ」

「そう、ですね。人語を解して人間に味方するドラゴンは、冒険譚たんの中でしか聞いたことがありません」

　ダナビウス国の国境付近までこのまま大河を下り、陸路で次の国に入ってそのまま陸路を進む。

　サトルの方針とその理由に、ソフィア姫もプレジアも納得した。

　川を進むドラゴンを見られたら、戦いになるだろうと。

「『大河と平原の国』ポルスカ共和国。遣東使として旅をはじめてやっと五ヶ国目かあ。次はダナビウス国と違って、俺と相性いいといいなあ」

「二ヶ月と半ばでずいぶん来ましたね。この調子なら、日の本の国にもきっとたどり着けます！」

「きゅっと拳を握った姫様かわいいです！　たとえ危険なことがあっても、この私が姫様の身をお守りいたします！　もっともっと鍛えねばな！」

　まだ大亀ヒュージタートルにミンチにされた記憶が残っているのかサトルはやや気だるげに、ソフィア姫とプレジアは決意を新たに前方を見つめる。




　死亡率九九・九％、ティレニア王国王宮で『絶対に就きたくない役職一〇年連続ナンバー１ワン』の遣東使たちの旅は続く。

　大河を下って、次は五ヶ国目。

　水棲種族と共存しているらしい、『大河と平原の国』ポルスカ共和国である。
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　ダナビウス国の、とある街の教会。

　信者には知られていない地下の一室に、一人の老人が座っていた。

　男の前、テーブルには魔道具マジックアイテムが置かれている。

　水晶のようなそれは、離れた場所と音を繋つなぐ魔道具だった。

「また空振りじゃったわい。なあにが『ただの文官』じゃ！」

　老人は、節くれだった手をダンッとテーブルに打ちつけた。

　深くかぶったフードの下から、眼光鋭く魔道具を睨にらみつける。

　まとったフード付きローブの白がくすんでいるのは長旅のせいだろうか。

『卿よ、衰えたのではないか？　なんなら騎士を派遣してもよいのだぞ？』

「ふんっ、誰を派遣したところで無駄じゃろうて。アレが『ただの文官』であるものか」

　老人は魔道具から聞こえてきた言葉を鼻で笑って、しわがれた声を返した。

「それで、アレの上司とやらに、アレはどんなスキルを持っているか聞けたのかのう？　捕まえて口を割らせると息巻いておったようじゃが」

『……無理だ』

「は？　上司とやらはたかが上級官吏じゃろう？　異端審問官を派遣した方がよいかの？」

『取り逃がした。いまヤツは例の不信心者に保護されているようだ』

「これはこれは！　神のお膝上で鼠ねずみ一匹捕まえられぬとは！　その口でよく儂わしに『衰えた』などと言えたものじゃのう！」

　口を歪ゆがめて老人が嗤わらう。

　旅を続ける遣東使を捕まえられない己と違って、本拠地である王都ティレニアで上級官吏一人捕まえられなかったのか、と。

　水晶のような魔道具は、ダナビウス国とティレニア王国の音を繋いでいた。

『我らの動きは王に警戒されている。しばらく派手な行動はできぬ』

「はっ、何が『あの上級官吏と鼠は我が始末しましょう』じゃ」

『我を愚ぐ弄ろうするかッ！　卿なぞ行方さえわかっておらぬではないか！』

　遠く離れた場所と音を繋ぐ魔道具は貴重だ。

　その貴重な魔道具を使っている老人も、水晶の先にいる声の持ち主も、高い地位にいる人物のはずだ。

　それが口汚く罵ののしり合っている。

　二人とも「手玉に取られる」経験が少ないのだろう。

　まして「ただの文官」だったはずの一人の男に。

「アレの行き先の情報は錯さく綜そうしておる。ある方角へ旅立ったという者もいれば、同じ街から別の方向へ行くのを見かけたという情報もある。そして、途中で消息がなくなるのじゃ。まるで突然消えたかのように」

　先に冷静さを取り戻したのは、しわがれた声の老人だった。

　節くれだった手を顎あごに当てて考え込む。

「伝承にしかない【転移魔法】ということはないじゃろう。幻影か、道なき道を行けるスキルか……あるいは、儂の知らぬ魔道具という可能性も」

　音を繋ぐ魔道具の先の存在を気にせずに、老人はうわ言のようにブツブツ呟つぶやいている。

　長い時の中で蓄えてきた知識の中でも、該当するスキルや魔道具に心当たりはないようだ。

　異端審問官の長である老人は、サトルに翻ほん弄ろうされていた。

　サトルの、【分身術】に。

　教会が追っ手を放ったことを知ったサトルは、追跡を妨害していたらしい。

　行く先々でこっそり分身を生み出して、途中で分身を遠隔解除する。

　追体験する疲労さえ考えなければ、たしかに【分身術】は行方をくらませるのに効果的なスキルだろう。

「さきの大河では追いついたと思ったものを。舟を壊してみればもぬけの殻。あれも幻影、となれば残るはポルスカ共和国に向かったという情報のみ。くっ、東位教会のバカどもが言うことを聞けば消息がわかるものを……」

　ティレニア王国とその周辺では、宗教組織は「教会」しかない。

　ポルスカ共和国も「教会」の勢力範囲だが、主流ではない派閥の力が強かった。

　狙ったわけではないが、サトルたちの情報は手に入りにくくなったようだ。

『「祈りの間」の監視は厳しくなったが、残る灯ともしびの情報は入ったぞ』

　ブツブツ考え込む老人に、魔道具を通じて声が届く。

　異端審問官の長は気を取り直して水晶に顔を向けた。

「残りはいくつかのう？」

『命の灯は残り四組三六名だそうだ。うち二組は離間に成功したため、機を見て襲うとのこと』

「そちらは順調じゃな。残るは一組、それと儂が追う下級官吏と不信心者の娘と護衛騎士の組か」

『うむ、ゆえにしくじるわけにはいかぬ。卿も、我もな』

「ふん、わかっておるわい。……さて、どうするかのう」

　サトルたちが順調に旅を続ける間に、ティレニアを出立した今回の遣東使たちは次々に命を落としていた。

　任命された一〇組一〇〇名のうち、六組六四名が帰らぬ人となっている。

　およそ三ヶ月経過時点で、すでに死亡率六四％である。

　過去、日の本の国までたどり着いて帰還したのは一人だけ、死亡率九九・九％という数字は伊だ達てではない。

「ポルスカ共和国を経由して日の本の国を目指すのであれば、北東に抜けて北まわりか南東に向かうしかないはずじゃったのう」

『ほう？　それは朗報ではないか。なにしろ極北の大国はいま──』

「そういうことじゃ。北東に向かったのであればいずれ『北壁』に阻まれることじゃろう。ならば儂は『橋』で罠わなを張るとしよう」

『今度こそしくじらぬようにな』

「もちろんじゃとも。相あい見まみえた暁あかつきには、ロッソの仇かたきを取ってくれよう！」

『卿に負けぬよう、こちらはこちらで手を打とう。上級官吏に鼠、残る遣東使、それに王とほかの王族。やらねばならぬことは多いが、こちらは使える駒も多いゆえな』

「ふん、其その方ほうこそしくじらぬようにのう」

　現状を把握して、今度は罵り合わずに会話する。

　一度怒りをぶつけたことで、たがいに冷静になったようだ。

「そろそろ魔力も限界じゃ。では、次は『橋』に着き次第、連絡を入れる」

『猊げい下かに伝えておこう。こちらも──』

　言葉の途中で、水晶のような魔道具から光が失われる。

　老人はテーブルにヒジをついて頭を支え、しばらくその姿勢から動かなかった。

　魔力の消耗による疲労である。

　やがて老人が、サトルたちを追う「教会」の異端審問官の長が、ガタリとイスを鳴らして立ち上がる。

「『橋』か。ではもう一方の大河を下るかのう。この老骨の身が果てようとも、必ずロッソの仇を討ってやるわい」

　首から提げた聖印に触れて、老人は誓いを口にした。

　フードに隠されてその形相は見えない。




　サトルとソフィア姫、護衛騎士のプレジアが王都ティレニアを発たってから約三ヶ月。

　教会に不都合をもたらし、異端審問官の死を知った教会によって、サトルたち三人の組は刺客に追われている。

　いまはサトルの【分身術】で追っ手を阻んでいるが、老人には策があるようだ。

　いずれサトルたちの前に、ふたたび敵として教会の刺客が立ちはだかることだろう。

　ただでさえ遣東使は死亡率九九・九％の役職なのに、サトルたちの旅路はさらに過酷なものになるかもしれない。

　本人たちはどこか暢気のんきだが。




　遣東使の生き残り、四組三六名。
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【１】






　大河の横の土の道を、かっぽかっぽと馬が歩いていた。

　先頭を行くサトルは、杖つえを手に周囲を見渡しながら進んでいる。

　すぐ後ろの芦あし毛げの馬は、手綱を引かれずともサトルについていく。

「ゆっくり流れる大河と一面の麦畑……美しい景色ですね」

　馬に騎乗したソフィア姫は、のどかな風景に目を細めていた。

　モンスターがはびこるこの世界では、見張りもおらず柵もない麦畑は珍しい光景だった。

　少なくともソフィア姫が生まれ育ったティレニア王国には存在しない。

「はあ……風に吹かれてたなびく姫様の金髪、慈愛に満ちた微笑ほほえみ、平和な光景……ここが天国か……」

「周囲の警戒はどうした護衛騎士。あと『八つの戒め』の三つ目は『姫様に見み蕩とれない』だっただろ。前見ろ、前」

「だ、だがサトル！　ヒトが天使に見蕩れるのは仕方のないことだろう！」

「姫様ラブが過ぎる。わかったわかった、その調子で姫様を見守っててくれ」

　馬の横を歩いていたプレジアは、前を見ることなくただひたすら、麦畑に見蕩れるソフィア姫に見蕩れていた。

　護衛対象から目を離さない護衛騎士の鑑かがみである。

　遣東使として東の果て、日の本の国を目指す一行は、ダナビウス国を出て五ヶ国目に入っていた。

　大亀ヒュージタートルを倒して以降、小舟での旅路は順調で、国境付近まですんなり進むことができた。

　サトルたちはそこで舟を捨てて、陸路で五ヶ国目のポルスカ共和国に入った。

「川もいいけど陸もいいですねサトル様！　でももうちょっとモンスターがいてくれた方がアタシは最強だって実感できるし肉も食べられるんだけどなあ」

　ソフィア姫を乗せた芦毛の馬が唐突に口を開く。

　が、サトルもソフィア姫もプレジアも驚くことはない。

　芦毛の馬の正体は、馬に変へん化げしたドラゴンのベスタだ。

　大河を下る際はドラゴンの姿に戻っていたが、上陸して以降はまた馬としてソフィア姫を乗せ、荷物を運んでいた。

　サトルと交わした「白馬の償いをする」という約束通りに。

「たしかにこの国に入ってからモンスターが少ないな。大規模な麦畑は『見通しが悪くなる』からってティレニアでは柵で区分けたり、見張り台を建ててたのにそれもない」

「民に安全をもたらせる、平和な国なのですね。わたくし、いろいろ学んで参考にします」

「賢い姫様がさらに上を目指すとは向上心の化身に違いない！　そんな姫様をお守りできるよう私も強くならなくては！」

「水すい棲せい種族と共存しているから、モンスターの侵攻を川で妨害できるそうですよ、姫様。すべての川が天然の防衛線になると」

「止められなくとも、せめて侵略を遅滞させて知らせを送れるわけですね。ティレニアにも水棲種族を呼べれば同じように……」

「考え込む姫様もまたかわいらしい！　どうなんだサトル、この国の水棲種族をティレニアに呼べないのか！　むっ、待て、そもそもこの国に入って三日、まだその『水棲種族』とやらを見かけてないぞ！」

「そうなんだよなあ。国境で聞いても村で聞いても、『旅人には教えられない』ってみんな口をつぐんでるし。国を守る機密って考えたら当然かもしれないけど」

　サトルたちは暢気のんきに言葉を交わす。

　ポルスカ共和国に入ってから、一行はモンスターに襲われることもなく旅を続けていた。

　まるで、サトルが元いた世界のように平和な旅路だ。

「サトル、水棲種族の姿もないのだし、これなら舟で進んでもよかったのではないか？　放棄するのは早計だったのでは？」

「姿が見えないだけで、川を進んだら襲われてもおかしくないだろ。こっちにはドラゴンもいるんだぞ」

　プレジアの言葉に、チラッと馬に目をやるサトル。

　ビクッと反応するベスタを無視して、サトルは話を続けた。

「小舟はマジックバッグに入らないし、教会の追っ手を混乱させるのにちょうどいいしな。もったいないけど貰もらい物だし、まあいいだろ」

「ですが、この国にも『教会』はあると聞いています」

「まだ勢力圏内ですけど、このあたりの『教会』は『東位教会』といって、微妙に宗派が違うそうですよ。それで追っ手がいなくなればいいんですけど。もしくは容量のデカいマジックバッグあたりを持っててくれれば返り討ちにして」

　サトル、盗賊の発想である。

　元は平和な世界にいたのに、この世界で一二年暮らしたサトルはすっかりこちらの常識に染まったらしい。

　ソフィア姫も騎士のプレジアもサトルの発言を咎とがめなかった。物騒な世界である。

「ほんと、デカいマジックバッグがあればなあ。馬車をしまえる容量のヤツが手に入ったら、ベスタに馬車を引かせられるのに。元はドラゴンなんだ、それぐらい余裕だろ？」

「もちろんですサトル様！　アタシは白馬のつぐないをするって決めたから馬みたいに引くし最強のアタシなら馬より速く歩けるしムチで叩たたいてもらえたら走れます！」

「よしよし、わかってきたなベスタ」

　ぶるるっと鼻息荒く同意するベスタに、サトルはにこやかに笑いかけて首元を撫なでた。調教はすっかり進んでいる。ソフィア姫とプレジアがドラゴンのベスタに勝てない以上、上下関係を教え込むのは必要なことなのだ。

　調教がサトルの趣味なわけではない。たぶん。

「サトルさん、街が見えてきましたよ」

「おおっ！　あれが『平原の宝石』と呼ばれる街か！……普通だな？」

「プレジア、よく見ろ。なんで石造りの街並みや尖せん塔とうがここから見えるんだ？　ティレニアでも山岳連邦でもダナビウス国でもそんなことはなかっただろ？」

「どういうことだサトル？」

「わたくし、わかりました。外壁がないのですね？」

「そうです姫様。川を引き込んでぐるりと外周を囲んで、街中には水路が張り巡らされているそうですよ。もし水棲種族の協力がなかったとしても、モンスターも人間も街を攻めるのは難しいでしょう」

「そうですかサトル様？　アタシだったら川も水路も関係なくて、はっ！　これはつまりアタシは最強、いえなんでもないですサトル様そんな目で見ないでくださいゾクゾクします」

　緩やかな丘を登ると、遠く街が見えた。

　その美しさから『平原の宝石』とも呼ばれるポルスカ共和国の首都である。

「けっきょく、共存してるっていう水棲種族は見かけなかったなあ」

「ふふ、サトルさん、首都の広場にあるという銅像を楽しみにしましょう」

「くうっ、ワクワクしてらっしゃる姫様の笑顔はなんと輝かしいのか！　あの街が『平原の宝石』ならば、姫様はさながら『神々の宝石』と言えるだろう！」

「おい待てプレジア。信仰はオークのお父様から教わったって言ってなかったか？　その『神々』は大丈夫な神々なんだろうな？　邪神じゃないよな？」

　サトルのツッコミに応える声はない。




　サトルたちが遣東使として旅に出てから、間もなく三ヶ月となる。

　五ヶ国目となるポルスカ共和国の旅路は、モンスターの襲撃や教会の刺客に妨害されることもなく順調だ。

　三人と一頭？　一匹？　一体？は、のんびりと道を進む。

　向かうのは『平原の宝石』とも呼ばれる、ポルスカ共和国の首都。

　そこでサトルは、この国で人間と共存する水棲種族の姿をようやく知ることになるのだった。





【２】






「どこかでパーティが開かれているのでしょうか？　音楽が聞こえてきます」

「『平原の宝石』と呼ばれるこの街は『音楽の都』でもあるらしいですよ、姫様。ストリートミュージシャンでしょう」

「すとりーと？　みゅーじしゃん？　とはなんだ、サトル？」

「あー、通じなかったか。大通りや広場で演奏する人のことだ。パーティ用の演奏にしては楽器が少ないだろ？」

　サトルたちは大通りの石畳を歩いていた。

　どこからか聞こえてきた音楽に、馬上のソフィア姫はキョロキョロと音の出所を探している。

　ベスタは何が楽しいのか、音に合わせてカカッと蹄ひづめを鳴らしていた。喋しゃべらなかったのは人目があるからだろう。

　遣東使として旅をはじめて五ヶ国目となるポルスカ共和国。

　ゆるやかな丘陵地帯を越えて、サトルたちは『平原の宝石』と呼ばれる首都にたどり着いた。

　石畳が敷かれた首都の大通りは、道行く人で溢あふれていた。

　街中には水路が張り巡らされて、いくつもの橋が市街地を繋つないでいる。

　通りに面した建物の外壁は白く塗られ、窓枠や屋根にオレンジや赤が多いのは塗料の関係か。

　ダナビウス国の無骨な建物とは違って装飾が施されて、一つ一つの建物が豪ごう奢しゃな印象だ。

「モンスターが少なくて農業がしやすい。だから余裕があって、音楽も発展したそうだ。有名な作曲家や演奏家にもこの街の出身者が多いらしい」

「サトル、いつの間にそんな情報を。っと、そうか、サトルには【分身術】があるんだったな」

「ここまで戦闘もなかったからな。余力はあったから先行させて、さっき追体験しておいた」

　サトルのスキル【分身術】は戦闘にも役立つが、こうした情報収集にも効果的だ。

　先行させて聞き込みをして、吸収または遠隔解除すれば、分身が集めた経験をサトルが追体験できる。

　初めての街なのに落ち着いていて街に詳しいのは、「初めての街ではない」からだった。

　もっとも「同じ顔の人がいる」とバレないように、小さな街や村では自重するか、深くフードをかぶり顔を隠して先行させている。不審人物に見られるため、集められる情報には限りがあった。

「音楽は、例の水すい棲せい種族の銅像がある広場から聞こえてきますね。屋台も出ているようですし、寄っていきましょう」

「はい！　わたくし、音楽も屋台もたのしみです」

「初めての街で興奮する姫様のなんと美しいことか！　姫様とともに遣東使になれたことを神に感謝しなくては！　いや待て姫様が神の化身なのでは!?」

「落ち着けプレジア、宗派が違うっていってもまだ『教会』の勢力圏内なんだ。目をつけられるようなこと言うな」

　大通りを歩いていくと、やがて川に面する広場に出た。

　野球ができそうなほどの半円形の大きな広場で、周囲の建物も大きい。

「サトルさん、あれは教会でしょうか？　ティレニアの教会とは少し形が違うようですが……」

「あれが、このあたりから東の主流である『東位教会』の教会だそうです」

「むっ、東位だと？　東の果ての国はまだまだ東ではないか？」

「『教会の聖地であるティレニアから見て東の位置』ってことらしいぞ」

　広場に面した建物の中でひときわ目を引くのは、巨大な教会だった。

　いくつもの尖せん塔とうが天に伸びて、外壁は色とりどりのステンドグラスで幾何学模様に彩られている。

　雨風に晒さらされた石の風合いは歴史を感じさせる。

　だが、荘厳な教会の前にもかかわらず、広場に重苦しい雰囲気はなかった。

「なんだか人がいっぱいですね。今日は祝祭が行われているのでしょうか？」

「パーティでも祝祭でもなくて、これが日常だそうですよ。ああ、音楽の出所はあそこですね、笛を演奏している人が見えます」

「楽しげな旋律ですなのに、どこか物悲しい音色ですね」

「音楽の素養もあるとはさすが姫様です！　きっとあの奏者はお腹が空いているのでしょう！」

「なるほどなるほど、いい匂いがするのに終わるまでお預けだからよけい悲しくなると。せっかく姫様が詩的なことを言ったのにぶち壊しだろプレジア」

　教会と川に挟まれた広場には軽やかな横笛の音色が流れ、一角には屋台が軒を連ねている。

　立ったまま談笑する者、屋台前のベンチで楽しげに食事する人たち、演奏を聴きながら川かわ面もを眺めるカップルもいる。

　ポルスカ共和国の首都は平和で、余暇を楽しむ余裕さえあるようだ。

「むっ、だがサトル、このあたりはいい匂いだらけだぞ！　姫様、これは調査が必要なのではないでしょうか！」

「ふふ、そうですねプレジア。店員さんにお話を聞くために商品を買わないといけませんね」

　差し出された手を取って、ソフィア姫がひらりと馬を下りる。

　プレジアとソフィア姫はそのまま歩き出す。

「食い意地方面限定で主従が賢くなってる。まあ俺も楽しみだけど……いや待て、いまプレジアの方から姫様に触ったな。ナチュラルに戒めを破りやがった」

　ボヤきつつ、サトルは香りに釣られてふらふら歩き出したベスタの手綱を取った。

　ベスタの口元からポタリとヨダレが垂れる。

　遣東使の一行は、三人と一頭とも食道楽らしい。

　生でもイケるベスタはそれほど味にこだわりはないようだが。




「もちもちした皮は小麦を練って茹ゆでたのでしょうか？　ひき肉、潰つぶしたジャガイモ、キノコも入っているようですね。具材が調和して深い味わいを生み出しています」

「姫様、こちらは茹でたあと焼いたものだそうです！　食感が変わってこちらも美お味いですよ！」

「わあ、同じ料理なのに味わいも調理法も変わるのですね。不思議なもので、はふっ」

「無邪気についばんで、熱くて慌てる姫様の姿がかわいすぎて脳に焼き付けたいほどです！　姫様、落ち着いてこちらの水を」

　広場に並べられたテーブルで、ソフィア姫とプレジアは舌鼓を打っていた。

　賢い馬だねえなどと言われながら、ベスタもテーブルの上の料理を味わっている。

　一行が食べているのは、ポルスカ共和国ではよく食べられている「ピエロギ」と呼ばれる料理だった。

　生地で具材を包んで茹でた料理で、大振りの餃子ギョーザのような見た目だ。

　同じ名前の料理なのに屋台によって生地も具材も調理法さえ違うようで、テーブルの上にはいくつものピエロギが並んでいる。

　ソフィア姫が熱々のピエロギを口にして慌てるというハプニングこそあったものの、二人と一頭はご機嫌な様子で食べ比べを楽しんでいた。

　二人と一頭は。

　サトルは頭を抱えていた。

「おおおおお、騙だまされた。見た目に騙された。ジャンボ餃子っぽいのに食べてみたら甘いって。中身がフルーツって」

　頭を抱えながらブツブツ言っていた。

「デザートだってわかってたらこれはこれで美味しいんだけど。甘いと思ってないところに食べると、想像と違いすぎて頭が混乱してる」

　最初に食べたのが、デザート用のピエロギだったらしい。

　なんとなく想像していた味と違いすぎたことが受け入れられなかったようだ。

　いわば「パウンドケーキかと思って食べたらキッシュだった」時と同じ衝撃である。

「気を確かに持てサトル！　ほら、探していた水棲種族の銅像も見られただろう？」

　うじうじするサトルの肩を叩たたいて励ますプレジア。

　サトルが顔を上げて、広場の中心にぼんやりと視線を送る。

　川と教会に挟まれたこの広場は、ポルスカ共和国の繁栄に貢献する水棲種族を讃たたえるために造られたものであるのだという。

　広場の中心には、記念として銅像が建てられていた。

　大理石のような質感の台座だけで一メートルほど、銅像本体は二メートルほど。

　モンスターがはびこるこの世界では、誰でも出入りできる広場に石材と金属をふんだんに使った芸術品を置くことは珍しい。

　だからこそ、広場は賑にぎわっているのだろう。

　共存する水棲種族の銅像、それも胸像ではなく全身像。

　ぐったりしていたサトルが、あらためて銅像を見て目を輝かせる。

「共存する水棲種族。国外には詳細が聞こえてこないし、道中で聞いてもみんな口ごもってはっきり教えてくれないし、何かと思ったら」




　ウェーブのかかった長い髪、耳はヒレのように象かたどられている。

　人と同じ顔つき、それどころか、わずかな布で隠された豊かな胸もくびれた腰つきも、まるで人間のようだ。

　下半身さえ見なければ。

　腰から下は魚の下半身となっていた。




「人魚。なるほど、国外や旅人に内緒なのは、好こう事ず家かに狙われるのを避けるためか」

　めずらしく、サトルがデレっと相好を崩す。

　人魚の銅像をエロい目で見てしまったようだ。さすが三〇歳の素人童貞である。

「街にはいないらしいけど……旅してるうちに見られるかなあ」

　ピエロギに夢中のソフィア姫とプレジアとベスタをよそに、サトルはニマニマと笑っている。




　サトルたちが遣東使として旅に出てから五ヶ国目、ポルスカ共和国。

　共存する水棲種族は、人魚であるらしい。

　なぜか、屋台の店員さんに「共存してるのは人魚なんですね」と聞いても歯切れが悪い。




　少なくとも、銅像は人魚であった。





【３】






　ポルスカ共和国の首都を出て三日。

　サトルたちはまた、川沿いの道を歩いていた。

　首都で聞いた音楽が耳に残っているのか、ソフィア姫はメロディを口ずさみ、ベスタは蹄ひづめでリズムを取る。

「さすが姫様、天使も羨うらやむ歌声です！　足が弾んであっという間に東の果てにたどり着きそうだな、サトル！」

「はいはい、そうだといいな。モンスターとの遭遇もないし、とりあえず隣国までは順調に行けそうだけど。……人魚には遭遇したいんだけどなあ」

　ご機嫌なソフィア姫につられて、護衛のプレジアもノリノリで歩を進めている。

　ただ一人サトルだけは、いつもと変わらず周囲を見渡していた。

　首都で美しい人魚の銅像を見てからやたらと川を気にしているが、きっと水すい棲せいモンスターを警戒してのことだろう。

　ダナビウス国を源流とする大河は、ポルスカ共和国を北東に流れていく。

　首都の近辺では麦畑だったが、このあたりまで離れるとただ草花が生える平原が広がっていた。

　ウサギやキツネ、ときおり見かけるオオカミもモンスターではなく、ただの獣だった。

「平和な国ですね。サトルさん、なぜこの国ではなくティレニアを選んだのですか？　サトルさんは平和で安全で安定した生活を求めて山岳連邦を出たと言ってましたが……」

「もちろん選択肢には入ってたんですけどね。ただ、ティレニア王国の方が魔道具マジックアイテムが発展していました。安全で安定してても、清潔じゃない暮らしはちょっと」

「サトルはキレイ好きだからな！　魔道具の水洗トイレは本当に助かっている！」

「それに、この国はダンジョンがないしモンスターが少ないって噂うわさは聞いてました。そうすると、もしお金に困っても楽に稼げないわけで」

「サトルさんのレベルとスキルを考えたら、ティレニアの方が都合がよかったわけですね」

「一人でドラゴンを相手にできるほどなのだ、冒険者に戻ればサトルはいくらでも稼げるだろう！」

「あの、お金に困ってもアタシ狩られないですよね？　非常食や、いざって時に換金するために連れてきてるんじゃ」

「心配するなベスタ。あの時言った通り、白馬のつぐないをしてもらうだけだ」

「安心しましたサトル様！　アタシ、馬の代わりにがんばります！　あれ？　でも馬ってモンスターにブレスを吐いたり戦ったりしないような」

「ところでベスタはドラゴンなのに馬や人に変へん化げできるだろ？　じゃあドラゴンの時に鱗うろこや爪や牙を抜いても、馬や人に変化したら問題ないんじゃないか？」

「えっ」

「いや待て、ずっと馬でいるならドラゴンの鱗や爪や牙は全部いらないような」

「えっえっ。や、やだなあサトル様、冗談、冗談ですよね？　でもその、サトル様にやってもらえるなら鱗や牙の一つ二つなら……イタ気持ちよさそう違うぞアタシ騙されちゃダメだ」

「おおっ！　サトル、前方に村が見えてきたぞ！」

「よく見つけましたねプレジア。サトルさん、今日はここまでにしますか？」

「そうですね、あの村で泊めてもらいましょう。宿があればいいんですが」

「ね、ねえサトル様、さっきのは冗談ですよね？　アタシは非常食でも宝物庫でもないですよね？」

　ベスタの問いに応える声はない。

　サトルたちがポルスカ共和国の首都を発たってから三日。

　一行は北東へ流れる大河に沿って進み、このペースで行けばあと一週間ほどで隣国にたどり着く。

「……一回ぐらい、人魚を見られるかなあ」

　順調な旅路で、サトルはそれだけが気がかりなようだ。

　ファンタジー種族がいない世界で育った男としては、人魚への憧れは当然のことなのかもしれない。




　川と平原の間に作られた村は、申し訳程度の木の柵で囲われていた。

　首都と同じく村中に水路が張り巡らされている。

　大小の水路は農業用水兼防衛のための堀なのだろう。

　ポツポツと家屋が並ぶ中を、サトルたちが進んでいく。

　村の入り口を見張っていた自警団の青年が言うには、村にはいちおう冒険者ギルドがあるらしい。

　宿はないそうで、サトルは情報収集のために、ひとまず冒険者ギルドに向かう。

「教会はないのに冒険者ギルドの支部がある、と。何かやましいことでもあるのか」

「サトル、それは違うはずだ！　教会こそやましいことをしているぞ！　姫様を狙うなど万死に値する！」

「あー、まあ確かに。姫様もそうだけど、そもそも遣東使が狙われて殺されてるわけで。……教会がないってことは、狙い目かもな」

　ぼそりと呟つぶやきながら、サトルは歩みを進める。

　すぐに自警団の青年が言った建物が見えてきた。

「……ここ、でしょうか？」

「あの絵は冒険者ギルドの看板です。これまで旅してきた中で最小の冒険者ギルド支部ですね」

　ソフィア姫が首を傾かしげるのももっともだろう。

　冒険者ギルドの看板が掲げられた木造の建物は小さかった。

　小さな倉庫程度の大きさしかなく、木の壁は三方にしかない。

　開いた一方は、木製のカウンターになっていた。

　カウンターの手前は野外である。

　依頼を受けるにも依頼するにも、冒険者側は屋根から伸びるひさしの下、野外で話すことになるらしい。

「その鎧よろいに武器、まさか冒険者さん!?　ついにここにも村人以外の冒険者さんが……ようこそ冒険者ギルドへ！」

　カウンターの内側、ウサギの解体の手を止めてニコニコと声をかけてきたのは、人の良さそうな青年だった。

「あー、まあ冒険者だけど、依頼を受ける気はないんだ。ちょっと聞きたいことがあって」

「なんだ、そうですか……」

　ギルド職員らしき男はガックリと肩を落とす。

　平和なポルスカ共和国の、小さな村の冒険者ギルド支部はずいぶん来客が少ないらしい。

「宿はないと聞いたんだが、泊まれる場所はないか？　空き家かどこか軒下か、なければ野営してもいい場所を教えてほしい」

「はあ、宿泊場所。ウチでもいいんですけど男所帯ですし、行商人なんかは広場に泊まってますね」

「なるほど。じゃあ俺たちも広場に──」

「待たれい、冒険者のみなさま。ワシの孫が失礼した」

「爺じいちゃん？」

「大河から引き込んだ水路の横に水車小屋があってのう。この時期は使っておらん。みなさまがよければそちらを使ってはどうかのう？　野外よりはよかろうて」

「まさか爺ちゃん、この時期にあそこに人を泊めるなんて、しかも男の冒険者さんがいるのに」

「お主は黙っておれ。お嬢ちゃんもいるようだしのう、野営よりはその方がよかろう？」

　冒険者ギルド支部の小屋の裏手から現れた老人と、ギルド職員がなにやら言葉を交わす。

　老人は自警団の見張りあたりにサトルたちの来訪を聞いたのだろう。

　顔見知りしかいない小さな村の情報伝達速度は速いものだ。

「お気遣いありがとうございます。サトルさん、お言葉に甘えてはどうでしょうか？」

「さっきの会話、どう考えても厄介ごとのにおいがするんだよなあ」

　聞こえていたギルド職員と老人の会話を思い起こして、サトルはぽりぽりと頬ほおをかく。

　プレジアは意見を口にする気がないのか、ソフィア姫の横で控えていた。

　ベスタは口を開かない。人前では喋しゃべらないとしっかりしつけられている。

「水車小屋に泊めてもらえるならありがたいが……何があるんだ？　正直に言ってくれ」

「なあに、たいしたことではないわい。この時期、夕方あたりに水妖が出ることがあってのう」

「充分たいしたことだろ。水棲種族と共存してる国なのに水妖が出るって。やっぱり厄介ごとで」

「依頼！　村長であるワシから、冒険者ギルドを通して依頼しよう！」

「うーん、この村で依頼を受ける気はなかったからなあ。いくら村長でも、小さな村じゃ報酬は期待できないだろうし」

「た、頼む、受けてくれんか？　村中で困っておってのう、どうか……」

「サトルさん、その、受けてあげられないでしょうか？　回復魔法しか使えないわたくしが言うのは申し訳ないのですけれど、みなさま困っているそうですし」

「姫様の慈悲は大地の裂け目より深いに違いない！　受けるぞサトル！」

「はいはい、プレジアは黙ってような。村長さん、ギルド職員さん。ここで新規の冒険者登録はできるのか？　ギルドカードの更新は？」

「あ、はい、できます。この前、成人したパヴェルにギルドカードを作ってやったことが」

「なるほど。んじゃ、報酬は一人分の新規登録と俺たちのギルドカードの更新でいい。ただし、誰にも口外しないと約束してもらおう」

「サトルさん？　誰の新規登録を……あっ」

　ソフィア姫はサトルの意図に気づいたようだ。

　そっと手を伸ばして馬の首を撫なでる。

　ドラゴンが変化した、馬のベスタの首を。

「うむ、コッソリ登録することを孫に約束させよう！　もちろんワシも秘密を守るとも！」

「爺ちゃん……ありがとうございます、冒険者さんたち」

「うむうむ、ちょうどいい時期に男の冒険者が来てくれたのう！　これで万事解決じゃ！」

　サトルの条件をあっさり受けて、ギルド職員は深々と頭を下げた。

　その祖父にして村長の老人は、あからさまに喜んでいる。

「あー、これ早まったかな。……まあなんとかなるか。水妖を倒したら人魚さんが出てきて喜んでくれるかもしれないし」

　ボソリと呟いたサトルの声に、二人の村人はさっと目を逸そらした。

　ポルスカ共和国の首都を越えて、国境まであと一週間ほど。

　サトルたちは、小さな村で少し寄り道することになるようだ。

　入国以来、モンスターとの戦闘さえなかったポルスカ共和国で、初めての冒険者活動である。




　小さな村の小さな冒険者ギルドから依頼を受けて、サトルたちは水車小屋にいた。

　大河から引いた水路には、粉挽ひきのための水車が設置されている。

「ぜひ男の冒険者に依頼したかった、ねえ。怪しすぎるんだよなあ」

　小屋の入り口にもたれかかって、サトルはぼんやりと水路を眺めている。

　サトルたちを水車小屋まで案内した村長から、いくつか追加の情報を聞いたらしい。

　いわく、冒険者が来てくれて助かった、水妖の相手は男にお願いしたい、と。

「だいたい、革鎧で杖つえの俺よりも、プレートメイルでタワーシールド背負って大剣を担いだプレジアの方が強そうに見えるはずで」

「ふふん、なにしろ私は姫様の護衛騎士だからな！　強そうだし強いし、もっと強くなりたいのだ！」

「頼りにしていますよ、プレジア」

「姫様の微笑ほほえみと期待の言葉に応えるべく、このプレジア、死力を尽くします！　さあ来い水妖とやら！」

「落ち着けプレジア、俺が相手しないといけないらしいから」

　入り口にもたれかかったサトルの背後、水車小屋の中にはソフィア姫とプレジアがいる。

　やる気に満ち満ちて外に出ようとするプレジアを、サトルは腕を伸ばして止めた。

　冒険者ギルドを通した村長の依頼は、サトル一人に向けられたものであったために。

　ベスタは我関せずとばかり、土間で腹ばいになってのんびりしている。

「水妖、水妖か。『水棲モンスター』とも『水棲種族』とも言わなかったのが気になるところだなあ。水棲種族と共存してるはずなのに、水妖が出るってことも」

　夕暮れを受けてきらめく水路をぼんやり眺めながらサトルがひとりごちる。

　それでも依頼を受けたのは高レベルゆえの余裕か。

　サトルは、暢気のんきに寝そべるベスタをチラッと振り返った。

「ゆるそうな冒険者ギルドに、後ろめたいところがあるっぽい依頼。こっちの無理めなお願いを聞いてもらう条件は整ってるし、まあがんばるか」

「サトルさんは優しいですね」

「そんなことありませんよ姫様。ここでうまいこと登録できれば、人化させても問題は減るわけで。俺たちの旅の自由度を上げるために」

「ふふ、そういうことにしておきましょう」

　サトルの言葉を聞いて、ソフィア姫は澄まし顔で頷うなずく。

　八歳の女児に微笑ましい目で見られる三〇歳のおっさんよ。

　ベスタは聞こえているのかいないのか、土間に生えていた雑草をもぐもぐと食はんでいる。

「何事も起きなくても新規登録してくれるって言質はとったし、まあ気長に……おっ」

「サトルさん？　どうしましたか？」

「サトル、水妖とやらが出たのか？　姫様、念のためお下がりください」

　プレジアがタワーシールドを構えてソフィア姫の前に出る。

　入り口に近づいて、サトルの肩越しに外を覗のぞいた。




　サトルとプレジアが見ている前で、幅五メートルほどの水路の中央がごぼりと盛り上がる。

　魔法でも使われているのか、その盛り上がりが山のようになって白波を立てた。

　ザブッと水音がして波が割れ、一匹のモンスターが躍り出た。




　その姿は、二足歩行する魚のようだった。

　ぬらぬらと光る鱗は全身を覆い、頭頂部から後方へ伸びるヒレは装飾のようだ。

　どこを見ているかもわからない黒い目玉、尻尾の手前、下腹のあたりから二本の足が伸びて、歩くたびにビチャリと湿った音がする。

　水かきのある手には、先端が三さん叉さに分かれた槍やりのようなものを持っていた。




「な、なんだこのモンスターは……なんだか冒ぼう涜とく的な……」

「オークの父親から信仰を教わったプレジアの『冒涜的』ってなんだよ」

「だ、だがサトル、こんなモンスターは初めて見たぞ！　騎士団の座学でも教わったことはない！」

「魚人系のモンスター。サハギンってヤツかなあ。はあ、人魚じゃないのか」

　ビチャリビチャリと湿った音を立て、岸辺からサハギンらしきモンスターが近づいてくる。

　どこか宇宙的コズミックな見た目にプレジアの腰が引けている。

　プレジアは隠れるようにタワーシールドを構え、名状しがたいモンスターの姿を目にしないようソフィア姫の前を塞ふさいだ。

　サトルの反応は薄い。

　モンスターがいない世界で育ったサトルにとって、モンスターがおぞましい見た目でも思うところはないようだ。

　サトルにとってはアンデッドの方がよっぽど冒涜的に思えるのかもしれない。

「いちおう保険はかけておくか。分身の術ッ！」

　杖を横に構えてポーズを決めるサトル。

　と、サトルが増えた。

　一人だったサトルが二人に。

「ここは任せたぞ、オレイチ。村の中だし、俺は顔を隠しておくから」

「了解、俺。んじゃいっちょやりますか！」

　水車小屋の前にいたサトルは深くフードをかぶって、サトルはニョイスティックを構えてサハギンに近づいていく。

　サトルと相対して、サハギンは歩みをやめた。

　ぬらぬらした鱗が夕日に光る。

「水辺で襲われるのは三回目か。ほんと、俺たちは水辺と相性がよくないな」

「ベスタさんの時、先日の大亀ヒュージタートル、そして今回ですね。ですがサトルさん、陸上でモンスターと遭遇したことの方が多いですよ？　それにダンジョンでは何日もアンデッドと戦いました」

「姫様はなんと賢いのか！　そうだぞサトル、要所要所で水場で戦っているだけで、むしろ陸やダンジョンで襲われたことの方が多いのだ！」

「あー、まあ確かに」

　向かい合う一人と一匹を前に、水車小屋の三人はどこかのんびりと会話していた。

　水妖の見た目にどん引きだったプレジアも、敬愛する姫様の発言で元気を取り戻したようだ。

　モンスターと聞いて、ベスタも起き出して中から水辺を覗く。

「ちょっと！　いま俺いいところなのに暢気すぎるでしょ俺！」

　サトルたちの会話に突っ込むサトル。

　次に反応したのは、サトルでもソフィア姫でもプレジアでもなく、サハギンだった。

　べちゃりと踏み込んで、三叉の槍トライデントを突き出す。

　サトルは手にしたニョイスティックであっさり受け流した。

「推定レベル30！　水中で戦ったらもうちょっと上かもだけど。追加はいらなさそうだぞ、俺！」

　余裕の表情でサトルに報告するサトル。

　一合交えたサトルの予想では、サハギンは推定レベル25の雷角鹿サンダーディアよりレベルが高い。

　水車小屋の入り口に寄りかかったサトルはほっと安あん堵どの息を吐き、ベスタが緊張を解く。いつサトルに命じられてもいいように、ベスタはブレスでも準備していたのだろう。

　すっかり観戦気分になった三人と一体をよそに、サトルとサハギンの戦闘は続く。

　レベル65のサトルを前に、サハギンは繰り返し三叉の槍トライデントで攻撃を仕掛けるが、ことごとくサトルに防がれている。

　一方でサトルは三叉の槍トライデントをかわし、弾はじき、合間にニョイスティックを当てて着実にサハギンにダメージを与えていく。

　劣勢になったサハギンが大きく後ろに飛び退のいた。

　サトルは追撃を仕掛けず、観察するようにニョイスティックを構える。

　サトルに向けたサハギンの左手から、テニスボールほどの水の球がいくつも放たれた。

「種族特性なのか魔法なのか。まあこの程度なら俺には通じないんだけどね！」

　サトルがニョイスティックを振りまわす。

　ただの水なのか低位の魔法だったのか、水の球はニョイスティックに当たってあっさり吹き飛ばされた。

　ハイテンションになったサトルは無駄にクルクル回転する余裕さえある。

「あれほどあっさり弾幕を打ち破るとは……やはり私も鍛えなくては！　姫様を守るために！」

「さーて、そろそろ様子見は終わりでいいかな？　コズミックはお呼びじゃないんだよ！　お前を倒して人魚さんに会うんだ！」

　プレジアの決意をよそに、サトルはニョイスティックを振りかぶってサハギンの前に飛び込んだ。

　伸縮自在のニョイスティックゆえ飛び込む必要はないのだが、雰囲気なのだろう。

「サトルさん？　分身とサトルさんは同じなのですよね？　サトルさんは『人魚さん』に会いたかったのですね」

「あー、いや、はは、男の憧れというかなんというか、そこはスルーしてください姫様。ほら、いまいいところですよ」

　ソフィア姫の無む垢くな瞳に見つめられて、サトルは苦笑いを浮かべる。

　だが、三人と一体が余裕の表情でいられたのは、この時までだった。




「なんと強い男性なのでしょう」




　サトルの顔が固まった。

　いや、ソフィア姫もプレジア、ベスタも固まった。

　ニョイスティックを叩たたき付けようとしたサトルも止まる。




「わたし、心を奪われてしまいましたわ」




　サトルと、サトルの分身と、ソフィア姫と、プレジアと、ベスタが目を見開いて見つめる。




「ああ、これが恋なのですね。この男性が欲しいと、わたしの体が疼うずくんですの」




　まるで楽器のような美しい声が川原に響く。




「…………は？」

「シャァベッタァァァァァァ!?　おいこのパターン見たことあるぞ俺！」
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「えっと、ドラゴンは人語を理解すると冒険譚たんにありましたが、このようなモンスターが話せるとは聞いたことがなく」

「冒険譚に書いてあることがすべてだと思ってしまう姫様かわいいです！　ベスタの例があるんです、モンスターが人語を理解してもおかしくありません！」

「おい待て人間とオークの娘。挙げるのがベスタって、お父さんとお母さんの会話はって、これ何度目のツッコミだよ！　ああああああ！」

「落ち着いて俺、気持ちはわかるけど落ち着いて」

　先ほどの美声は、おぞましい見た目のサハギンっぽいモンスターから聞こえてきた。

　サトルたち一行は、やはり水辺と相性が悪いのかもしれない。あるいは相性がいいのか。

「なんかもう、何も気づかなかったことにして倒しちゃった方がいい気がしてきた」

　ぬらぬらと鱗を光らせて二足歩行するサハギンを前に、肩を落としたサトルがボソリと呟いた。

　現実逃避である。

「あら、わたし、倒されてしまうのでしょうか？　押し倒されて襲われてしまうんですのね」

　サトルの言葉を受けて、サハギンが頬に手を当ててくねくねと身をよじらせる。

　ぬめった体の艶なまめかしい動きに、相対していたサトルはヒッと短い悲鳴をあげて後ずさった。

　タワーシールドからチラ見しているプレジアの顔も引きつっている。

「ほんとに厄介ごとの依頼だったなあ。これどうすりゃいいんだろ」

　水車小屋の入り口にもたれかかって、サトルが空を見上げる。

　夕焼けが、空に美しいグラデーションを描いていた。

「うふふ。わたしからのお願いは、すごく簡単なことですのよ、お強い方」

　冒涜的な見た目の魚人の声とは信じられないほどに美しい声が発せられる。

　サトルがあらためて周囲をキョロキョロ見渡すが、ほかに人影はない。

　美声は間違いなくサハギンの声だった。

「はあ。とりあえず言ってみろ。モンスターの願いごとなんてロクなもんじゃないだろうけど。なあベスタ？」

「えっ。アタシはあの時『死にたくない』ってお願いしただけでそれは生き物としてしょうがないというかロクなものじゃなくなくて、いえなんでもないですサトル様そんな目で見ないでくださ、あ、でも冷たい目がなんかゾクゾクして気持ちいいような」

「ベスタに振った俺がバカだった。はあ、それでなんだって？」

　サハギンに負けじと身をよじるベスタから視線を逸らして、サトルはサハギンに向き直った。

　というか、ニョイスティックを構えるサトルはサハギンから視線を外していないのだが、本体のサトルが向き直った。




「お強い方、あなたの子種が欲しいのですわ」




　恥ずかしげに両手で顔を隠して、サハギンが言った。

　広げた指の間の水かきが顔を隠して、サハギンの表情は見えない。

　見えたところでサトルたちに読み取れるかもわからない。

　サトルも、サトルの分身も、微動だにしない。

「…………は？」

「あなたの子種が欲しいのですわ」

　サトルの問いに、サハギンは同じ答えを繰り返した。

　サトルも、サトルの分身も、固まっている。

　プレジアは意味がわかっていないようで首を傾げ、ベスタも揃そろって首を傾げている。

　タワーシールドからひょこっと顔を出したソフィア姫は真っ赤だ。八歳の美女児は耳年増であるらしい。

　あるいは、他家に嫁ぐ王族の女性として早いうちから保健体育を教えられたのか。

「……いやいやいやいや。見た目魚さかなじゃん。二足歩行する魚ってハードル高すぎるだろ」

「やったな俺、一ひと目め惚ぼれされたっぽいぞ！　ところで早く分身を解除してもらっていいかな？」

「落ち着けオレイチ。解除したって俺は俺だ、俺の記憶も体験も、分身したって共有されるぞ」

「ああああああ！　イヤだ！　人生初の恋人がサハギンなんてイヤだ！」

　サトルが頭を抱え、サトルが地面に両手とヒザをつく。

「あらいやですわ、わたしったら。少しお待ちくださいね」

　べちゃりと音を立てて、サハギンが身を翻ひるがえした。

　ドボンと水路に飛び込む。

　サハギンの姿が消えて、川原には一瞬の静寂が訪れた。

「いますぐ出発しよう俺。すぐにこの村から脱出しよう」

「姫様、プレジア、申し訳ありませんが可及的速やかに水車小屋から──」

「お待たせしました」

　サトルが振り返って水車小屋の中のソフィア姫とプレジアに声をかけたところで、サハギンが戻ってきた。

　ビクッと立ちすくむサトル。

　レベル65の強者であっても怖いモノはあるらしい。

　サトルの目に、小屋から外を見るソフィア姫とプレジアとベスタがくわっと目を見開いた様子が映った。

　よっぽど驚いたのかソフィア姫は口元に手を当てて、プレジアは震えながらサトルの背後を指さしている。

　室内を見ていたサトルは、おそるおそる振り返った。




「この姿ならどうでしょうか」




　変わらず美しい声。

　だが、サハギンは変わっていた。




　波のようにウェーブした髪は大河の深みと同じ濃緑。

　ぬめぬめとテカっていた鱗肌は面影もなく、白く滑らかな肌を見せている。

　くっきりとした目鼻立ち、ブラウンの瞳。

　申し訳程度にまとった布はしっとり濡ぬれて肌に張り付き、サトルの視線は深い谷間に吸い込まれる。

　川から現れたのは、人間の美女だった。




「お強い方、あなたの子種が欲しいのですわ」

　美女は恋する眼差しをサトルに向けて、人間と同じ足でススッとサトルに近寄ってくる。

「さっきのサハギン、だよな？」

「はい。わたしは【人化の術】が使えるのです。いかがでしょうか？」

　そう言って、やたら露出の多い美女がくるりとその場でまわってみせた。

　圧倒的な質量の双丘がほわんと揺れて、むっちりと肉感的な腰まわりがサトルの視線を釘くぎ付づけにする。

　近寄られたサトルはゴクリと唾を飲み込み、水車小屋の入り口にもたれかかったサトルは「子種、それはつまり」などと呟いて顔を赤くした。素人童貞には刺激が強すぎたのか。

「サ、サトルさん？　その、えっと、どうされるのでしょうか？」

「なぜだか顔を赤くした姫様かわいいです！　どうするんだサトル！　というかこれはなんなのだ？」

「いやわかってないのかよプレジア。そしてわかってるんですね姫様」

「そうだ、どうする俺？　俺はどうすればいいんだ俺？　俺は俺だから俺がしたら俺がしたのと同じなわけで」

「落ち着けオレイチ。まず確認しよう。そこのサハギン？　魚人？　人間？」

「はい、なんでしょうか。あら？　こちらの方はお強い方と同じお顔なんですのね。まさか同じようにお強いのでしょうか？」

　目を細めて含み笑いする美女の色気に、サトルとサトルの腰が引ける。

　ソフィア姫は真っ赤な顔を両手で隠し、指の隙すき間まから成り行きを見守っている。

　同じように人化できるはずのベスタはぼーっとしている。

「こ、ここ、『子種が欲しい』ってどういう意味だ。それはつまりその、俺とセ、セッ」

　サトル、動揺しすぎである。

　ティレニアの王宮勤めで平民から見れば高給取りだったのに、サトルに恋人ができなかったのはこのあたりが原因だろう。

　ここまでの旅では頼れる年長者だったのに、女性の色香を前にしたサトルは平静でいられないらしい。

　サトルのレベルは高くとも、恋愛経験のレベルは低かった。

「いえ、違いますのよ？　交尾はできません」

「…………は？　え？」

「ぐっ。誘ってきたのはあっちなのに秒で拒絶された。俺、俺はもうダメかもしれない」

　サトルがぽかんと口を開け、サトルが胸を押さえる。傷つきやすい三〇歳である。

「わたしの卵に、あなたの子種をかけてほしいんですの」

「…………は？　え？」

「あー、なるほどそういう方式でらっしゃると。ちなみにサハギンさん、それはどっち形態モードで？」

「それはもちろん、先ほど戦った、【人化の術】を使っていないわたしに、ですわ」

「おおう……マジか……」

「さっき『卵に』って言ってましたもんねえ。どうする俺？」

　胸を押さえたサトルはすでに諦あきらめの表情である。

　自分がモテるわけがないと思い込んでいるのだろう。こうしてサトルは、あっさり心が折れてティレニアで何度もモテるチャンスを逃してきた。サトルは知らない。

「ああああああ！　魚モードかよ！　そうですよねサハギンが人化してるだけですもんね！　レベル高すぎィ！」

　衝撃を受け止めきれなかったのか、サトルが慟どう哭こくする。

「うん？　サトルのレベルは高いだろう？」

「そういうことじゃねえんだよプレジア！」

「まあ、こちらの方は元気もよいのですね。この様子であれば何度も」

「できるか！　待って、人化モードで近寄ってこないで、いまはやけに露出多くてやたらエロい美女なわけであんまり近寄られるとちょっと」

「よし俺、分身を解除してくれ。俺は俺だけど俺は体験したくない」

「その、サトルさん、房事は房中でするものだとお母様が、わたくしたちは外に出て」

「しませんから！　というかトモカ妃は姫様になんてこと教えてるんですか早すぎませんかねえ！」

「あのサトル様、アタシも人化した方がいいですかね？　人化して近寄られてるサトル様はなんだか嬉うれしそうでだったらアタシも変化した方が」

「大人しくしてろベスタ！　厄介ごとの最さ中なかに面倒ごとを追加してくんな！」

　夕焼けに照らされた川原に、悲鳴じみたサトルの嘆きが響き渡った。




　ポルスカ共和国の小さな村で受けた、冒険者ギルドの依頼。

　川原に現れた水妖に、サトルは翻ほん弄ろうされていた。戦闘では退しりぞけたのに。

　レベルは高くともサトルのレベルは低い。経験値が足りない。

　いや、たとえ一般的な経験値が足りていても、レベルは足りなかったことだろう。「魚人に興奮して卵にかける」など、求められる変態レベルが高すぎる。





【４】






「変だと思ったんだ。ギルド職員さんは乗り気じゃなかったし怪しい依頼だって」

　水車小屋の前で、サトルは地面に両手とヒザをついていた。

　分身を解除して疲労を追体験したから、ではない。

　推定レベル30の相手と一戦しただけで疲れるほどサトルは弱くない。ちなみに別の意味の一戦はしていない。

「サトル、このあとはどうするのだ？　倒すのか？」

「ダメですプレジア、会話ができて敵意がないのですから、話し合いで解決しましょう」

「慈愛に満ちた姫様は女神のようです！　そうしましょう！　人間とモンスターが分かり合えるか不安ですが、姫様が言うならできるはずです！」

「プレジアは家庭環境を省かえりみような。はあ、そういえばあの村長は『討伐依頼』とは言ってなかったっけ。ただ水妖が出る、相手してほしいって言ってただけで」

　地面にヒザをついたまま、サトルは天を仰いだ。

「これどう考えてもあのジジイはもうちょっと情報知ってただろ。俺たちに隠してただろ」

　がっくりと肩を落とすサトルは、ふと気配を感じて振り向いた。

　地面に座ったサトルの視界に、ウェーブがかった髪と美女の顔が映る。

「近ちかっ！　あの、急に近づくのやめてもらっていいですか？」

　ビクッと反応して地面に座ったまま上体を遠ざけるサトル。

　美女は、サトルの背後から近づいてきたようだ。

　爽やかで甘い、花のような香りがサトルの鼻び腔こうをくすぐる。

「魚人なのになんで生臭いんじゃなくていい匂いするんだよ、おかしいだろファンタジー」

「うふふ。お祖じ父いさまは約束を守ってくれたんですのね」

「ああやっぱあのジジイと裏で繋つながって……待って、お祖父さま？」

「はい、そうですわ。産卵期を迎えたわたしがお祖父さまに頼んだんですの」

「はあ、産卵期。じゃなくて、お祖父さま？　あのジジイ、おっと、村長と血縁関係で？」

「はい。お祖父さまの息子がわたしの父ですわ」

「えーっと、つかぬことをお聞きしますが、お父様は人間で、お母様は魚人でらっしゃる？」

「ええ、その通りです」

「つまりあのジジイの息子は冒ぼう涜とく的な見た目の魚人で果てたことがあると。勇者。勇者いた。さすが剣と魔法の世界、勇者はいるんだなあ」

　サトルは、思いがけずヒトの深しん淵えんを覗のぞき込んでしまったようだ。

　遠い目をして見知らぬ勇者を讃たたえる。

「お父さまは横笛が得意で、よくこの場所で演奏していたそうですわ」

「なんか語りがはじまった。でも『勇者の物語』にちょっと興味ある」

　艶なまめかしい美女は家族の昔話をはじめた。

　まだ立ち上がれないサトルは下から見上げる姿勢で話を聞く。双丘に遮られて人化したサハギンの顔は見えない。

　英雄譚たんが好きなソフィア姫はキラキラと目を輝かせ、プレジアも耳をそばだてる。

　同じように人化できるベスタも気になるのか、水車小屋の入り口からひょいっと馬首を伸ばした。

「お母さまはその演奏に惚ほれ込んで、水辺で隠れて聴いていたと言っていましたわ。恥ずかしがり屋だったんですのね」

「恥ずかしかったんじゃない気がする。普通の村人は魚人を見たら逃げるだろ」

「うだるような暑さの、ある夏の日のことでした。水車小屋に近づくお父さまの姿を見て、お母さまはいつもと同じように水辺に隠れたそうです。ですが、その日はいつもと違いましたの」

「暑さでぼーっとして判断力が鈍ったのか？　いや、それでも魚人で興奮はしないだろ、人化状態だったらあるいは」

「その日はお父さまとお母さまのほかに、人がいたんですの。涼を求めて、うら若い女性が水浴びをしていました」

「ああ、『うだるような暑さ』だから。この水路の水はキレイだし」

「お父さまは横笛を演奏せずに、腰まで水につかって息を潜めていました。同じ村の、水浴びする女性に見つからないよう隠れて」

「ほうほう、水浴びする女性。隠れて。……んん？」

「おもむろに、お父さまはぼろんと縦笛を取り出しました。横笛に負けず劣らず、それはそれは見事な運うん指しの演奏だったそうですの」

「縦笛って。運指って。例えがヒドい。いやまだ八歳の姫様もいるから助かるけども」

「演奏が最高潮を迎えて、お父さまの縦笛から子種が吐き出されました」

「おい最後まで例えろ、『子種』って言っちゃってんじゃん。縦笛が何かわかっちゃうだろ」

「『産卵期であるいま、惚れたオスの子種を逃してはならない』そう思ったお母さまは、水底を滑るように移動したそうですわ」

「……おいまさか」

「水中に吐き出された子種を、お母さまは卵で受け止めました。お父さまは村人に見つからないうちに、そそくさと水辺から去っていったといいます」

「…………じゃあお父様は」

「そうして、わたしが生まれたのです。人間と魚人、種族を超えた愛によって」

「やっぱり。それ、お父様は自分がお父様だって気づいてなくない？　お父様、魚人で興奮した勇者じゃなくてただの覗き魔じゃない？」

「わたしはまだ人化できない子供の頃、お父さまに挨拶したことがありますわ」

「あの名状しがたい見た目のサハギンの子供が……『わたしはあなたの娘です』って……『I am your father』より衝撃デカそう」

「お父さまはすぐに首都に旅立ったため、会ったのはその一度だけですの。いまはきっと立派な演奏家になっていることでしょう」

「おお勇者よ、現実を受け止められないとは情けな……くはないな。絶対受け止められないわコレ。逃げ出すのも仕方ない気がする」

　サトルは、見知らぬ勇者を思って祈りを捧ささげた。

　覗きの代償にしては罰が大きすぎると思ったのだろう。

「その、わたくし、驚きました。わたくしのお母様から聞いていた房事とは違って、えっと」

「何も言わないでください姫様。ほんと何教えてんだトモカ妃」

　わたわたと何か言いかけるソフィア姫をサトルが遮った。

　サトルはようやく立ち上がって、人化したサハギンとあらためて向かい合う。

「音楽を好んだお母さまと違い、わたしは強い男性を求めましたの。そして、ようやく出会えたのです」

　ふたたび、サハギンが口を開く。

「お強い方、あなたの子種が欲しいのですわ」

「お断りします」

「望まれるなら、わたしのこの体を好きにしていいんですのよ？　人間のオスはそうしたいものなのでしょう？」

「ぐっ。お、お断りします」

　サトルの目の前で、肉感的な美女が自らの胸にむぎゅっと指を食い込ませた。

　一度はためらうことなく断ったサトルの目が吸い込まれ、一瞬の迷いが生まれる。

「好きにしたあと、思い出しながら川か水辺で放っていただければ、あとはわたしが卵に──」

「お断りします！　断るから離れて！　落ち着け俺、やけに露出多くてやたらエロい美女を見ても触ってもいいって言われても本質は魚人だ。魚だ。俺は勇者じゃない。小役人だ。遣東使だ」

　すすっと近寄られて腕を谷間に挟まれても、サトルは振りほどいた。

　職務に忠実な遣東使の鑑かがみである。

「困りましたわ……せっかく恋を見つけましたのに……」

　眉を寄せる女性に、サハギンの面影はない。

　水辺で儚はかなげに悲しむ美女である。いまの見た目だけは。

「お願いしますお強い方。わたしたちに産卵期は一度しかなく、いまを逃すとわたしは二度と産卵できないんですの」

「そこは魚っぽいのか。まあ俺たちが来なかったと思ってほかの村人を探してくれ。産卵期に冒険者が来なかった可能性だってあったろうし」

「産卵期は三年ほどですのよ？」

「そこは魚っぽくないのか。ややこしいなサハギン。まあほら、んじゃ受け入れてくれる人を気長に待てばいいわけで」

「わたしたちは、一度惚れてしまうとほかのオスではダメなんですの。ですからお母さまも機を逃さずシュバッと行動したのです」

「そこは人間っぽいのか。惚れたら一生、一人を愛し続けると」

「サトルさん？　人間は一人を愛し続けるわけではありませんよ？　お父様は、お母様も他のお義か母あ様方も愛しています」

「さすが王様。本物の後宮ハーレムの主あるじ。姫様、王族の普通は参考になりません」

「サトル、父様は母様だけを愛していたぞ？」

「おいおかしいだろオーク。イメージと違いすぎる、というか冒険者ギルドで聞いてたモンスター情報と違いすぎる。プレジア、オークも参考にならないからな」

　頭を抱えて、サトルは大きなため息を吐き出した。

　サハギンが人化した美女に迫られている状況で、ソフィア姫と護衛騎士は助けにならないらしい。

　サトルも含めて全員の価値観が違いすぎる。この世界の一般的な価値観とも違いすぎる。

　現実から逃げ出すように、サトルは空を見上げた。

　夕暮れは去って、夜空には星が瞬いている。

「お願いします、お強いお方。あなたを逃すと、わたしは子をなせないのです……どうか一度だけお慈悲を、子種を」

　わずかな布切れをまとっただけの、肉感的な美女がすがるようにサトルに迫ってくる。

　これほど望まれたのはサトルの生涯で初めてのことだ。

　腕を丘の谷間に挟み込まれ、潤んだ瞳に見つめられて、サトルは口を開いた。




「お断りします」




　理性の勝利である。

　女性に夢見がちな素人ＤＴの、サトルの勝利である。




「そ、そんな……御ご無む体たいですわ…………」

　すげなく振られて、美女はよろよろとサトルから離れて地面に腰から倒れ込んだ。

「姫様、行きましょう。これ以上ややこしいことになる前に旅を続けましょう」

「サトル、もう夜だぞ？　せっかく人里にいるのだ、姫様に危険な夜道を歩かせるわけには」

「護衛騎士からめずらしくまっとうな意見きた。まあそうだよなあ」

　小さな村の水車小屋の前で、サトルは肩を落とした。

　サトルが元いた世界と違って街灯もないこの世界では、夜間に外出する人は少ない。

　まして夜に街や村の外を歩くのは、よほど緊急の時だけだ。

　旅人さえ、夜間は比較的安全な場所を探して休むのが基本だった。

　プレジアが止めるのも当然だろう。

「はあ。とりあえず、あのジジイと冒険者ギルド職員にクレームをつけに行くか。これだけ情報を隠されてたら、なあ」

「お強い方とみなさまは、旅人なんですのね？」

「そうそう、そうなんだ。明日には発たつからここはご縁がなかったってことで」

　そう言い残してサトルは踵きびすを返す。

　水車小屋に向かって一歩踏み出したところで、背後から声がかけられた。

「わたし、ついていきますわ。お強い方が、わたしに子種をくれる気になるまで」

　堂々のストーカー宣言である。

　肉感的な美しい女性に言い寄られたらなびきそうなものだが、サトルはむしろ後ずさった。

　サトルはすでに、美女の正体が冒涜的な見た目のサハギンだと知っている。

「ついてくるって言ったって無理だろ。俺たちは遣東使で、はるか東の果ての国へ向かうんだ。ずっと川のそばを歩くわけじゃない」

「わたしは【人化の術】を使えますもの、水辺がなくても問題ありませんわ」

「ええ……この世界のサハギン高性能すぎる。いや、ファンタジーの中でも『人化するサハギン』ってそうそう聞かないけど」

「水辺は必要ありませんが、子種をぶちまける際は水に出していただければ」

「言い方がヒドい。プレジア、姫様の耳を塞ふさいでおくように。プレジアとベスタは……まあいいか……」

　正体はサハギンと知りつつも、サトルは見た目に惑わされて突き放しきれないようだ。

　サトルの優しさではなく甘さ、あるいは女性から迫られたことがない経験不足ゆえか。

　水車小屋の中でサトルの指示を聞いたプレジアは、ニマニマとだらしない笑みを浮かべながらソフィア姫の耳に手を添えた。

「失礼します姫様！　これはサトルの指示で仕方なく！　そう仕方なくなのです！」

「それに、わたしはスキル【水魔法】で水を創り出せますの。旅にも役立ちますし、お強い方がもよおしたらいつでもどこでも放はなっていただいて結構ですのよ？」

「もよおさないから。いちいち生々しい言い方しないでほしい」

「旅は危険なものですわ。わたしは地上でも戦えますが、水中ではもっと強いのですよ？……お強い方を水中に引き込んで縦笛を演奏すればひょっとして」

「やめてください二度と立ち直れなくなります。そんなにアピールしてきても連れていかないから。身の危険を感じすぎる」

「身の危険……旅は、特に人間や陸上のモンスターにとって水場が危険だと聞いています。わたしは【水魔法】と種族の特性を活かして船を作れますの。川や海を渡る役に立ちますわ」

「なにそれ便利すぎる。水すい棲せい種族でしかも船が作れるってベスタより便利すぎる」

「サトル様？　コイツがアタシより便利だからってアタシ捨てられませんよね？　こんな場所で置いていかれたら迷って、あっ、でももう村がないからアタシ帰る場所もなくて」

「それにわたしは、川や海にいる同格以下の水棲モンスターを使役できますのよ。水路や海路を行く際には危険を排除できることでしょう」

「つよっ。やっぱ負けてるぞベスタ」

「あのサトル様、ちょっとだけだったら鱗うろこを取ってもいいですよ？　お金になるんですよね？　爪は痛いんで伸びたところを切るだけにしていただければ、あとできれば牙はナシで」

　水車小屋から出てきたベスタが、馬の姿のままサトルに首をなすりつける。

　いつの間にか、ベスタがサトルたちと一緒にいるのは「白馬のつぐない」のためだけではなくなっているらしい。

　サトル、人生初のモテ期である。人外たちから。

「魚人の姿が気に入らないようでしたら、普段はずっと人化しておきますわ。子種をいただけるなら、お強い方が果てる直前まで人化しておきますのでどうか」

「そんでその瞬間に魚人に戻ると。死ぬ。俺の心が死ぬ。自己嫌悪で死ぬ」

　想像してしまったのか、サトルの顔が暗い。

　サハギンは守備範囲外らしい。

「お願いいたします。旅に役立ちますし、邪魔はしません、それで、もしお強い方が『いい』と思った時に一度子種をいただければそれでいいのです。どうかお情けを、惚れたオスの子供が欲しいのです」

　地面に座り込んだ女性が懇願しながら泣き崩れる。

　サトルの腹に頭をこすりつけたベスタが、ちらりとサトルを見上げた。

　心配しているのは女性の処遇か、それとも乗り替えられてしまうことか。

　サトルは困ったように頭をかいて、水車小屋を振り返った。

「わたくし、可哀かわい想そうに思ってしまいました。わたくしのお母様とお父様は大変な反対にあって、それでもお母様が望んで追いかけて結ばれたと……サトルさん、もしこの方がきちんと言うことを聞いてくださるのでしたら、わたくしは止められません」

　サトルと目が合ったソフィア姫は、そう言って小さく首を振った。

　プレジアに耳を押さえられているはずだったのにバッチリ聞かれている。「離してほしい」と主あるじに言われて、プレジアは逆らえなかったらしい。

　恋路を邪魔されてきた両親を持つソフィア姫は、他人の恋路を邪魔したくないようだ。

　消極的な賛成である。

「……プレジアはどうだ？」

「うん？　ついてきたいのであればいいのではないか？　狙われているのは姫様ではないのだし、姫様も反対していないしな！」

「姫様ラブがすぎるぞ護衛騎士。そりゃ狙われてるのは俺、というか俺のアレで姫様は関係ないけども」

　いっそ潔いプレジアの判断にサトルがボヤく。

　プレジアは以前に「サトルのことも守る」と言っていたが、守るのは命だけらしい。サトルの貞操が危ない。

「ベスタ、はいいや」

「えっなんでですかサトル様、アタシはコイツを連れてくことに反対です、ただアタシを置いてかないならまあ連れていってもいいかなって」

　意見を求めなかったが、ベスタは条件付きで賛成らしい。

　ぞんざいに扱われているのに置いていかれたくないあたり、すっかり調教されている。

　特に反対がない二人と一体の意見を聞いて、サトルは顎あごに手を当てて考え込んだ。

　美女が横座りで見上げて、サトルの判断を待っている。

「ここはポーランドあたりで、ロシア経由にせよどのルートにせよ、日の本の国に行くには必ず海を渡る必要がある。船が作れる、海路の護衛ができるっていうメリットはデカいんだけど……でもなあ」

　視線を落として、サトルは女性に目を向けた。

　肉感的な美女が祈るように手を組むと、ヒジで押されて胸元の谷間がいっそう深まる。

　サトルはゴクリと唾を飲み込むと、名状しがたい姿を思い出してぶんぶんと頭を振った。

「あー、残念だったなー、俺たち旅人だから身分証が必要で、サハギンにはないからなあ。ということで連れていけません。じゃあこれで」

　メリットを感じつつも、サトルは連れていかないと判断した。

　涙目の美女に見上げられて、キツイ言葉では断れなかったようだが。

　馬に変へん化げできるベスタは問題ないが、人間にしか変化できないサハギンは、街に入る時や国境を越える時に問題になる。

　サトルはそんな言い訳で遠回しに断った。

　だが。




「話は聞かせてもらったわい！」




　水車小屋の前に、老人の声が響き渡る。




「任せるがよい冒険者よ、いますぐ身分証を作ってこよう！　おっと、約束通り、もう一人の身分証も内密に作らねばならんかったのう」

　木陰から現れたのは、冒険者ギルド支部で会った老人だった。

　この小さな村の村長である。

「ささっ、孫を待たせておる。ワシと一緒に疾とく冒険者ギルドへ」

「お祖父さま！　ありがとうございます！」

「おい待てジジイ。元はと言えば、ジジイが依頼内容をごまかしてたせいでこんなことに」

「さあさあ、冒険者ギルドへ行くぞい！　身分証があれば連れていけるのじゃろう？」

「あっ」

「お強い方は先ほどそう言ってましたもの！　参りましょうお祖父さま。うふふ、これで、長い旅路の中でその気にさせられれば子種を、うふふふふ」

「あっ、ちょっ」

　老人とは思えないスピードで村長が走っていく。

　崩れ落ちていた女性は目元の涙を拭いて、嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　二本の足で立ち上がって、村長を追いかけていく。

　あとにはサトルが残された。

「サトルさん……あの言い方でこうなっては……その、サトルさんが政まつりごとや交渉が苦手とは思わず……」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くすサトルに、ソフィア姫が申し訳なさそうに声をかけた。

　遣東使に任命されて以降、サトルは物資の調達や交渉ごとを一手に引き受けてきた。

　ソフィア姫は、助け舟を出さなくともサトルが話をまとめると思ったのだろう。

　そもそもソフィア姫とプレジアは、サハギンを連れていくことに積極的な反対はしていない。

　涙目になった女性を前に、隙すきを見せたサトルの負けである。

　レベルが高くともチートずるくさいスキルを持っていても、弱点はあるらしい。

　涙目の女性はサハギンが人化した姿なのに。

「身分証を作り終えたら、今夜は宴うたげじゃ！」

　暗い水辺に嬉き々きとした老人の声が届いて、サトルが肩を落とした。




　ポルスカ共和国の小さな村で、サトルたちは新たな旅の仲間を得たようだ。得てしまったようだ。

　長い旅路の中で、サトルはいつまで肉感的な美女の誘惑に耐えられるのか。耐えきれずに魚人に放つのか。

　東の果て、日の本の国を目指して、長く辛つらく厳しいサトルの旅路がはじまる。

　もっとも、ソフィア姫とプレジアとベスタにとっての旅の厳しさは減じることだろう。

　陸上でも推定レベル30、水中ではそれ以上の戦力が加わり、いわく「船を作れる」「水路や海路で護衛できる」らしいので。
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　ポルスカ共和国の小さな村の中心部。

　小さな広場にはかがり火が焚たかれており、夜の闇を払っている。

　静かなはずの農村の夜は、お祭り騒ぎとなっていた。

「『討伐』依頼とは言っておらぬ。決して騙だましていたわけではないわい」

「そうは言っても、この様子じゃ村長どころか村中が知ってただろ」

　浮かれる村人たちをよそに、サトルは広場の端のベンチに座り込んでいる。

　ぼんやりと広場を眺めながら、木製のコップに入ったエールをちびちび舐なめていた。

　プレジアはベンチに座ったソフィア姫をかいがいしく世話している。

「これが身分証で、これが冒険者のシルシ……アタシが冒険者、サトル様と同じ冒険者……」

　ベスタは首にかかった冒険者証を手に、確かめるように表を見ては裏を見て口元を持ち上げる。

「ふふ、よかったですねベスタさん」

　嬉うれしそうに目を輝かせるベスタを見て、ソフィア姫は微笑ほほえんだ。

　人化したベスタの藍色の髪が、かがり火を反射してきらめく。

「はあ。ここまできたら受け入れて、ベスタの身分証問題が解決したことをプラスに考えよう。プラスに考えるしかない」

「まあ！　ありがとうございます。では早速いただいてもよろしいでしょうか？　ちょうど後ろには水路もありますもの」

「それは受け入れてないし、プラスに考えられないから。はあ、先が思いやられる……」

　隣に座る村長のさらに隣から、ウェーブがかった濃緑の髪を揺らして、女性がサトルの顔を覗のぞき込む。

　サトルは片手で顔の半分をおおった。

　女性を視界に入れるのが嫌なのではない。

　むしろ盛り上がる双丘と腰まわりしか隠していない美しい女性を視界に入れたかったことだろう。

　正体が、サハギンでなければ。

　サトルは視界に入れるのが嫌だったのではなく、サトルのサトルが反応することを恐れたのだ。

　肉感的な美女の正体がサハギンなので。

「これが身分証で、冒険者証。これでわたしは、お強い方の旅についていけるのですのね。そうして、惚ほれたオスと結ばれて子をなして──」

「結ばれないから。しかも魚スタイルの産卵と放出って絶対しないから」

　四人と一体となるこれからの旅路を思ったサトルが、がっくりと頭を抱え込む。

　自分に言い寄ってくる肉感的な女性と、長い旅路をともにする。

　しかも、求められるモノがモノなため、一人で解消するのも危険だ。

　三〇歳の独身男性には過酷な旅である。

「冒険者、サトルさんと言いましたな。まあ、覚悟を決めれば一瞬のことですわい」

「むしろ一瞬の気の迷いと後悔が問題なわけで、っておい待てジジイ、その言い方は」

「ワシは若いうちに人間の嫁をもらいましたがのう。ウチの村にも何人か──」

　村長の言葉を耳にするやいなや、サトルがバッと広場に目を向けた。

　広場に集まった村人は楽しそうに飲み食いしている。

　老若を問わず、やけに見目麗しい女性が多い。

「お、おい、まさか」

「中にはこの娘この父親、ワシの息子のように出ていく男もいますがの」

　村長は寂しそうな目をしていた。

　裏を知らなければ、「我が子が生まれ故郷の村を捨てて都会に行った」ことを嘆く老人である。

「ざっと見た感じそれっぽいのが一〇人以上いるぞ？……なあジジイ、うすうす、うすうす気づいてるんだが、この国の『共存してる水すい棲せい種族』ってひょっとして」

「わたしたちですわ、お強い方」

　恐る恐る口にしたサトルの問いかけに、隣の隣に座ったサハギンから答えがもたらされた。

「ああやっぱり……で、でも、首都の広場には人魚の銅像が」

「あれはわたしたちが人化した時と魚人形態、二つの姿を一つに合わせた像だそうですわ」

「そんな……じゃあ人魚は」

「この国にはおらん。魚人は『モンスター』と思われかねんからのう、他国の人間には明かさぬのじゃよ」

　落ち込むサトルを慰めるように、村長がサトルの肩に手を乗せた。

　持っていた壺つぼを傾けて、サトルのコップにエールを注ぐ。

「こうして共存しておるから、この村も平和なのじゃ。……人化した魚人に入れ込む男が多く、子供が少なくなりがちなことを除けばの。なにしろ生まれるのは魚人のメスじゃから」

「ああ、だから俺みたいな旅人が犠牲になって……待て。入れ込むって業が深すぎだろ人間。魚人には入れられな、いや下ネタはやめよう」

　平凡で平和な小さな村の内情を聞かされて、サトルはエールごと嘆きを飲み込んだ。

「そうか、この村出身だっていう身分証も、冒険者証もやけに作り慣れてたのは」

「人化した魚人のためじゃな。村にいる時はともかくとして、中には産卵期に人化したまま他の村や街、首都に向かう魚人もおる。そうした時は村で身分証を作っていたからのう」

「マジか。んじゃこの国でときどき見かけた美人さんは、サハギンの可能性があるのか」

　他国には知られていない『平原と大河の国』ポルスカ共和国の秘密である。

　口外したところで罰則はないが、男たちは一様に口をつぐんでいた。

　黒歴史を自分から明かさないのと同じである。

　変わり者が他国の人間に言ったところで、与太話だと思われるのがオチだろう。

「ほら旅人さん、これでも食って元気だしな！　お嬢ちゃんや騎士さんもよかったら食べとくれ」

　落ち込むサトルの事情を理解しているらしい村人が、木の器を手渡してくる。

　先ほどから村の広場の一角で煮込まれていた振る舞い料理だ。

「わあ、ありがとうございます。野菜を煮込んだスープでしょうか」

「知らない料理に顔をほころばせる姫様の微笑みは木漏れ日のようだ！　ありがとう神様！　ありがとうおばちゃん！」

「あいかわらず大げさすぎるだろプレジア。野菜、それに肉？　モツかな？」

　木き匙さじで軽くスープをかき混ぜると、短冊状の肉らしきものが見えた。

「うむ、よくわかったのう。それはこのあたりの名物、牛の胃袋を煮込んだスープじゃ。今日はあっさりめの味付けじゃな」

　お手本か毒味のつもりなのか、村長がスープをすくってパクッと口に入れる。

　同じ料理でも味付けはさまざまなパターンがあるらしい。

「むっ、なんだかムニュムニュして味が染み出してくる！　これは楽しい食感だな！」

「内臓なのに臭みを感じません。丁寧に下処理されて、香草が何種類も使われているのでしょう。野菜の旨うま味みが染み込んですごく美お味いしいです」

「姫様がどんどん評論家っぽくなってる。あー、たしかに美味しい。こっちでモツ料理って食べる気しなかったけど、これはなかなか」

「サトルさん？　ティレニアでも内臓の煮込み料理はありましたよ？」

「ああ、姫様が食べる料理は手をかけて作られてるんでしょう。街まち中なかだとピンキリで、ヒドい店のモツ料理は本当にヒドいものでした」

　ソフィア姫とプレジアの出身地であるティレニア王国は食が発展している。

　内臓の煮込み料理も存在したが、当たり外れが大きかったようだ。

　振る舞われたスープほど美味しいものは珍しく、サトルの手が止まらない。

「ふむ、まだわずかに臭みが残っておるがの。本来ならもっと煮込むのじゃが、先ほど潰つぶしたばかりでな」

「あー、さっき聞こえた動物の悲鳴はそれか。俺たちのためにありがとうございます」

　煮込み料理に使われたのは、締められたばかりの新鮮な牛の内臓らしい。

　下処理は簡略版で、煮込みも足りないため、村長に言わせれば若干臭みが残っているようだ。

「なあに、構わぬわい。この料理は『精がつく』と言われておるからのう。たっぷり食べて、これからがんばってもらわねば！」

「うふふ。お強い方は、これで悶もん々もんとしてしまうのではないですか？　眠れない時はすっきりした方がよいと思いますの」

　いつの間にか立ち上がっていた元サハギンが、サトルの後ろにまわりこんで耳元で囁ささやいた。

　サトルはビクッと反応して、危うく木皿を取り落としそうになる。

　慌てて掴み直したものの、わずかにこぼれたスープがズボンにかかる。

「あらあらあら、大変ですわ、拭いて差し上げなくては。お強い方、動かないでくださいね、いま脱がせて───」

「大丈夫、自分でやるから！　他ひ人と事ごとみたいに笑うなジジイ、『精がつく』ってなんだよそんな親切心はいらない、ああくっそ、俺だけ旅の難易度上がりすぎじゃないですかねえ」

　人化したサハギンを止めてサトルが嘆く。

　プレジアは牛の胃袋を煮込んだスープをおかわりして、ソフィア姫はサトルの嘆きを聞いてオロオロしている。

　人化したベスタは、口いっぱいに料理を詰め込んでもぐもぐしていた。




　ポルスカ共和国の小さな村。

　難事を解決して新たな仲間を一人加えたサトルたちは、明日この村を発たつ予定だ。

　サトルたちがティレニア王国を出てから三ヶ月が過ぎた。

　日の本の国は、まだはるか先である。
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　ポルスカ共和国の大河を、一艘そうの船がゆったりと流れていく。

　船の全長はおよそ一〇メートルと、小型のクルーザーほどの大きさだ。

　船首から船尾まで全体が真っ白な船は、サトルたちがダナビウス国の大河を下った際に使った小舟と同じく、上部に構造物がないシンプルな作りだ。

「なんだこれ便利すぎる……見た目さえ気にしなければ」

　船首に近い甲板の上で呟つぶやくサトル。

　視線は進行方向ではなく船首像を見つめている。

　船首像、船を象徴するフィギュアヘッドは「白い髑髏されこうべ」だった。

　おそらく人間の頭ず蓋がい骨こつと思われる形の。

「シファ、これは像だよな？　本物の頭蓋骨じゃないよな？　サハギンは人間と共存してるんだもんな？」

「もちろんですわ、サトルさん。子をなす際に精を放ってもらいますけれど、わたしたちは精気を吸い取るわけではありませんもの」

　不安げなサトルの問いに美声が応える。

　振り返ったサトルが顔をしかめた。

　声は美しいが、声を発した者の姿はおぞましい。

　ぬらぬらと光る鱗うろこは全身を覆い、頭頂部から後方へ伸びるヒレは装飾のようだ。

　どこを見ているかもわからない黒い目玉。

　尻尾の手前、下腹のあたりから二本の足が伸びて、歩くたびにビチャリと湿った音がする。

　水かきのある手には、先端が三さん叉さに分かれた槍やりのようなものを持っていた。

　その姿は、二足歩行する魚のようだった。

　人化を解いてサハギンの姿に戻ったシファである。

　大河を進む白い船は、シファが作り出したものだった。

「なあ、これどうなってるんだ？　サハギン全員が作れるわけじゃないんだろ？」

「限られた者しかできませんの。まずサハギンであること、それに【水魔法】が使えることが条件ですわ」

「そういえばシファはスキル【水魔法】持ちだっけ」

「それと、この頭骨を用いた呪具、いえ、魔道具マジックアイテムと相性がいい者だけが船を作れるのですわ」

「おいいま『呪具』って言っちゃってたぞ。大丈夫かこの船」

　サトルのツッコミを受けて、サハギンはねちゃりと口を歪ゆがめて鋭い牙を覗のぞかせた。

　笑ってごまかしているようだが、そもそも笑顔に見えない。

　おぞましい見た目にサトルの足が引ける。「ごまかす」という目的は果たせたらしい。

「こんな船なんかなくたってアタシがいれば水の上も安全なのに！　ほらほらサトル様、水の中にいるモンスターを倒してきましたよ！　ほらこんなに！」

　水場の優位性をシファに脅かされると思ったのか、ベスタは船を見た瞬間に荷物を置いて大河に飛び込んだ。

　船を引っ張って推力になってみたり、先行して大河の様子を確かめたりしている。

　いまは大河に潜むモンスターを倒してきたようだ。

　水中から首を伸ばして、咥くわえたモンスターをどさどさと甲板に放り込んだ。

　ぬらぬらと鱗が光る、二本の足が生えた魚人たちを。

「サ、サトルさん、こちらの方々はその、モンスターではなくシファさんのお知り合いなのでは」

「ああっ、みんな無事ですの!?　よかった、息はありますわ。姫様、【回復魔法】をお願いしてもよろしいでしょうか」

「えっ。あ、あれ、アタシ水中では最強なんだぞーって思って、攻撃してきたヤツを倒して、サトル様にも見てもらおうと思って生かして連れてきただけで」

「返してきなさい。姫様に回復してもらってからな」

「はいぃ…………」

　ベスタがしょんぼりと首こうべを垂れる。

　いちおう「攻撃してきたヤツ」への反撃ということで、サトルが強く咎とがめることはなかった。

　たとえ人間と共存する種族であっても、攻撃してくれば敵だ。

　サトルだけでなく、王宮育ちのソフィア姫さえベスタに何も言わない。

　いまのベスタはドラゴンの姿で、髑髏を掲げた船を先導しているのだが、何も言わない。

　こちらの見た目がどうあれ、攻撃してくるならモンスターであっても共存する種族であっても、それどころか人間であっても敵なのだ。

　死亡率九九・九％の過酷な旅をする遣東使として、そこに容赦はなかった。

「なあサトル。モンスターとは、人間とは何なんだろうか」

　サハギンに【回復魔法】をかけるソフィア姫を手伝いながらプレジアが漏らす。

　ポルスカ共和国で人間と共存する水すい棲せい種族だが、見た目はそこらのモンスターよりも凶悪なサハギンを前に。

「ダナビウス国の大亀ヒュージタートルはわかりやすかった。人に害をなして、言葉も通じず、私たちに襲いかかってきた」

　いつになくプレジアの声が暗い。

「ティレニア王国の山中では、モンスターであるはずのドラゴンのベスタが仲間になった」

　そのベスタは、回復が終わったサハギンをそっと咥えて船から大河に戻している。

　咎められなかったものの「やっちゃった」と悔いているのか涙目だ。

「ここポルスカ共和国では、人間と水棲種族が共存して民に平和をもたらしている。他国に行けば、おそらくモンスターとして扱われるはずのサハギンが」

　サハギンであるシファが、倒れているサハギンを起こして大河に帰す。

　謝っているのかこのドラゴンは敵じゃないと伝えているのか、サハギンと一言二言かわしている。

　プレジアは立ち上がって、ぼんやりと遠くを望む。

「案外、モンスターと人間に違いなんてないのかもな」

「どういうことだ？」

「いま、ベスタは『人間と共存する種族』に攻撃されたから反撃した。もし襲ってきたのが人間だとしても、俺は反撃したベスタを咎めない」

「えっ。でもサトル様は人間に手を出すなって」

「向こうから襲ってきたら反撃していいぞ。相手がモンスターでも共存する種族でも人間でも、俺たちを襲ってくるなら俺たちの敵だ」

　一八歳でこの世界に来てから、サトルは冒険者として二年間活動して、そのあとは安全と安定を求めてティレニア王国の役人となった。

　一二年に及ぶ異世界生活の中で、自身が襲われたこともあった。

　モンスターだけではなく、人間に。盗賊に。

「姿形が人間と違っても共存できるなら問題ないし、姿形が同じでも人に害をなすなら敵だろう。見た目がモンスターでも人間でも関係ない」

　極論である。

　だが死亡率九九・九％という遣東使にとっては、これほどの覚悟が必要なのかもしれない。

　長い旅の間には、人間に襲われることもあるだろう。

　というか、サトルたちはすでに『教会』に目をつけられて、異端審問官から襲われている。

　モンスターではなく、人間に。

「……ありがとう、サトル。少し楽になった気がする」

「うふふ、ではサトルさん、敵にならないわたしと共存しましょう。見た目は関係ありませんわ」

「そこは別にさせてください。敵かどうかと興奮するかどうかは別です。見た目が関係あります」

　プレジアの感謝の言葉はサトルに聞こえていなかった。

　ぬちゃぬちゃと湿った足音を立てて、本来の姿で近づいてくるシファから逃げるのに必死すぎて。

「そうだな、難しく考える必要はないのだ！　姫様に害をなすすべての存在が私の敵だ！　そこにモンスターも人間も関係ない！」

　船首の髑髏に足をかけて、プレジアがぶんっと拳を振り上げた。

　オークと人間の娘であるプレジアが、吹っ切れたように。

「おいそれだと『八つの戒め』を破ろうとするプレジアも怪しいんじゃないか」

　サトルのツッコミは届かない。

　ともあれ、プレジアの悩みは解決したらしい。

　いま、この時は。

「よし、試運転はここまでにして上陸するぞ。そろそろ大河と街道の分岐点が近いからな」

　ポルスカ共和国で得た新たな旅の仲間の「船を作り出す」能力は使えそうだ。見た目さえ気にしなければ。

　試運転を終えて、サトルたちはふたたび大河の横の道を進む。

　上陸してもしょんぼりと元気がないベスタと、吹っ切れて足取りも軽いプレジアと微笑ほほえむソフィア姫と、能力を認められて胸を張って胸を揺らすシファとともに。




　大河の横で、馬を連れた旅人が立ち止まっていた。

「村長に聞いた通り、ここで道が分かれる。俺たちは姫様がトモカ妃から聞いた北まわりのルートを行くことになるけど……本当にいいんだな？」

　これまで、サトルたちはダナビウス国の森を源流とする大河の横の道を進んできた。

　サトルたちが立つこの場所は、道が二つに分かれる分岐点だ。

　一方の道はこのまま大河に沿ってポルスカ共和国の港町へ続く。

　もう一方は大河から離れ、北東から東寄りに進路を変えて、隣国へ続く街道となっている。

　分岐路に立って、サトルは一人の女性に問いかけた。

「はい、もちろんですわサトルさん。人化しているわたしは、水がなくても生きていけますもの」

　ウェーブがかった濃緑の髪を風に揺らして、女性はニッコリと微笑んだ。

　水車小屋のある小さな村を出てから、すでに三日が経たっている。

　人化して人間の女性に見えるサハギンは、この三日間、特に問題もなくサトルたちとともに旅をした。

　問題があるとすればサトルの方だろう。

　申し訳程度に布をまとったその格好では連れていけないというサトルのクレームを受けて、村長は身分証と冒険者証だけでなく、服や靴、水筒、バッグなど、旅に必要な日用品を用意した。

　小さな村ゆえ新品の服ではなく中古品で靴はサンダルだが、布面積の小さい扇情的な服装よりマシだ。

　まるで村人のような格好だが、手にはサトルと戦った時に使っていた三叉の槍トライデントを持っていた。

「それに、必要であればスキル【水魔法】で水を作り出せますもの。いつでも言ってくださいね？　なんでしたらいまでも」

「必要ないから離れてくれ。はあ、なんでこう、俺のまわりは変わり者ばっかりなんだろ」

　ずいっと迫る女性から身を離して、サトルは額に手を当てた。

　女性の豊かな双丘の間で、日を反射した冒険者証がキラリと光る。

　シファがつけたもう一つの首飾りには黒い石がはめられている。こちらは光を反射するどころか光を飲み込むような漆黒だった。

「もう、サトルさんったら、名前を呼んでくださいませ。お祖じ父いさまから『シファ』と名付けていただいたんですのよ？」

　そう言ってサハギンは、もとい、シファと名乗った女性は、父譲りだというブラウンの瞳を輝かせる。

　もっとも、シファの父はサハギンの娘を受け入れられずに出奔したのだが。

「はいはい、そのうちな」

　新たに旅の仲間を加えてもサトルは変わらない。

　いつもと同じ革鎧よろいに厚手のマント姿で杖つえを手にしている。

　戦闘時は腕に固定する円盾と、偽装のためリュックに入れたマジックバッグは馬に載せている。

　新たに旅の仲間を加えても、サトルは変わらないように心がけていた。

　サイズが合わない中古の服でシファの体のラインがくっきり見えても、歩くたびにシファの胸がふよふよ揺れても、サトルは変わらないように心がけていた。

　正体は冒ぼう涜とく的な見た目のサハギンなのだ。

　サトルが平静を保とうとするのは当然だろう。理性の勝利を願うばかりである。

「行きましょう、サトルさん。わたくし、次の国は丘と湖がとても美しいとお母様に聞きました」

「あのサトル様、進んでいいですかね？　なんだったらソイツは置いていってもいいと思うんです水中ならアタシが戦えますし船だって引っ張れるし」

「国境が近いということはモンスターが出てもおかしくないということだな！　サトル、戦闘は私に任せてもらおう！」

　ぐっと拳を振り上げて、張り切るプレジアが歩き出した。

　かっぽかっぽと蹄ひづめを鳴らしてベスタと、上に乗るソフィア姫もついていく。

　小さな村の小さな冒険者ギルドで、サトルとプレジアとソフィア姫は冒険者証を更新し、ベスタとシファは新たに冒険者として登録した。

　村長もギルド職員も申し訳なく思ったのか、一人分ではなく二人分の新規登録と三人分の更新である。

　もちろん、秘密にする条件はそのままだ。

「ふふん、だからアタシはサトル様の次に最強だって何度も言ったわけで、くふふ、アタシはレベル43でサトル様の次に最強。くふふふふ」

　冒険者として新規登録した際にベスタのレベルとスキルが判明した。

　サトルのレベル65には及ばないが、一流冒険者や騎士団トップクラスのレベル43。

　スキルは、ブレスや身体強化の原因であるらしい【龍魔法】、それに【変へん化げの術】。

　馬のままでもドラゴンブレスを吐けることを考えると、戦闘時の立ち位置は後衛だろうか。

　ドラゴンの姿に戻れば充分前衛もこなせるはずだが、サトルが許可するのは人目がない時だけだろう。

「くっ、まずはベスタ以上のレベルにならねば！　姫様の騎士として！　いずれはサトルよりも強くなってみせる！」

　プレジアは一つ上がってレベル39となっていた。

　スキルは変わらず【八戒】だけだ。

　『八つの戒め』を守れば徐々に身体能力が上がってレベル以上に強くなるはずなのだが、ちょいちょい破って弱体化するのは変わらない。

　サトルはもはや『八つの戒め』を守らせることを諦あきらめていた。

　タワーシールドと両手剣を片手に、前衛の務めを果たしてきた信頼の表れだろう。だいたいサトルが戦っている気がするが、きっとそうだ。

「ふふっ、頼もしいですプレジア。わたくしもがんばります！」

　ベスタの背で、ソフィア姫も拳を作ってふんす、と気合いを入れている。

　ソフィア姫はレベル26、サトルはレベル65のまま上がっていなかった。

　サトルは高レベルゆえ上がりにくく、ソフィア姫はダナビウス国に入って以降、戦闘に参加せずスキル【回復魔法】も使っていないからだろう。

　攻撃手段を持たない後衛・回復役のツラいところである。

　八歳の美女児は、もっと役に立ちたいらしい。

「わたしもレベルを上げるべくがんばりますわ。そうすればサトルさんを押し倒すこともできるようになりますもの。水辺に引き摺ずり込んで……うふ、うふふ」

　含み笑いをして口の中でモゴモゴ呟くシファはレベル32だった。

　推定レベル30と予想したサトルの読みはほぼ当たっている。

　スキルは【水魔法】と【人化の術】で、「船を作る」「同格以下の水棲種族を従える」という発言に該当するスキルはない。

　そのあたりは種族の特性なのだろう。

　サトルもプレジアも、水棲種族と共存している村長もギルド職員も、そのあたりのことは知らなかった。

　四人と一体の中では、遠距離は【水魔法】で攻撃し、戦況によっては三叉の槍トライデントで前衛をサポートする中衛となるのだろう。

「うわ、なんか寒気した。これ油断しないで俺もレベル上げた方がいいかもなあ。身の危険を感じる」

　プレジアが前衛、シファが中衛、後衛にはブレスで攻撃するベスタと回復役のソフィア姫。

　前衛が少ないためバランスが悪いように見えるが、問題はない。

　いざとなればレベル65のサトルの【分身術】があるのだ。

　しかもサトルのメインウエポンであるニョイスティックは伸縮自在である。

　斥候、前衛、中衛、【風魔法】を使って後衛まで、サトル一人でこなせることだろう。

　というか疲労とケガと死と魔力消費の追体験を覚悟すれば、レベル65のサトルの集団だけでたいていのモンスターに対処できる。

「あと三日か四日ぐらいで国境。もうすぐ六ヶ国目か」

　張り切る三人と一体に遅れて、サトルも大河を離れて歩き出した。




　ティレニア王国を出発して山岳連邦のルガーノ共和国・ボーデン公国を経て、ダナビウス国を抜けて、ポルスカ共和国の旅も間もなく終わる。

　次は六ヶ国目。




「元の世界でいうとウクライナやバルト三国、美人が多いって言われてたあたりか……でももう美人な彼女が欲しいとか二度と言わない。どうか次の国は普通でありますように」




　ボソリと呟いて、サトルは歩くスピードを上げた。

　先頭に戻ろうとシファを追い抜く際にお尻に目がいきそうになって、ぶんぶんと頭を振る。

　旅に出て上がっていくレベルとは逆に、理想はどんどん下がっているらしい。




　東の果て、日の本の国を目指して、遣東使の旅は続く。
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　ティレニア王国の王都ティレニア。

　王宮の奥には、王と妃きさき、その子供たちが暮らす後宮がある。

　妃ごとに割り当てられた敷地は、それぞれの好みに合わせて趣向が凝らされていた。

　その後宮に、ほかとは一風変わった館やかたと小さな庭がある。

　彫刻を施された華美な石造りの建物とは違って、木材を組み合わせて造られた館は質素だ。

　ほかの妃から「みすぼらしい」と陰口を叩たたかれるほどに。

　刈り揃そろえた植え込みや色とりどりの花を咲かせる庭もなく、ただ木石が置かれる中庭はどこか寂しさを感じさせる。

　ほかの女官やメイドから「庭を整えるお金もないのでしょう」と冷笑されるほどに。

　そんな場所に、第八側そく妃ひのトモカ妃は暮らしていた。

「寂さびとやらを理解したとは思えんが、やはりこの庭は落ち着くな」

「ふふ。そなたにそう言ってもらえるとは、苦労した甲か斐いがあったのう」

　ぼんやりと庭を眺めて言ったのは、ティレニア王国の国王その人だ。

　向かいに座るトモカ妃は誇らしげに微笑ほほえむ。

　第八側妃ともなれば、夫である国王が訪れる機会は少ない。

　特にこうして、陽ひが出る時間に訪れることは。

　庭に置かれた椅子に座り、テーブルに載せられた器を手にして緑茶をすする。

　二人はひさしぶりの逢瀬デートを楽しんでいた。

　ただ、この場にいるのは二人だけではない。

　国王の護衛である近衛騎士が遠巻きに数人、それにトモカ妃の背後にも護衛が二人立っている。

　それと。

「し、失礼いたします、陛下。こちらが調査結果です」

「ここは公式の場ではないのだ、そう畏かしこまらなくてよいぞ」

　ヒザを土で汚して、跪ひざまずきながら国王に羊皮紙を差し出した男が一人。

　国王は羊皮紙を受け取ってさっと目を走らせる。

「ふむ……怪しいと睨にらんでいた者が数人、意外な者が数人か」

「は、はい。ただ、儂わしは帳簿を突き合わせただけで完璧ではありませんし、それにその、賄賂は必ずしも悪いものでは」

「うむ、わかっておる。しかし、なかなか有能ではないか。さすがサトルを育てた者よのう」

「お、おお、陛下からお褒めの言葉をいただけるとは……ありがとうサトルくん……」

　じわりと目に涙を浮かべる一人の男。

　かつてティレニア王国財務局王宮財務部を取り仕切っていた上級官吏、サトルの上司である。

　サトルの分身に助けられた上司は、ソフィア姫の母親であるトモカ妃に保護された。

　疲労の限界に達したためサトルの分身とトモカ妃は会っていない。

　だが、これまでの旅を報告するソフィア姫の手紙と、分身が走り書きしたメモを受けて、トモカ妃は信用したようだ。

「例の会議に参加していたと目される者も数人おるな。影をつけるか」

　サトルの上司は、地下で行われた会議や遣東使への妨害工作、会議の参加者と思われる人物についてトモカ妃に報告した。

　トモカ妃から国王に報告されて、王宮では密ひそかに『教会』への内通者の調査がはじまっている。

　あっさり殺されそうになったこと、保護されたこと、後宮内の下働きのための男性寮にかくまってもらっていること。

　サトルの上司が『教会』を裏切るには充分な理由である。

　まあサトルの殺害を止めようとした時点で、上司は『教会』の上層部と決別したとも言えるだろう。

　いまサトルの上司は、財務部勤務の経験とトモカ妃との繋つながりを活かして、王宮内の贈収賄や横領など怪しい金の動きを調査している。

　といっても、「行方不明」扱いになっているため書類調査のみだが。

　サトルの後輩から「サボリ魔」と思われていた上司、実は有能だったらしい。

　そもそも財務局王宮財務部の執務室を留守にすることが多かったのは、関係各所の調整や根回し折衝、大金の出納処理、高額貨幣の運搬など、上級官吏にしかできない仕事をこなしていたためだ。

「仕事の話はまだ終わらぬようじゃな。では妾わらわは、ひさしぶりに旧友と語らっておこうかのう」

「はは、すまぬすまぬ。夕刻までには終わらせよう」

　トモカ妃のクレームに、国王は立ち上がった。

　プライベートな場所である後宮、それもまわりに信頼できる者しかいないトモカ妃の庭で、国王とトモカ妃は気軽なやり取りを楽しんでいる。

　そうした場所だからこそ、教会への内通者や不正を働く者の調査の話を堂々とできるのだ。

　公おおやけの場ではありえないトモカ妃の物言いに、サトルの上司は目を白黒させていた。

　もっとも、上司は国王に「ではあちらで話をするか。お主の家の後継の話もあるゆえな」と誘われてそれどころではなくなっていたが。

　庭に置かれた椅子が一つ空いた。

「さて。娘の友人の手紙も預かっておる。座るがよい」

「お妃きさき様、ですが今日の私は護衛でして」

「なに、護衛ならそこな大男がおるじゃろう。ほれほれ、いいからいいから」

　トモカ妃に促されて、背後にいた護衛がはあ、と一つため息を吐つく。

　ウェーブがかった赤茶の髪がさらりと揺れる。

　プレジアと同じ型のプレートメイルを鳴らして、護衛の女性は空いた椅子に座った。

「まったくもう。トモカ様は変わりませんね」

「ふふ、変わらぬのは妾だけではなさそうじゃぞ？　ほれ、これがそなたの娘から届いた手紙じゃ。ようやく渡せるのう」

　着崩した着物風の衣装の胸元から、トモカ妃は一巻きの羊皮紙を取り出した。

　サトルの分身がルガーノ共和国から運んできた、プレジアの手紙を。

　プレジアと同じ髪色で、同じ型の鎧よろいを着た女性が封を解いてさっと手紙を流し読む。

「まったくもう。あの子も変わらないんだから」

　そう言って、プレジアの母親はまたため息を吐いた。

　先ほどと同じように目を細めて。

「旅の様子が一割、ソフィアのことが九割か。やはり変わらぬのう。妾としては少々不安なところじゃが」

「あの子を旅の伴ともにすると決めたのはトモカ様ではありませんか」

「むう……」

　手元を覗のぞき込んでいたトモカ妃がうめく。

　姫様ラブが過ぎることを知りながら、それゆえ「裏切ることはない」と信じた母の懊おう悩のうである。

　手紙を覗き込んだのはトモカ妃だけではなかった。




　プレジアの母親の背後にまわったもう一人の護衛が、肩越しにじっと手紙を読んでいる。

　身の丈は二メートル近く、横幅もどっしりしたフルプレートメイルの巨漢。

　通常よりも大きなタワーシールドは、もはや盾ではなく壁と見み紛まがうほど。

　盾の裏にはめ込んだ戦せん棍こんの先端がタワーシールドの上部から飛び出している。

　威圧感たっぷりの巨漢が、頭をすっぽり隠す兜かぶとの隙すき間まから手紙を覗き込んでいた。

　トモカ妃もプレジアの母親も、咎とがめる様子はない。




「そうじゃ、そなたの娘を伴につけたのは正解だったはずじゃ。サトルをつけた妾の判断も正しかったはずじゃ」

「何かあったのですか？」

　自身に言い聞かせるトモカ妃にプレジアの母親が尋ねる。

　娘からの手紙は、背後に立つフルプレートメイルの巨漢にそっと渡した。

「今日、祈りの間で命の灯ともしびを確認してきたのじゃ。灯はまた消えておった」

　ティレニア王国の王宮地下には、「祈りの間」と呼ばれる部屋がある。

　遠く離れた人物の生死を教えてくれる魔道具マジックアイテム、命の灯が並ぶ部屋だ。

　事前に登録した人物が死ねば、どれだけ離れていようとロウソクの灯が消える。

　当然、王命で旅に出た遣東使も全員が登録されている。

「一度に多くが消えた。遣東使の残りは四組二四人じゃ」

「それは、また……」

「生き残りも、一つの組の大半が消えた。強大なモンスターに襲われたか、あるいは『教会』が手を引く裏切り者でも忍んでおったかのう」

　トモカ妃がきゅっと眉を寄せる。

　今回は一〇組一〇〇人が遣東使に任命されて旅立っている。

　およそ三ヶ月半で、すでに死亡率は七六％だ。

　過去に日の本の国への往復を成し遂げた者はただ一人。

　死亡率九九・九％。ティレニアの王宮での『絶対に就きたくない役職ランキング一〇年連続ナンバー１ワン』は伊だ達てではない。

「じゃから、ソフィアを絶対に裏切らないそなたの娘を伴としたのは正解だったはずじゃ。間違いないはずじゃ」

「ええ、あの子がソフィア姫を裏切ることはありません。カレが教え込んだ通り剣となってモンスターを打ち払い、私が教えた通りその身を盾にしてソフィア姫を守ることでしょう」

「すまぬ……そなたも娘を送って不安なはずだというのに」

「あの子は騎士として育てました。まあ私が何も言わずとも、自分から『姫様の護衛騎士になるのだ！』と言い出しましたからね。何があっても本望でしょう」

　自らの不安を押し殺して、プレジアの母親はトモカ妃を励ました。

　顔を上げたトモカ妃がわずかに微笑みを見せる。

「そういえば、ソフィアからの手紙にはルガーノ共和国のあとはボーデン公国、ダナビウス国を経てポルスカ共和国を目指すと書いてあったのう」

「……では、そのあとは」

「ユークリア王国じゃろうな」

「そうですか……プレジアが、あの地へ……」

　プレジアの母親が、ちらりと振り返る。

　視線の先にいるのは鉄てつ兜かぶとをすっぽりかぶって顔さえ見えない巨漢の護衛だ。

　フルプレートメイルががちゃりと鳴った。

「つくづく、因果は不思議なものじゃのう。片や帰れぬ故郷へ娘が向かい、片や追放された故郷へ娘が向かうとは」

「ええ。でも、カレが穏健派で故郷から追放されたからこそ、私は助かったのです」

「ああ、そうじゃったな。諸国視察の途中で襲われて、危ういところに颯さっ爽そうと現れてお姫様を助けてくれたんじゃったか」

「もう、トモカ様。私はお姫様ではなく女騎士でしたよ。助けられたのは変わりませんけど」

「はっ、勇猛な女騎士が骨抜きにされて、すっかり『お姫様』になっておるではないか」

「あら、トモカ様だってそうですよ。一目カレを見て、薙刀なぎなたで襲いかかったトモカ様はどこにいったのでしょう」

「むっ、あ、あれはその……」

「長い旅の間には『モンスターと共存する国』もあったはずですのにねえ」

「じゃ、じゃが！　仕方なかろう！　オークと女騎士じゃぞ！　だれが恋人同士と思うものか！」

「ふふふ。……それにしても、ユークリア王国ですか」

　たがいの昔を知る旧友二人は、静かな庭で騒がしく語らう。
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　プレジアの母親の背後に立つ巨漢は、我関せずとばかりに直立している。

「カレにとっては忌まわしい出来事だったとしても……私は感謝していますよ。おかげでこうして出会えたのですから」

　プレジアの母親は背後に手を伸ばして、かたわらのフルプレートメイルをそっと触った。

　巨漢がみじろぎして、金属に包まれた手をその手に重ねる。

「カレも怨敵への復ふく讐しゅうを捨てて、私と歩んでくれていますし」

「かーっ、昼間から他人の惚気のろけとは妬やけるものじゃな。妾はたまの逢おう瀬せで我慢してるというのに」

　冗談めかしたトモカ妃の言葉にも、プレジアの母親に堪こたえた様子はない。

　背後に立つフルプレートメイルの巨漢に愛いとしげな視線を送るだけだ。

「でも……プレジアが、私の娘がユークリア王国に向かったのなら──」

　トモカ妃の向かいで、プレジアの母親は獰どう猛もうな笑みが浮かべる。




「カレを追放した者たちを撃滅せよ、我が娘よ」




　プレジアの母親が女騎士の顔に戻って、そう嘯うそぶいた。

　ここではないはるか先に目を向けて、ここにはいない娘に向かって。

　背後で、フルプレートメイルの巨漢ががちゃっと音を鳴らして頷うなずく。




　サトルたちがポルスカ共和国で新たな仲間を加えた頃。

　ティレニア王国の後宮では、そんな会話が交わされていた。

　サトルたちは間もなくユークリア王国に入る。

　プレジアと、プレジアの両親と因縁があるらしい国へ。




　遣東使の生き残り、四組二四名。
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【１】






「美しい景色ですね……」

　ほうっと息を吐いて、馬上のソフィア姫がしみじみと感想を漏らした。

　先導するサトルも馬の横に立つプレジアも、最後尾にいるシファも、足を止めて周囲の景色を眺める。

　水すい棲せい種族と共存する『大河と平原の国』ポルスカ共和国の国境を越えて、一行は新たな国を旅していた。

　ティレニア王国、山岳連邦内のルガーノ共和国とボーデン公国、ダナビウス国、ポルスカ共和国を経て、六ヶ国目。

　ティレニア王国の王都ティレニアを発たってから、三ヶ月と半ばが過ぎた。

　遣東使の任を受けたサトルたちは、『丘と湖が点在する辺境』、ユークリア王国にいた。

　国境を通過してから、およそ一週間が経たつ。

　四人と一頭、もしくは三人と二体が立っているのは、下生えにかすかに轍わだちが残る細い道だ。

　ダナビウス国やポルスカ共和国の、大河の横の整備された道とは違う。

　景色もまた、これまで通ってきた国とは異なっていた。

「ほんと、絵葉書にできそうですね。さすが『丘と湖が点在する辺境』」

「むっ、いい考えだなサトル！　この美しい景色とその中に佇たたずむ小さな女神を絵に残そう！　そしてすべての人間に配るのだ！」

「『のだ』って。なんかどんどん悪化してる気がするなあこの護衛騎士」

　のどかな雰囲気を台無しにするプレジアの大声に、サトルは小さく肩をすくめた。

　お決まりのやりとりにソフィア姫はクスクス笑い、ベスタはぼーっとしている。

　ポルスカ共和国で新たに加わった旅の仲間、シファは、小さな湖をニコニコと眺めていた。

　『丘と湖が点在する辺境』の異名の通り、サトルたちの目の前にはそこそこ高低差のある丘と、低地に溜たまる小さな湖が広がっている。

　湖は草原や林に囲まれて、ところどころに獣、あるいは小さな獣型モンスターの姿が見える。

　一方で、人の姿は見えない。

　国土が広いのに人口が少なく、大きな街がないユークリア王国は『辺境』と呼ばれていた。

　町や村同士の距離は遠い。

　平和だったポルスカ共和国と違って、道中にはモンスターも出る。

　国境付近の村で聞いたところ、ユークリア王国では街や村相互の往来は少なく、自給自足が基本らしい。

「さあ行きましょう、姫様。今日は大きめの村にたどり着けそうです」

「ではお願いしますね、ベスタさん」

「え？　もう行くのサトル様、姫様？　ちょっとぐらい湖で遊んでもいいんじゃない？　ほらほかに人もいないしドラゴンに戻って水浴びでも」

「行くぞベスタ」

「わかりましたサトル様、行きましょう、アタシぜんぜんサトル様に逆らう気はなくてですね常歩なみあしでいいですかなんなら襲歩ギャロップでも」

「サトルさん、湖で遊んでいきませんか？　サトルさんが望むならわたしは服など脱ぎ捨てて、この身体をサトルさんのお好きなように」

「くっ、動揺するな俺。これは魚人これは魚人、本性はサハギン。よし。先に進むぞ、シファ。ああ、シファは湖で遊んでたらどうだ？　なんならそのまま居つくといい」

　シファはスススッとサトルに近寄って、上目遣いで誘惑する。

　だがサトルは、煩悩を断ち切って先に進むことを宣言した。仏か。

「もう、サトルさんったら。我慢しないで欲望を吐き出していいんですのよ？　わたしは諦あきらめませんわ」

　すげなく振られたシファは、片手を頬ほおに当てて艶なまめかしいため息を吐ついた。

　胸元がざっくり開いた服から深い谷間が覗のぞく。

　危うく向けそうになった視線を逸そらしてサトルは歩き出した。

　サトルは鋼はがねの心を持っているわけでも仏なわけでもない。

　シファの正体はサハギンで、人間の姿に見えるのはスキル【人化の術】のせいだとサトルは知っているだけだ。

　いくら積極的に迫られても、サトルにサハギンと触れ合うつもりはない。

「はあ。たいして分身を出してないのに精神的な疲労がヒドい。そのうち慣れるんだろうか」

　肩を落としたサトルの足取りは重い。

　三〇歳の小役人は、遣東使の旅の最中でも苦労性らしい。

「サトル！　モンスターが向かってくるぞ！」

　トボトボと下を向いて歩いていたサトルが、プレジアの警告に顔を上げる。

　見れば、丘のふもとの木立を抜けて、こちらに走ってくるモンスターがいる。

「黒狼ブラックウルフが七匹、冒険者ギルドの推定レベル15ってとこだな。どうする？」

　すっと目を細めて観察したサトルが、モンスターの情報を口にする。

　サトルに焦った様子はない。

　なにしろサトルはレベル65で、護衛騎士のプレジアはレベル39、人化中のサハギンのシファはレベル32で、ソフィア姫さえレベル26。

　全員が黒狼ブラックウルフより格上。

　レベル15のモンスターが群れたところで脅威にはならない。

　ドラゴンが変へん化げした馬でレベル43のベスタなど、すでにヨダレを垂らしている。

　黒狼ブラックウルフがオヤツにしか見えないのだろう。

「私がやろう！　モンスターを倒してレベルを上げて、姫様を守りきれるようになるのだ！　レベルだってベスタに負けていられないからな！」

　背負ったタワーシールドを外して手に持ち、プレジアが両手剣を片手で抜いた。

　ソフィア姫の護衛騎士として、ベスタよりもレベルが低いことが悔しかったらしい。

　レベル65という異常値のサトルは別にして、ベスタのレベルを追い越そうとプレジアは張り切っている。

「がんばってくださいね、プレジア。ケガをしたら言うのですよ。わたくしが治します」

「おおおおおお！　ありがとうございます姫様！　さあ来いモンスターども、私にケガを負わせるといい！」

「おい趣旨変わってるぞ護衛騎士。姫様の【回復魔法】を受けたいからってわざとケガするなよ」

　張り切り過ぎて危なっかしいプレジアを見てもサトルは余裕の表情で、ベスタもシファも、武器を構えるプレジアをぼんやりと眺めている。

　黒狼ブラックウルフの群れは、果敢に四人と一体に向かってきた。

　相手の強さを感じ取れないのか、あるいは縄張りに侵入した外敵を排除する本能が強いのか。

　モンスターが丘を駆け上がり、先頭の一匹がプレジアと衝突する。

　左腕のタワーシールドで黒狼ブラックウルフの鼻面を叩たたいて、右手の両手剣を一いっ閃せん。

　それだけで、一匹目の黒狼ブラックウルフは両断された。

　あいかわらず、両手剣〈オーク殺し〉を片手で扱っている。

　ちょくちょくソフィア姫に見み蕩とれたり触れたり匂いを嗅いで、『八つの戒め』を破って弱体化しても、元の身体能力は同レベルの人間よりも高い。

　プレジアが鎧がい袖しゅう一いっ触しょくで二匹の黒狼ブラックウルフを倒すと、残る五匹は二手に分かれた。

　二匹はぐるりと丘を回り込もうと走り出し、三匹はプレジアの前をウロついて注意を引きつける。

　プレジアが格上だと見て取り、黒狼ブラックウルフは敵の群れの弱いところを突こうとしているのだろう。

　黒狼ブラックウルフが、一番弱そうなソフィア姫と馬を狙う。

「しまった！」

「焦らなくていいぞプレジア、目の前の敵を倒せ。こっちは俺が──」

「〈水射ウォーターショット〉。ふふ、これだけで倒れましたわ。サトルさん、ご褒美をいただけるでしょうか？」

　回り込んできた黒狼ブラックウルフをサトルが攻撃する前に、シファが【水魔法】を放った。

　サトルと戦った時に見せた、勢いよく水を放つ魔法である。

　水は黒狼ブラックウルフに直撃して、弾はじき飛ばされた二匹はぐったりと倒れている。

「ほらまだ息があるし、ご褒美はなしで。ベスタ、殺やっていいぞ」

　本気ではなかったにせよ、シファはサトルと戦って生き延びたレベル32の実力者だ。

　推定レベル15の黒狼ブラックウルフなど相手にならない。

　サトルの指示を受けて、ベスタは馬のまま、倒れる黒狼ブラックウルフの腹を食いちぎった。

　グロテスクな光景にソフィア姫は目をそらし──いや、気にすることなくプレジアの戦いを見守っている。

　モンスターがはびこる世界の八歳児はタフであるらしい。

「ありがとうシファ、ベスタ！　はああああッ！」

　背後の敵が片付いて、プレジアは攻勢に出る。

　踏み込んで両手剣を横薙なぎに一振り、袈け裟さ斬ぎりに一振り。

　それだけで、三匹の黒狼ブラックウルフは瞬殺された。

「さすがですプレジア。ですがもっと仲間を信じてくださいね？　わたくしだって、もうレベル26なんです。オオカミさんの一匹や二匹……」

「姫様の勇ましさはきっと戦乙女の生まれ変わりに違いありません！　とても見たいですがやはり私は護衛騎士！　もっと力をつけなくては！」

「まあいまのは問題ないだろ。迷わず目の前の三匹を切り捨てれば、回り込んだ二匹にも間に合っただろうし」

「な、なんと……サトルに慰められるとは……」

「おい俺をなんだと思ってるんだ護衛騎士」

「サトルさん、わたしは活躍したと思いますの。本当にご褒美はいただけないのでしょうか？」

「ないです。なんだこれ面倒臭い。はあ、次からシファが戦闘に参加する前に片付けよう。いやいっそ分身を先行させてぜんぶ片付けるか」

　サトルは戦闘よりも、仲間の言動にグッタリしていた。

　チラッと目を向けたベスタは、獲物の血で口元が真っ赤になっている。

　シファが加わって戦力は充実したものの、サトルの気苦労は倍増したのかもしれない。




「くっ、小さいけれど数が多い！」

「慌てるなプレジア。姫様はベスタに乗ってるし、こっちでフォローする」

「だがしかしサトル！　私は姫様の護衛騎士なのだぞ！」

「レベルを上げたいって前に出たのはプレジアだろ。ここは俺たちを……少なくとも俺を信用しろって」

「プレジア、わたくしは大丈夫です。こちらを気にせず戦ってください」

「かしこまりました姫様ぁ！　むうっ、ちょろちょろと！　そもそも小鬼ゴブリンがいなければ姫様を護衛できたのに！」

「何からだよ。小鬼ゴブリンがいなかったら戦闘になってないだろ」

　黒狼ブラックウルフを退けたあと、ユークリア王国の丘陵にまた喧けん騒そうが響いていた。

　一人モンスターと戦っているのはソフィア姫の護衛騎士であるプレジアだ。

　レベルを上げるべく前に出たのに、モンスターの数の多さに手間取っている。




　プレジアと戦っているのは、身長一メートル三〇センチほどで緑色の肌、額に小さなツノを持つ人型のモンスター。

　小鬼ゴブリンである。

　現れたのは、一〇匹の小鬼ゴブリンの群れだった。




「推定レベル10。一匹一匹は弱いけど、遠距離攻撃も範囲攻撃もないプレジアとは相性が悪いかもなあ」

　プレジアと小鬼ゴブリンの戦いを眺めながら、サトルが暢気のんきに呟つぶやく。

　いまのところプレジアは一〇匹のゴブリンの注意を引きつけて、後ろに逃がすことはなかった。

　小鬼ゴブリンは黒狼ブラックウルフよりも知能が低い、あるいは狩りが下手なのだろう。

　まあ逃したところで、レベル10のモンスターなどレベル65のサトルはもちろん、ベスタやシファ、ソフィア姫でさえ楽勝なのだが。

　プレジアが一人で戦っているのは「集団相手でも姫様を守りきれるようになりたい」という本人の希望だ。

　いわば練習台である。

　ゲギャグギャと騒がしい小鬼ゴブリンは、両手剣〈オーク殺し〉で斬り伏せられて一匹、タワーシールドでシールドバッシュされてまた一匹と数を減らしていく。

　緑色の小鬼ゴブリンが横にまわるそぶりを見せると、プレジアはためらうことなく突っ込んで切り倒す。

　すぐに戻ってきて、ふたたび小鬼ゴブリンとソフィア姫の間に立った。

　レベル差によるゴリ押しである。

　戦いにくそうな相手でプレジアは手間取ったものの、やがて一〇匹の小鬼ゴブリンはすべて倒れた。

　戦闘を終えたプレジアがふうっと大きく息を吐く。

「まだまだだな、私は」

　血に濡ぬれた丘の上で、プレジアはがっくりと肩を落とした。

　推定レベル10の雑魚モンスターを討伐するのに時間がかかったことを悔やんでいる。

「……なあ、騎士団じゃ一対集団の戦い方を教わらないのか？　護衛騎士なんだからそういう状況も訓練してそうだけど」

「サトルさん、一対集団になった場合、護衛騎士の使命は『対象を守りながら時間を稼ぐこと』です。そうすれば援軍が来ますから」

「それでも私は、先輩たちに手伝ってもらって一対集団の自主練をしていたのだ。激しい訓練で傷を負って、姫様に癒やしていただく至福の時だった」

「趣旨変わってるぞプレジア。癒やしてもらうのがメインになってる」

　サトルが突っ込む。

　プレジアは肩を落としたままで、ソフィア姫は心配そうに護衛騎士を見つめている。

「それに傷を負ったってことは、訓練でもうまくいかなかったのか。姫様、近くに援軍がいない時はどうするんですか？」

「その、わたくしが王宮から出ることはありませんでしたから……その場合は、複数の護衛がつくと思うのですけれど……」

　第八側そく妃ひの娘だったソフィア姫がティレニアの王宮を初めて出たのは、遣東使として旅立つ時だった。

　いかに立場の低い側妃の娘であっても、王宮内で襲われればすぐにほかの護衛が駆けつけることだろう。

　ソフィア姫を守りながら時間を稼げれば護衛騎士の、プレジアの勝利である。

　プレジアが「一人で守りながら集団を討伐する」ことが苦手なのも無理はない。

「あのアタシだったらブレスでなぎ払うかドラゴンに戻って尻尾でやっつけるんですけどサトル様はどうするんですか？　ひょっとして群れとの戦いならアタシが最強で」

「ははっ、冗談がうまいなベスタ。俺なら？　【分身術】で、群れよりもっと大人数になってボコればいいだろ」

「ひっ。サトル様がいっぱいになってみんなで攻撃してそうだアタシは川原でそうやって痛くて死にたくなくてがんばって馬になってでも叩かれたのがちょっと気持ちよくて」

「まあ、ゴブリン程度ならニョイスティックを伸ばすだけで倒せそうだけど」

　ガタガタ震えだしたベスタをよそに、サトルは涼しい顔をしている。

　ベスタはいまだに過去にとらわれているらしい。

　サトルがときおり思い出させるような言動をするのは、ドラゴンであるベスタの反抗心を折るためだろう。きっとそうだ。

「はあ、私も分身できればなあ。そうすれば姫様の剣になって、同時に姫様の盾になれるものを」

「【分身術】は固有ユニークスキルっぽいから無理だろうな。それにプレジアが複数って大変そうだ」

「分身して姫様の剣となり盾となり！　鎧よろいとなり服となり！　いっそ姫様の肌ぎ──」

「妄想が漏れてるぞ護衛騎士。今回みたいに雑魚相手に手が足りないんだったら、盾を置いて両手剣とピッチフォークの二刀流？　二長柄武器流？　にしたらどうだ？」

「姫様の護衛騎士である私の本分は姫様の身を守ることだ！　この盾を置くなどとんでもない！」

「さっき姫様の身が危なくなりそうな発言してたけど」

「それにこの盾は、騎士の家系である母から受け継いだ盾なのだ！　騎士として、これで主あるじを守るようにと！」

「父親から継いだ両手剣、母親から継いだタワーシールドか。……え、待って、プレジアの母親が騎士の家系？　つまりオークと女騎士の夫婦……？」

「うむ、母様の一ひと目め惚ぼれからはじまった純愛でな！」

「うんそれは聞いたけども。ええ……異世界どうなってんすか……」

　プレジアはすっかり気を取り直し、今度はサトルががっくり肩を落とす。

　一八歳から一二年間暮らしても、サトルは異世界の恋愛事情を理解できていないらしい。

　おかげでサトルは三〇歳にしていまだに素人童貞である。

「うふふふふふ。オークとヒトのメスが恋をするんですもの。サトルさんがわたしといたしてもおかしくないのではありませんか？」

「いたしません。おかしいです」

　肩を落としたままシファの誘いを跳ね除のけて、サトルはトボトボと歩きだした。

　慰めるようにベスタが鼻面をサトルに押し付けて、馬上のソフィア姫はなんと言葉をかけていいのかわからずオロオロしている。

　キョロキョロと周囲を見渡したソフィア姫は、獣けもの道みちの先の景色に目を留めた。

「ほ、ほらサトルさん、遠くに何か見えますよ、あれが今日の目的地の村ではないでしょうか」

　露骨な話題転換である。

　だが、サトルの気を逸そらすには充分だった。

　丸まった背筋を伸ばして、サトルが獣道の先、ソフィア姫が指さす方向に目を向ける。

「ここからじゃ見えませんね。でもそろそろ見えてきてもおかしくないはずです」

　馬上にいるソフィア姫はサトルより視点が高い分、遠くが見えたのだろう。

　まだ見えないサトルも、気を取り直してスタスタと歩き出した。

　ソフィア姫を乗せたベスタも、ブツブツ言いながらしきりに腕を動かして戦いを振り返るプレジアも、ニコニコとサトルを見つめるシファも後に続く。




　ティレニア王国を出てからおよそ三ヶ月半。

　湖水を渡った冷たい風がサトルのマントを揺らす。

　いまだサトルに春は来ない。

　レベルではないレベルを上げれば、特殊な春は迎えられるのだが。

　サトルにその気はない。





【２】






　黒狼ブラックウルフと小鬼ゴブリンを倒して旅を続けたサトルたちは、今日の目的地に到着した。

　ユークリア王国の小さな湖のほとりにある、大きめの村だ。

　湖がある方向を除いて、村は丸太を地面に突き刺した木の杭くいで囲われていた。

　村の中にも農地があるらしく、サトルたちは畑の間の土の道を歩いていく。

　ポツポツと建つ家屋は丸太を組んだ木造だ。

　家畜もいるのか、どこからか独特の獣臭が漂ってくる。

「この村の家は、木をそのまま使っているんですね」

「ログハウス、まあ丸太小屋ってヤツですね。おそらくこの村は森を切り拓ひらいて作ったんでしょう」

「うふふ、こんなに水場が近いなんて、とても素晴らしい村ですわ。いかがですかサトルさん、このあと水場でしっぽりと」

「しません。姫様、この村には宿があるそうです。そちらに向かいましょう」

　どこか牧歌的な風景に、ソフィア姫やシファは喜んでいた。

　ユークリア王国には大きな街はなく、こうした村落が点在するのみだった。「辺境」と呼ばれる由縁である。

　南部には国王がいる「王都」も存在するが、ティレニア王国やダナビウス国、ポルスカ共和国の首都と比べるとさほど大きな街ではないらしい。

　自給自足を基本として、まれに近隣の村と交易する。

　ときおり訪れる旅人や冒険者、行商人は情報源として歓迎される。

　ユークリア王国で訪れたいくつかの村で実際にサトルたちは歓迎されたし、道中で人とすれ違うことはほとんどなかった。

「こうなると、防衛戦力はどうしてるか気になるな。モンスターは普通に出てくるし、でも冒険者ギルドもなくて門のところにいたのは自警団で」

「わたしたちの仲間の気配もありませんもの、たしかに気になりますわ」

　サトルの独り言に反応したのはシファだ。

　平和だったポルスカ共和国は、水すい棲せい種族であるサハギンと共存していた。

　サハギンはポルスカ共和国内を流れる大河や水場で、あるいは人化して街や村の中に住んで、水場に近づくモンスターを退治していたのだという。

　サハギンは人間に防衛戦力を提供して、サハギンに求められた人間は子をなす手伝いをする。

　たがいの繁栄のために手を取り合った「共存」である。決して人身御供ではない。

「村人が戦えるのではないか？　山岳連邦ではそうだったろう？」

「どうだろうなあ。ルガーノ共和国とボーデン公国の人は明らかに体つきがよかったけど、この辺の人はそうでもないし」

　サトルは、農作業からの帰りらしい村人たちにチラッと目を向ける。

　ひさしぶりの旅人として歓迎されているようで、村人たちは笑顔で手を振ってきた。

　プレジアがぶんぶんと手を振り返し、馬上のソフィア姫も控えめに手をあげる。

「……さすが、元の世界で『美人が多い』って言われてたあたり。この世界でもやたら美男美女だらけなんですけど」

「サトルさん？　ポルスカ共和国でもそのようなことを言っていませんでしたか？　美しい女性が多いと」

「あー、たしかに言いましたけどあれは」

「たいてい、わたしたちが人化した姿ですわ。そう、サトルさんはわたしたちを美しいと。うふ、うふふふふ、これはもっと積極的にアピールするべきですわね」

「やめてください。たしかにキレイだと思いますけど、正体はサハギンって知っちゃったんで」

　両手を頬ほおに当ててヒジでむにゅりと双丘を押し潰つぶして、シファはくねくねしている。

　そのやたらエロい美女を見ないように、サトルは視線を外してため息を吐ついた。

「ってことは、この国の美男美女もモンスターが人化してるだけの可能性が……？　ああもう、サハギンのせいで見た目を信じられなくなってきた」

　異世界の不条理にサトルは頭を抱える。

　ポルスカ共和国で美女に言い寄られた事件はサトルの心に深い傷を残しているらしい。

　まあ、シファがいるため現在進行形なのだが。

　重い足取りのまま、サトルは湖を目指した。

　やがて見えてきたのは、やはり木造の丸太小屋だった。

　村唯一の宿にして居酒屋であり、祭りの時には宴会料理を作る調理場となるらしい。




「この飲み物はなんでしょうか。香草茶のような風味と甘さ、それに少ししゅわしゅわします」

「くうっ、姫様の表現のなんとかわいらしいことか！　今日からこれは『しゅわしゅわ』だ！」

「微炭酸の甘い麦茶って感じかなあ。これ俺は苦手だわ」

「うふふ、人間はいろいろ工夫して、本当におもしろいものですのね」

　村唯一の宿の一階は土間で、村人たちも利用する食堂になっている。

　客室は二階にある大部屋一つだったが、ほかに宿泊客がいないためサトルたちの貸切だ。

　宿に着いたサトルたちは、一度二階にある部屋にあがって旅装を解いた。

　ひと休みして食堂で夕食を済ませ、食後にサービスで運ばれてきた飲み物を口にしたところだ。

「そいつはライ麦やら麦芽を発酵させて作ったモンですよ、旅人さん。このあたりじゃそれぞれの家で作って、よく飲まれてるんですがね」

「ああ、やっぱり原料に麦が入ってるのか。そりゃ麦茶っぽいよなあ。……待って、発酵？　アルコール分は？　おっさん、これを飲んでも酔わないだろうな？」

「心配ねえですよ。お嬢ちゃんがいることはわかってましたから、ちゃんと酔わねえヤツを持ってきました」

　この世界では、少なくともティレニア王国では、年齢で飲酒が禁じられることはなかった。

　経験則なのか、幼いうちからお酒を飲ませることは避けられていたが、法律はない。

　とはいえサトルは、八歳のソフィア姫にお酒を飲ませるつもりはないらしい。

「『酔わねえヤツ』か。んじゃアルコール分が入ってるヤツもあるんだろうなあ」

　サトルはまた木のコップに口をつけて、顔をしかめた。

　麦茶に近いのに甘くて微炭酸で、違和感があるのだろう。

「それにしても、おっさんまでイケメンすぎる。これで耳が尖ってたら『実はエルフの里』って言われても信じるところだな」

　サトルは、飲み物を運んできた男の背中を目で追った。

　宿を仕切っているのはおっさんだが、ガサツな物言いが似合わない細身の美中年だった。

「なあ、旅人さん。よかったら旅の話をしてくれねえか？」

「俺からも頼む！　村にゃ娯楽が少なくてなあ」

「なに、旅人さんにとっては普通の話だっていいんだ。俺たちは知らねえことだからな」

　サトルたちが食事をしている間は気を遣っていたのだろう。

　ほかのテーブルで飲み食いしていた男たちが、遠慮がちにサトルに話しかけてくる。

「あー、まあ少しなら」

　サトルたちがこうして話をせがまれるのは初めてのことではない。

　モンスターがはびこるこの世界では、旅は危険なものだ。

　見慣れた行商人や徴税人とも違う旅人など、農村に訪れることは滅多にない。

「では私が！　姫様がなんと可か憐れんで美しく賢く健けな気げで勇敢なのか語ろうではないか！」

「……は？　そのお嬢ちゃんは、姫様？」

「はは、やだなあ、本物の『姫様』じゃなくて愛称だ愛称。ほら、おっさんたちだって自分の娘が小さい頃に『ウチの姫様はかわいいなあ』とか言ったことあるだろ？」

　拳を振り上げて演説をはじめようとしたプレジアの口をサトルが手で塞ふさぐ。

　ソフィア姫が立ち上がったプレジアの手を引いて座らせて、困った顔でぺこりと頭を下げた。

　とりあえず、おっさんたちはサトルの言い訳に納得したようだ。

「そう、あれはサトルさんたちがポルスカ共和国を旅していた時のことですわ。わたしは、ひょんなことからサトルさんに戦いを挑みましたの」

「おいそっちも黙ってください。なんだこれヒドい」

　うっとりと語り出したシファの口を、サトルがもう一方の手で塞ぐ。

　口に触れた手のひらをねっとりと舐なめられて、サトルが「ひゃいっ」と変な声を出した。

　食堂に並ぶ美男美女、美中年や美魔女は、サトルたちのやり取りに笑っている。

　娯楽が少ない村では、つたない話術や掛け合いでも喜ばれるらしい。

「なんならプレジアとシファは上に戻ってたらどうだ？　俺はちょっとダナビウス国の大河にいた大亀ヒュージタートルの話でもして、このあたりの話を聞いて」

「わたくしはみなさんと一緒に聞きますよ、サトルさん」

「姫様が残るというのならば、護衛騎士たるこの私が残らぬはずがない！」

「設定、護衛っていう設定なんです。ほら、おっさんの子供たちもこういう感じの空想をしてたでしょ？」

「ではわたしは上で体を拭ぬぐっておきますわ。サトルさん、今夜もお待ちしておりますね。湖から水を運んで」

「おいやめろ『今夜も』って昨日したみたいに聞こえるだろ。そんな日は来ないから待たなくていいです」

　まだ話ははじまっていないし、サトルたちの会話をすべて理解したわけではないのに、集まった村人たちはやり取りに笑っていた。

　サトルが旅の話をはじめると、食堂に人が増えてくる。

　中には酔っ払って帰る者もいたし、入り口から食堂を覗のぞいて去っていく者もいた。

　時々ソフィア姫がサトルの話を補足して、『姫様と護衛騎士』を妄想だと思われたプレジアは残念な目で見られていた。

　ベスタは宿の裏手の馬屋でのんびりしている。

　サトルが話を終え、喝采を浴びながら二階の客室に上がったのは、夜が深まってソフィア姫がウトウトしはじめた頃である。

　昼間は黒狼ブラックウルフや小鬼ゴブリンと戦ったものの、村に着いてからは穏やかな、楽しい時間だった。




　その夜、事件が起きる。





【３】






　ユークリア王国の、湖に面したとある村。

　深夜、村は静まり返っていた。

　ひさしぶりの旅人に沸いた湖畔の宿もいまは静かなものだ。

　ちゃぷっとかすかに水音がする。

　しばらくすると、湖のほとりにポタポタと水滴が垂れる音が続いた。

　押し殺したような息遣いも。




　村への侵入者である。




　月を隠していた雲が晴れて、侵入者の姿が月明かりに照らされる。

　大柄な人間が五人ばかり。

　ボロボロのフードをかぶっていて、その顔は見えない。

　手にした刃やいばが月光を反射してきらめいた。

　侵入者は迷うことなく一つの建物に向かう。

　村唯一の宿に、めずらしく旅人が宿泊していることを把握しているかのように。

　キイッと扉を開く音が鳴り、一階の土間に五人が忍び込む。

　宿の管理を任された村人が起き出す様子はない。

　大柄な男たちの重みで二階へ続く階段がきしむ。

　旅人が起き出す様子もない。

　宿の二階の客室は大部屋が一つだけだ。

　壁や扉で仕切られることはなく、階段を上ればすぐに客用のスペースになっている。

　二階というよりも、広いロフトといった方が近いだろうか。

　五人の侵入者は、階段の上部で一度立ち止まった。

　たがいに視線を合わせて頷うなずく。

　ここまで静かに行動していたことが嘘うそのように、侵入者は残りわずかの階段を駆け上がった。

　ダダダッと音が響いても、宿のおっさんも旅人も、起き出す様子はなかった。

　まるで、薬や魔法で深い眠りに落ちているかのように。




　最初に二階に上がった侵入者は入ってすぐに立ち止まり、手にした長剣を構えてキョロキョロと部屋の中を見渡す。

　続く二人はその左右で武器を構え、旅人が寝ていることを確認して後ろに合図を送る。

　最後の二人の手に武器はなく、すっぽりと人が入りそうなほど大きな麻袋を手にしていた。

　旅人を害するのではなく、さらう魂胆なのだろう。

　村人に気づかれぬよう静かに侵入して、旅人が寝ているスキに拐かどわかす。

　誘拐は成功するはずだった。




　旅人に、一人の男がいなければ。




　ごすごすっ、と鈍い音が二つ。

　麻袋を手にした二人の侵入者が倒れた。

「んー、盗みじゃなくて誘拐っぽいなあ。俺もプレジアも起きないのは薬か？」

　荷物の陰に隠れていた、一人の男の手腕である。

　一瞬のうちに、侵入者の頭部を杖つえで攻撃して二人を昏こん倒とうさせる。

　レベル65の身体能力と伸縮自在のニョイスティックを利用した攻撃だった。

「起きろ俺！　プレジア！　姫様とシファも！　盗賊だ！」

　叫びながら、サトルの分身はまた一人の敵を倒した。

　侵入者に対抗するだけなら、護衛騎士はともかくソフィア姫を起こす必要はない。

　だがここは村の中で、宿の二階だ。

　堂々と侵入する敵を発見したサトルは「おいはぎ宿」、もしくは「村ごと敵」であることを警戒したのだろう。

　室内用に短くしたニョイスティックでもう一人の侵入者を倒し、最後の侵入者の剣を跳ねあげる。

　はらり、と侵入者のフードがずり落ちた。

「……んん？」

　つばぜり合いの格好で侵入者と向き合ったサトルが、ほのかな青い光に照らされた侵入者の顔を見て首を傾かしげる。




　小さな目につぶらとも見える黒い瞳、潰つぶれた平たい鼻。

　下した顎あごからは短く鋭い牙が飛び出している。

　薄汚れた肌はやけにピンクがかって、分厚い脂肪で表情は読めない。

　額の両端に短く小さな角がある。

　フードの下にあったのは、豚を醜悪にしたような顔だった。

　豚やイノシシに似た顔で、二足歩行して武器を振るい、人間を襲うモンスター。




「…………オーク、か？」

　間近で見たモンスターの正体に疑問を抱きながらも、サトルは力で無理やり押し込んで杖の先端を向ける。

「まああとでいいや、伸びろニョイスティック！」

　ニョイスティックを伸ばした。

　オークっぽい侵入者は対応できず、鼻面にもろに打突を食らう。

『ふごっ』

　一声悲鳴を漏らして、どうっと倒れた。

「悲鳴が豚っぽかったなあ」

　サトルの感想は、襲撃者の苦痛の呻うめきにかき消された。




「これは？　姫様ご無事ですかッ!?　護衛たる私がなんたる失態！」

「静かにしろ、プレジア。俺も姫様もシファもみんな無事だ。ベスタは知らないけど、まあ問題ないだろ」

「サトルさん、この方たちは？　それにわたくし、なんだか頭が重いような」

「やっぱり盛られたっぽいですね。食事する前に分身を出しておいてよかった」

「薬など盛らなくても『動くな』と命じてくだされば、サトルさんに何をされてもわたしは受け入れますのに」

「盛ったの俺じゃないから。人聞きの悪いことを言うなシファ。あと艶なまめかしい動きもやめてくれませんかねえ」

　サトルと、起こされたサトルの二人がかりで五人の襲撃者を縛り終えると、ようやくプレジアとソフィア姫とシファが目を覚ました。

　プレジアとソフィア姫は眠気を飛ばそうとしきりに首を振り、シファはベッドの上で身み悶もだえしている。

「それで、だ。プレジア、この襲撃者たちはオークっぽいんだけど。……知り合いか？」

「むっ？　ちょっと待ってくれ、サトル」

　のそりと上体を起こしたプレジアは、緩慢な動きで自らの武器を手にした。

　オークである父親から受け継いだ両手剣〈オーク殺し〉をすらりと抜く。




　刀身が、青く光っていた。




「うむ、間違いない！　そいつらはオークだ！」

「……は？　そういえばさっきも月明かりなのにやけに青っぽいなとは思ってたけど。プレジア、その光は？」

「この魔剣〈オーク殺し〉は、近くにオークがいると青く光るのだ！」

「おいやめろプレジア、話が違う。名前も違う」

「父がこの剣を振るう時は常に光り輝いていたのだ！」

「お父様はオークだもんね。光の警告がまったく役に立ってない」

「だが力は受け継いだというのに、私は〈オーク殺し〉を光らせることができず……こうして光っているのを見るのはひさしぶりなのだ！」

「おいプレジア、それじゃオークになりたがってるように聞こえ──」

　サトルの言葉の途中で、宿に隣接した馬屋からいななきが聞こえてくる。

　馬の、というかベスタのいななきである。

　人里にいるため「人語を話さない」という約束を守りながら、サトルたちに警告を送ったようだ。

　サトルは階段の警戒をサトルに任せて、鎧よろい戸どの隙すき間まから外を見た。

「誰か来るぞ。村人っぽい人と顔を隠したヤツの集団で。俺が足りるかな？」

「この程度の相手なら問題ないだろ。オレイチ、いちおうフードで顔を隠しておいてくれ。【分身術】は秘密にしたい」

　サトルがサトルと話し合っているうちに、プレジアは縛られたオークとソフィア姫の間でタワーシールドを構えた。

　ソフィア姫とシファもようやく警戒態勢をとる。

　宿の二階の客室は、〈オーク殺し〉の青い光にぼんやりと照らされている。

　と、青い光がいっそう強まった。




「サトル。近づいてくるのは、オークだ」




　ユークリア王国の湖のほとりにあるのどかな村。

　深夜の襲撃は、まだ終わらない。




　階段から見えない場所に陣取ったプレジアが、両手剣〈オーク殺し〉を片手で振りかぶった。

「はああああああッ！」

「ええ……？　父親がオークで、オークと人間の娘なのにためらいなくオークを殺そうとするのか？」

　プレジアの裂れっ帛ぱくの気合いと、呆あきれたようなサトルの声。

　重なるように、もう一つの声が響いた。

「待ってください旅人さん！　そのオークはいい方のオークなんです！」

「むっ！」

「…………は？」

　プレジアが振り下ろした両手剣は、階段から上がってきたフード付きローブを切り裂く直前で止まった。

　プレジアが止まり、フード付きローブの巨漢が止まり、サトルがフリーズする。

　バタバタと足音を立て、巨漢の横をすり抜けて、一人の男が二階に顔を出す。

　村唯一の宿の管理を任された、人間の村人である。

「姫様、いかがしましょうか？　オークは斬るべきでしょうか？」

「まずは話を聞きましょう。宿のご主人さんは『いい方のオーク』だと言っていましたから」

「『いい方のオーク』ってなんだよ……あとプレジアは『オーク即斬ざん』みたいになってるし……お父さんはオークなんじゃないのか……」

　ソフィア姫の言葉に従って、プレジアは剣を下ろした。

　タワーシールドはそのままで、ソフィア姫とオークの間に立ち塞ふさがっているあたり、警戒は解いていないのだろう。

　青い光に照らし出された客室に、サトルのボヤキが虚むなしく響く。

　ひとまず戦闘は回避されたようだ。




「はあ、オークには豚人オークと豚鬼オークの二種が存在すると。それで俺たちをさらおうとしたのは悪い方の豚鬼オークで、駆けつけてきたのがいい方の豚人オークだと」

「旅人さんには姿を見せねえよう気をつけてるんですが、この村には『いい方のオーク』も暮らしてます。モンスターのオークは豚鬼のことで、豚人はよく似た別の種なんです」

　村唯一の宿の管理人は、そう言ってちらりと隣に座るオークを見た。

　オークがぺこりと頭を下げる。

　つられてサトルも会釈して、縛られて転がる五匹の豚鬼に目を向ける。

　見た目の違いはほとんどない。

　ただ『いい方のオーク』だという豚人は清潔で、あと『悪い方のオーク』だという豚鬼には額の両端に短い角が生えている。

「ややこしい……これ見分けられる気がしないんだけど……」

　薄汚れた豚鬼と豚人を見比べる。

　明かりを灯ともした食堂では見分けられるが、暗い夜や森で遭遇したら、一瞬で見分けるのは困難だろう。

　村人によれば、ユークリア王国のこのあたりには、豚人も豚鬼もどちらも存在するらしい。

　旅の困難を思って、サトルは頭を抱えた。

　並んで座るサトルとソフィア姫とプレジアとシファを前に、食堂のイスに座った豚人は「申し訳ない」とでも言うように小さくなっている。

『アイツらが迷惑かけて申し訳ねえです』

『いや実際に言うのかよ』

　謝罪する豚人に、サトルは思わず突っ込んだ。

　態度から読み取ったのと同じタイミングで謝られたことに驚いたようだ。

『わたくしは気にしていませんよ、豚人オークさん。豚人オークさんと豚鬼オークは違う種族なわけですし、悪いのは襲撃してきた豚鬼オークですから』

「姫様の御み心こころはティレニア海より広いに違いない！　『そうだぞ、悪いのはアイツらであってオークではないのだ！』」

　ソフィア姫とプレジアの言葉に、豚人は分厚い胸をほっと撫なで下ろした。

　どこか愛あい嬌きょうのある振る舞いも、豚鬼との違いだろう。

　よく似ているが違う種族だと旅人に理解してもらえたことで、宿の主人の緊張もほぐれる。

　襲撃者をどうするかサトルが話を進めようとしたところで、口を挟む者がいた。

「あの……みなさん、突然変な言葉を話しはじめてどうしたんですの？　その『いい方のオーク』さん？　の言語なのでしょうか？」

　シファである。

　人化状態のままピタッと密着してサトルの腕に胸を押し当てているシファである。

「は？　変な言葉？　いや豚人オークは普通に人間の言葉を──」

「シファさんには『翻訳の指輪』を渡していませんでしたね。わたくし、うっかりしていました。プレジア」

「かしこまりました姫様！」

　首を傾げるサトルをよそに、プレジアは腰につけた小さなマジックバッグに手を突っ込む。

　サトルがダンジョン踏破の際に手に入れた肩掛けカバン型のマジックバッグではなく、ソフィア姫が持ってきた小さなタイプの方である。

　ソフィア姫やプレジアの衣類と身のまわりの品が入っているマジックバッグで、サトルは中身を把握していなかった。

　そのマジックバッグから、プレジアが指輪を取り出した。

「シファ、この魔道具マジックアイテムを指につけておくように！　たいていの言語を理解できるようになる翻訳の指輪だ！　旅の必需品だな！」

「まあ、ありがとうございます。サトルさん、つけていただけますか？」

　プレジアから受け取った指輪を、シファはサトルに差し出した。

　サトルは受け取らない。
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「そこは自分でつけてくれ、なんか変な気持ちになるから。じゃなくて。え？　翻訳の指輪？　旅の必需品？」

「はい、そうですサトルさん。山岳連邦ではティレニア語も通じますが、そこから先は通じません。ポルスカ共和国とユークリア王国はほぼ同じ言葉のようで、シファさんに渡し忘れ──」

「待って、待ってください姫様。俺、もらってないんですけど」

　就寝中に襲撃されて起き出したため、サトルたちは旅装ではない。

　ソフィア姫こそ着替えたが、サトルはラフな格好のままで手はむき出しだ。

　サトルの一〇本の指には、どこにも指輪が嵌はまっていなかった。婚約指輪も結婚指輪もない。そもそも相手がいない。その気になれば魚人はいる。

「え？　で、ですが、サトルさんはこれまでどの国でも言葉が通じて、ですからわたくし、渡していたとばっかり」

「オロオロする姫様は小動物のようでかわいらしいです！　落ち着いてください姫様、通じているのだから問題ないではありませんか！　サトルは博識なのだな！」

「あー、そっか、そういえば俺は最初から言葉が通じたっけ。文字は勉強したけど」

　一八歳でサトルがこの世界にやってきた時から、サトルはこの世界の言葉を理解できた。

　日本語でも英語でもイタリア語でもドイツ語でもないのに、自然と。

　サトルのチートはスキル【分身術】だけではなかったようだ。だが、「スキル」としての判別はない。

「……まあ、『言葉が通じないかも』って心配がなくなったから良しってことで。ポジティブに考えよう、うん、そうだ」

　虚空を見つめてサトルがボヤく。

　考えても理解できないことは棚に上げたらしい。

　さすが、元の世界への帰還も冒険者生活も諦あきらめて、異世界転移の謎もスキルの理不尽もすべてを棚に上げて、小役人として満ち足りた生活を送っていた男である。

　苦労性なのは旅に出ても変わらないようだが。

「言葉はそれでいいとして。それで、あのモンスターで『悪い方のオーク』はどうすればいいんだ？　村に任せていいか？」

　逸それた話を戻して、サトルは宿の主人に質問する。

　縛られた豚鬼はフゴフゴ鳴いているが、サトルには理解できない。

　翻訳の指輪をはめたソフィア姫たちも理解できないあたり、言語ではないのだろう。

「そうだ！　アイツらついにオラたちの村に手を出しやがった」

「柵がない湖から侵入して迷わずこの宿を狙うなんて、村に裏切り者がいるに違いねえ」

　本題を思い出して、宿の主人と豚人がいきり立つ。

　同じ村で暮らしているだけあって、宿の主人は豚人の言葉がわかるらしい。

「しかも旅人さんが来てるからオラたちが出てこないはずだってわかってたっぺ」

「旅人さん、コイツらは俺たちに任せてくれ。裏切り者をあぶり出してやる」

「裏切り者ねえ。おっさんが料理に変なものを入れてないことは確認してたし……怪しいのは飲み物か？」

　これまでの旅の間、就寝中のプレジアは小さな物音でも目を覚ましていた。

　見張りを分身に任せきりだったサトルはともかく、訓練を積んだ護衛騎士のプレジアが襲撃に気づかなかったのはおかしい。

　サトルは眠り薬を盛られたのではないかと疑念を持っている。確信している。

　怪しいのは料理ではなく、壺つぼで提供された独特な風味の飲み物だ。

　ちなみにサトルの「変なものを入れてないことは確認してた」は、こっそり分身で調理場を見張っていたゆえの発言である。

「くっ、すまねえ旅人さん。あの微炭酸飲料ワスクは村人が自分で作ったものを持ち寄ったもんなんです。くそっ、どれだ、どいつが」

「オラ許せねえだ！　薄汚い豚野郎め！」

「ええ……？　豚人オークが豚鬼オークを前に『豚野郎』って、俺もう豚野郎が悪口なのか自信ないんだけど……」

　モンスターで悪い方の豚鬼オーク、人とともに暮らすいい方の豚人オーク、家畜の豚、罵ば倒とうの言葉らしい「豚野郎」。

　ユークリア王国における「豚」は複雑らしい。




　サトルたちを襲った豚鬼を村長と自警団に引き渡して、深夜の宿の食堂で情報交換が続いていた。

　眠り薬を入れて豚鬼を手引きした裏切り者の調査は、別の場所で行われている。

　村に一つしかない宿を任される主人は村内の中心人物だったようで、サトルたちに近隣の情勢を語って聞かせる。

　サトルが元いた世界のウクライナあたりにあるユークリア王国の北東部は、人間のほかに豚鬼と豚人が住んでいるのだという。

「豚鬼どもは人間も襲えば豚人も襲う。アイツらはモンスターで獣ケダモノなんです」

「俺たちが狙われたのはなんでだ？　村に侵入したんなら倉庫なり家畜小屋なり、もっと狙いどころはあったと思うんだが」

「あー、それはなあ」

「アイツらの狙いなんて単純だべ。狙いはオナゴだ。豚鬼は人間をさらって、その」

「おいやめとけ、お嬢ちゃんに聞かせる話じゃねえよ」

「ああ、やっぱ豚鬼オークはそういう。ん？　でも村にだって女性はいて、しかもモデル体型の美人さんだらけで」

「豚鬼どもは基準が違うんでしょう。お嬢ちゃんはともかく、そっちの二人はデカいから」

「プレジアは身長が、シファはいろいろな。なるほど、大きさが重要だと。襲撃してきた豚鬼オークはデカかったしなあ」

　夕方に到着して村の中を通った時も、宿の食堂で話をした時も、村人はモデル体型の美男美女、美中年に美魔女だらけだった。

　土地柄だけでなく、豚鬼と戦ってきた長い歴史の中で、大柄な女性や肉づきのいい女性が狙われてきたのだろう。ロクでもない淘とう汰たである。

「豚人の方はコイツみたいに村で一緒に暮らすヤツもいれば、豚人の集落で暮らすヤツもいます。交易もしてるし、まあ良き隣人ってところですね」

「ポルスカ共和国が水すい棲せい種族と共存しているように、この国では豚人オークと共存しているのですね。わたくし、そうした国があることを知りませんでした」

「俺もですよ、姫様。まだ六ヶ国目なのに、世界は広いなあ」

　深夜にもかかわらず、八歳のソフィア姫はキラキラと目を輝かせて話を聞いていた。

　ティレニア王国の王宮を出たことがなかった女児は、初めて知る世界に興味津々なようだ。

「キラキラと輝く姫様の瞳はまるで宝石のようです！　人間とオークが共存している国があるなど、私は思いもしませんでした！」

「プレジアは思ってもよかったんじゃないか？　お父さんがオークでお母さんが人間だろ？　家庭内で共存してるじゃん。豚人オークが人間と共存してるなら、お母さんが一ひと目め惚ぼれしたって話もありえなくはないか」

　人間とオークの恋愛。

　サトルはようやくプレジアの家庭事情に理解を示した。

　人間の、それも騎士の家系の女性がオークに一目惚れする。

　一八歳まで違う世界で育ったサトルには違和感が大きかったのだろう。

「……父親がオーク？　オラたちと同じ？」

　サトルの言葉を聞いた豚人がつぶらな黒目をプレジアに向ける。

　じっと観察して、豚人が目を見開いた。

「お、おめえ、まさか。な、なあ、その剣をちょっと抜いてみせてくれねえか？」

　おずおずと求める豚人に、プレジアはためらうことなく両手剣を抜いた。

　食堂が、〈オーク殺し〉の放つ青い光に染まる。

　オークが近づくと青く光る魔剣〈オーク殺し〉は、豚鬼にも豚人にも反応するようだ。

「そ、その剣、この光、ま、間違いねえ！　おめえの父親は『追放されしオーク勇者』か！」

「なんだその二つ名。どこかの物語の主人公かよ。故郷を追放されたけど実は勇者で、放浪してる時に貴族の女性を助けて一目惚れされて結婚しました、ってホントに物語の主人公っぽいけども。オークって。オーク勇者ってなんだよ」

　ガタッと立ち上がって叫ぶ豚人を前に、サトルは頭を抱える。

　理解を示したばかりなのに、やっぱり理解できなかったらしい。

「むっ、父を知っているのか？」

「ああ、間違いねえ！　その剣、それにおめえにはあの人の面影がある！」

「いやないだろ。プレジアはどう見ても人間だろ」

「ふふ、母もよく私は父似だと言っていたからな！　力も父譲りなのだ！」

「お母さんの目もふし穴でらっしゃるのか、それとも俺がおかしいのか。なんだこれ」

　わかり合う豚人とプレジアをよそに、サトルの悩みは深まっていく。

　ソフィア姫は嬉うれしそうな二人を見てニコニコと笑顔を浮かべ、シファは黙って話を聞いている。ベスタは馬屋でお休み中だ。

「オラ、子供の頃に見たことあるだ。その剣を振るう『追放されしオーク勇者』の戦いはそれは見事でなあ」

「父がこの剣を持つと青く輝いてキレイだったのだ！」

「そりゃお父さんはオークだもんね。光りっぱなしだろ」

「だが私が持っても〈オーク殺し〉は光らず、魔剣の能力を引き出せず悔しい思いをしたものだ！」

「プレジアは人間要素が強いもんね。俺が見た感じだけど。豚人オークに言わせれば面影があるらしいけど」

「だがこの地なら！　〈オーク殺し〉の能力を引き出せるだろう！」

「豚鬼オークと豚人オーク、オークだらけだもんね」

「サトル、姫様をさらおうと企たくらんだ豚鬼オークどもを殲せん滅めつするぞ！　代々受け継いできた魔剣〈オーク殺し〉の真価を見せてくれよう！」

　ふんすと鼻息も荒く立ち上がって、プレジアが両手剣を掲げた。

　青く輝く〈オーク殺し〉を、豚人は憧どう憬けいの目で見つめている。振り下ろされて〈オーク殺し〉で殺されるとは微み塵じんも思っていない。豚人オークなのに。

「おお、おお……オラたちの危機に勇者が、勇者の血族が帰ってきただ……オーク勇者の帰還だべ！」

「人間だけど。人間だよなプレジア？　ん？　待て、危機ってなんだ？」

　勝手に感動してだーっと涙を流す豚人と、目を潤ませる村人に、サトルは冷静に問いかけた。

　わたくしの護衛騎士はすごいのです！　とばかりに誇らしげだったソフィア姫も、豚人と宿の主人に向き直った。

「このところ、豚鬼は勢力を増してるんです。王国北東部の森から、ヤツらは徐々に縄張りを広げてきました。この湖の向こう側は、もう豚鬼の縄張りになったんでしょう」

「オラたちはそこから逃げてきて、この村に移住したんだべ。でも残るって決めた群れとはもう連絡がつかねえだ」

「村に侵入されたのは今日が初めてのことでした。これからどうなるのか……」

　ユークリア王国北東部の現状を語る豚人と宿の主人の顔は暗い。

「俺たちはその北東部を抜けて次の国に向かいたいんだけど、道は通れるのか？」

「旅人さんは豚鬼五匹に寝込みを襲われても無傷で捕らえられるほどの凄すご腕うでですが……何度も襲われることになるでしょう。あるいは数百の豚鬼に狙われるか」

「まあ、突破できないこともないかなあ。いざとなれば湖や川を行くって手もあるし」

　事態はサトルが思っていたより深刻なようだ。

　ただ、暗い顔をして言う村人を前にサトルの反応は軽い。

「旅人さんはお強いんですね……なら、ひょっとして」

　そう言って、宿の主人は横目でちらっと隣の豚人を見た。

　豚人はイスから下りて土間に両膝をつく。

「お、おねげえだ！　出ていったオーク勇者にも、いまはもう関係ねえオーク勇者の娘さんにもこんなこと頼めねえのはわかってる！　でも、どうか、どうか！」

　巨体を縮めて腰を折り、豚人は地面に額をこすりつけた。

「豚人を、村人を、人間たちを助けてくだせえ！　おねげえします、青き光の〈オーク殺し〉を持つ新たなオーク勇者さま！」

「私にか？　たしかに私は姫様をさらおうとした豚鬼オークどもを殲滅してやるつもりだが」

「おおっ、では！」

「ありがとうごぜえます！　ありがとうごぜえます、オーク勇者さま！」

「待て待て待て、ご主人も豚人オークも落ち着け。プレジアもうかつなこと言うな。あと『新たなオーク勇者』を自分のことだと認識するな、人間の護衛騎士」

　明らかな面倒ごとに巻き込まれかけたところに、サトルが「待った」をかける。

　レベル65で【分身術】を使えるサトル一人であれば、豚鬼がどれだけ群れようと問題はない。

　モンスターである豚鬼の数次第では多数の分身が必要で、その後の疲れでしばらく動けなくなる可能性はあるものの、討伐自体に問題はない。

　だが。

「俺たちの目的は東の果て、日の本の国に行って帰ってくることだ。プレジアは護衛騎士なんだろ？　旅するために必要ならともかく、姫様を余計な危険に晒さらしていいのか？」

　サトルは一人ではないし、モンスターの討伐依頼を引き受ける冒険者でもない。

　日の本の国を目指す遣東使で、旅の仲間にはレベル26でまだ八歳のソフィア姫もいる。

「むっ、それは……」

「豚人オークさん、ご主人、話はわかったからいったん考えさせてくれ。あと深夜に起きることになってさすがに眠い」

「あ、ああ、すまん。ゆっくり休んでくれ」

「すまねえ、オラ興奮してたみたいだ。オーク勇者はこの地を離れたってのにオラたちに都合いい考えを持っちまった」

「仮眠を取ってから話し合って、あとで報告に来る。またな。行くぞプレジア、姫様も」

「うふふ、仮眠を取られるのでしたら、スッキリしてからお眠りになってはいかがですか？　いい夢が見られると思いますわ」

「ぜったい悪夢見るだろ。シファはもう客室じゃなくてそこの湖でのんびりしてたらどうだ？」

　シファに冷たい視線を送りながらサトルは立ち上がった。

　促されてソフィア姫とプレジアも立ち上がり、ぺこりと軽く礼をする。




　ユークリア王国の中央部を過ぎて、北東部も間近な湖のほとり。

　深夜の襲撃からはじまった夜は終わり、鎧戸から朝の光が差し込む中、サトルはふたたび眠りについた。

　物騒な話を聞いても眠れるのは、何があっても切り抜けられるという自信ゆえか。

　ティレニア王国を発ってから六ヶ国目も、すんなりとはいかないらしい。





【４】






　ユークリア王国の中央からやや北にある小さな湖。

　湖のほとりに、四人の人影があった。

「このイカダというか繋つないだだけの木材というか、こんなもので湖を渡ってきたのか」

「粗末なものですわね。わたしが作り出せる『船』はもっと立派ですのに。なんでしたらここで出してサトルさんを乗せてそのまま二人でしっぽりと」

「行かないから。ここじゃ村人にあの禍まが々まがしい船を見られちゃうから」

　朝方から仮眠をとって、先ほど目覚めたサトルたちである。

　宿の主人が用意した軽食をつまんで、四人は散歩がてら豚鬼オークの舟を見にきていた。

　四人の横では、ベスタが湖水に口をつけている。

　豚鬼と豚人オークの闘争の話を知らないベスタはのんびりとしたものだ。

　サトルはベスタに説明する気はないし、最初の襲撃者を見逃したことも咎とがめるつもりはないらしい。

　豚鬼は「フードで姿を隠した人型」だったため、ベスタは宿への侵入に気づいていながら攻撃しなかった。

　気づかなかったのではなく、「人里で人間を襲うな」というサトルの言いつけを守ったのである。

「さて姫様、どうしましょうか。俺たちの目的地は日の本の国です。モンスターたちが大量に巣くっていると事前に知ったわけで、迂う回かいするか違うルートを選ぶこともできます」

　サトルは振り返って、ソフィア姫に選択肢を示す。

「シファの船で湖水を渡る手もありますね。ダナビウス国で川を下った時のように、水中のモンスター対策にはベスタもいますし」

「えへへありがとうございますサトル様！　ふふん、サハギンなんかに負けないからな、サトル様の次に最強なのはアタシなんだ！」

　ポンポンと馬の首を叩たたいたサトルは、ベスタが喋しゃべり出すと腕を巻きつけてぐっと軽く締めた。

　ここは人里、村の中である。

　話す馬を見られるわけにはいかない。

　ぐえっと悶もだえつつどこか嬉うれしそうなベスタを尻目に、サトルは話を続けた。

「豚鬼オークの縄張りが広がっていることも、人間やいい方の豚人オークと争っていることも、遣東使である俺たちの目的には関係ありません」

「そう、ですね」

　そう言って、サトルはソフィア姫の目を覗のぞき込む。

　まるで試しているかのように。

　物資やお金の管理は文官で小役人のサトルの担当だが、遣東使としての最終判断はソフィア姫が下していた。

　いちおう、サトルも王族としてのソフィア姫を立ててきたのだ。

「ですが、ここはプレジアの父親の故郷なようです。また、このままではいい方の豚人オークも人間も危ないという話でした。現状は報告しているけれど、国の対処にはまだ時間がかかるだろうと。ここは『辺境』ですから」

「では、この村の人たちは、豚人オークさんやこの周辺の人間たちは」

「対処が間に合って助かるかもしれませんし、助からないかもしれません。あるいは、豚鬼オークが侵攻をやめるかも。モンスターの行動は読めませんからね」

　小さな手を顎あごに当てて考え込むソフィア姫。

　たしかに、東の果ての国を目指すだけなら選択肢はいくつもある。

　かつて日の本の国からティレニア王国にたどり着いたトモカ妃は、ロシアまわりのルートを通ってきたのだという。

　それを聞いたソフィア姫の提案でこのルートを選んだが、サトルがうろ覚えに記憶する「ヨーロッパから日本に向かうルート」はいくつか存在する。

　海路は危険らしいが、元の世界ではヨーロッパと中国を繋ぐ「シルクロード」もある。

　豚鬼に占拠されているエリアを無理に通る必要もない。

　この村や周辺の人里や、豚人や、ユークリア王国の民がどうなるか、気にしなければ。

　サトルは静かに、幼い王族の決断を待つ。




「わたくしは……」

　やがて、ソフィア姫が口を開いた。

　小さな拳をきゅっと握って、瞳に決意を秘めて。

「わたくしは、お母様の手紙を日の本の国に届けるのだと、お母様が生まれ育った地を見るのだと心に決めています。交易をして、お母様に『うしろだて』ができて、もっとお父様に会えるようになってほしいと」

　まっすぐにサトルを見つめて想いを語る。

　山岳連邦で『聖せい火か焔えん』に旅路を阻まれた時と同じように、同じ想いを。

　だが、その先は違う。

「ですがわたくしは、この村のみなさんを、豚人オークさんを見捨てたくありません」

　『聖火焔』に包まれた山のふもとでは、とにかく旅を続けることしか頭になかったのに。

　八歳の美女児の成長に、サトルは口元をほころばせる。

「ここで見捨てて旅を続けたら、わたくしはきっと後悔するでしょう。日の本の国にたどり着いても、帰還して願いを果たしても」

　ソフィア姫はサトルを、プレジアを、ドラゴンでいまは馬の姿のベスタと、人化したサハギンのシファを、ぐるりと見まわして。

　深く、頭を下げた。




「わたくしは【回復魔法】しか使えません。どうかみなさん、力を貸してください」




　見捨てたくないというソフィア姫の判断はつまり、豚鬼の集団と戦うという決断だ。

　旅に必要のない戦いに仲間を巻き込むことになる。

　ティレニア王国の第八側そく妃ひの娘で王族なのに、ソフィア姫は真しん摯しに頭を下げた。

　少なくとも、一人の応えは聞くまでもないだろう。

「ああ、姫様はなんとお優しいのか……感動が止まらず私の涙はきっとこの湖より大きな湖を作ることでしょう……」

「それもう【水魔法】だろ。ベスタとシファがいるんだ、魔法を覚えるなら水系以外にしてくれ」

　だーっと涙を流して、プレジアがソフィア姫の前に跪ひざまずく。

　サトルは呆あきれながらもどこか嬉しそうに笑っている。

「ふふん、大丈夫だよ姫様！　最強のサトル様とその次に最強のアタシがいるんだから、モンスターなんてぱぱーっと蹴散らしてやる！　あ、でもサトル様、あんまりたくさんいたらアタシはドラゴンに戻ってもいいですかね？　その方が戦いやすいっていうか」

　馬の姿のベスタが、蹄ひづめでごりごりと地面をかく。

　白馬のかわりとなってからずっとソフィア姫を背に乗せてきたベスタは、すっかり情が移ったのだろう。

　ポルスカ共和国では、ソフィア姫が口ずさむ鼻歌に合わせてリズムを取っていたほど馴な染じんでいる。

「活躍するいい機会ですもの、わたしに否はありませんわ。サトルさん、ご褒美はいただけるのですよね？」

「よしシファは戦わない方向で。それか、ソフィア姫から何か金目のものをもらえるよう交渉してくれ。俺は何もあげないから」

　動機が不純すぎるが、シファも協力するつもりらしい。

　すすすっと近づかれたサトルが身を離す。

「わかりました、姫様」

「サトルさん、では！」

「俺も日の本の国との交易は楽しみですからね、障害は取り除いておきましょうか」

　サトルは笑って、ソフィア姫の依頼を引き受けた。

　軽い。

　レベル65でチートスキルを持つサトルにとって、豚鬼などその程度の相手なのだろう。

　そもそも痛みや疲労の追体験さえ覚悟すれば、サトルが数で負けることはない。

「さて。話が決まったところで報告に行きましょうか。村人も豚人オークも宿の食堂で待ってます」

　湖のほとりにほかの村人はいない。

　話し合うサトルたちに気を遣って、人払いされていた。

　今後の方針が決まってサトルが歩き出す。

「サトル、待ってくれ。ベスタもシファも聞いてほしい」

　止めたのはプレジアである。

　先ほどまでソフィア姫の成長にだばーっと涙を流していたプレジアが、ソフィア姫の前に立った。

　真剣な眼差しでソフィア姫を見つめて跪く。

　プレジアは背負っていたタワーシールドを外して、そっと地面に置いた。




「姫様。どうか、剣を返すことをお許しください」




　声を震わせてプレジアが首こうべを垂れる。

　ソフィア姫は驚きに目を見張る。

　空気を読んだのかベスタとシファは無言だ。

「いやそれ盾じゃん。剣じゃなくてタワーシールドじゃん」

　サトルのツッコミが、湖上を吹き抜ける風に流れていく。

「プ、プレジア、どういうことでしょうか、わたくし、プレジアが、剣を返したいと、わたくしの護衛騎士じゃなくなりたいと言ったように聞こえて」

　驚きに目を見張ったあと、ソフィア姫はじわっと目に涙を溜ためてオロオロしている。




　騎士が、主あるじに剣を返す。




　ソフィア姫とプレジアの間では「護衛騎士を辞する」意思表示だと理解されているようだ。

　置かれたのは盾だが。

「姫様、落ち着いてください。あくまで一時的なものです。姫様が許してくだされば、ですが」

「その、プレジア、理由、理由を教えてください。わたくし、至らぬことが多いとわかってるんですけど、わからなくて」

　遣東使として旅に出て以来、いや、サトルがソフィア姫と知り合って以来、ここまで動揺する姿を見せるのは初めてのことだ。

　ソフィア姫に問われて、プレジアは幼い主を見上げた。

「この地は父の故郷だと聞きました。私はモンスターに脅かされた父の故郷に平和を取り戻したいのです。それに──」

　プレジアがきゅっと眉を寄せて、地面についた拳に力を込める。

「いまの私では、姫様を守りきれないかもしれません。ですから私は、姫様の盾ではなく姫様の剣となりたいのです。この身を姫様のお役に立てるために」

「プレジア……」

　いま、プレジアのレベルは39だ。

　オークと人間の両親を持つプレジアは、生まれつき力が強いのだという。

　プレジアの固有ユニークスキル【八戒】は、『八つの戒め』を守っている間、徐々に身体能力が上がっていくという強力なスキルだ。

　それでも。

　レベル65でスキル【分身術】を持つサトルよりも、レベル43でブレスを吐けるドラゴンのベスタよりも弱い。

　豚鬼が支配する縄張りに向かうことが決まって、プレジアは期するところがあったようだ。

「姫様の剣となり豚鬼オークを掃討して……レベルを上げて完全無欠の姫様の盾となったその時に、また私を護衛騎士にすることをご検討ください」

「プレジア……それほどの覚悟を……」

「あ、不可逆じゃないんだ。さすがに焦った」

　サトルはほうっと安あん堵どの息を漏らす。

　王宮勤めだったとはいえ文官で、それも財務を担当していたサトルは、騎士の任命や辞任については知らなかったらしい。

　ティレニア王国では、主の理解さえあれば護衛騎士の一時的な辞任も再任命も可能なようだ。

　あるいは、ソフィア姫とプレジアの関係が特殊なのかもしれない。

「……わかりました。ですがプレジア、わたくしは信じています。プレジアが最高の盾となって戻ってきてくれることを」

「姫様……」

「いまはわたくしの剣として、モンスターを討ち滅ぼしてください。そうして、プレジアのお父上の故郷に安寧を、民に平穏をもたらしましょう」

「はっ！　この身を一振りの剣とし、父より受け継いだ魔剣〈オーク殺し〉を振るいます！」

　ソフィア姫の許可と命めいを受けて、プレジアがふたたび首を垂れた。

「もうちょっとうまい例えなかったかプレジア。剣を返したのに剣になって剣が剣を振るうってよくわからないことになってるぞ」

　空気を読んだのか、サトルのツッコミは二人に聞こえない程度の小声である。

「ティレニアを旅立った頃のわたくしとは違うのです。防御力を上げる【回復魔法】の〈防御プロテクション〉も使えるようになりましたし、レベルは11から26まで上がりました」

　プレジアを安心させるように、自分に言い聞かせるように言い募るソフィア姫。

　その言葉を証明するために、ソフィア姫は地面に置かれたタワーシールドに手を伸ばす。

　うんしょっと手をかけるも、細い腕はぷるぷる震えている。

　タワーシールドを立てることには成功したが、下部は地面についたままで持ち上がらない。

「ひ、姫様……くうっ、早まったか私！　健けな気げにがんばる姫様はかわいらしすぎてずっと愛めでていたいがこれではッ！」

　プレジアは、タワーシールドを全身で支えるソフィア姫を見てオロオロしている。

　ベスタは心配なのか、馬の姿のままソフィア姫の左右をウロウロしている。

　シファは、幼いヒトの子の努力はなんだか微笑ほほえましいとばかりに見守っている。

「デメリットも大きかったけど俺には力があったから、力をつけたいってプレジアの気持ちはわからない。でも、家族の故郷を守りたいって気持ちは理解できる。俺はもう還かえれないからなあ」

　主従のやりとりを見守っていたサトルが、ソフィア姫の元へ歩いていく。

　ソフィア姫が支えるタワーシールドをひょいっと奪い取った。

「母親の故郷を見たい姫様が、父親の故郷を守りたい護衛騎士を送り出すのも、まあわかるかな。だから──」

「サトルさん？　あの、盾を返していただいても、わたくし、プレジアがいなくても自分の身は自分で守れるのだと、わたくしも成長したのだと見せたくて」

「安心して暴れてこい、プレジア。護衛騎士に復帰するまで、姫様は俺が守ろう」

　レベル65のサトルは、軽々とタワーシールドを持ち上げた。

　盾の陰にソフィア姫を隠して、プレジアに笑顔を向ける。

「サトル……ありがとう。では、母から預かった盾をいまはサトルに預けよう！　私が最強となるその時まで！」

「ええっ、最強はサトル様でその次はアタシで、アタシはともかくサトル様より最強になるってそれは無理なんじゃないかあって」

「ベスタ、身も蓋ふたもないことを言うな。そりゃ俺も20以上のレベル差をひっくり返すのは無理だと思ってるけど。プレジアの心意気ってやつだろ」

「ああっ、サトルさんがいつもより凛りんとしてらして……たまりません。わたし、濡ぬれてしまいましたわ。サトルさん、いますぐこの湖に精を放つおつもりは」

「ないからちょっと黙ってろシファ。いまいいところだから」

　柄にもなく格好をつけたサトルは、水を差すベスタとシファの言葉に肩を落とした。

　持ち上げた盾の下部を地面につけて、上部にぐたっと腕を乗せる。

「ありがとうございます。サトルさんがいてくださるから、きっとわたくしはここまで旅してこられたのですね。本当に、ありがとうございます」

　うつむいたサトルと、足元から見上げるソフィア姫の目が合った。

　瞳を潤ませて感謝を伝えるソフィア姫に、サトルは照れて頬ほおをかく。

「サトルが姫様を守ってくれるなら心配はいらないな！　では、オークと人間の娘であるこの私は、これより鬼となる！」

　父である『追放されしオーク勇者』から受け継いだ両手剣〈オーク殺し〉を、プレジアは両手で掲げた。

　うっすらと青い光を帯びた〈オーク殺し〉が、陽光を浴びてきらめく。

「鬼って。豚鬼オークと紛らわしいだろプレジア。さっき『剣になる』って言ってなかったか」

　プレジアの宣言を受けて二人は拍手を、一体は足を踏み鳴らし、サトルは頭を抱えた。




　ユークリア王国のとある村の湖のほとり。

　北東部から侵攻する豚鬼への反撃の狼煙のろしは、ここから上がった。
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　ユークリア王国の小さな湖を、一艘そうの船が進んでいた。

　船の全長はおよそ一〇メートル、小型のクルーザーほどの大きさである。

　奇妙なことに、純白の船は帆も櫂かいもないのに湖面を静かに進んでいる。

　シファが種族特性と水魔法と呪具、もとい、魔道具マジックアイテムで作り出した船である。

「試運転した時も思ったけど、この見た目がなあ……」

　船首に近い看板の上で、タワーシールドを背負ったサトルがボヤく。

　視線は進行方向ではなく船首像を見つめている。

　船首像、船を象徴するフィギュアヘッドは「白い髑髏されこうべ」だ。シファいわく、人間の髑髏ではないらしい。

　甲板にいるのはサトルだけではない。

　金髪をたなびかせて目を細めるソフィア姫、船首近くに陣取るプレジア。

　それと。

　ぬらぬらと鱗うろこを光らせる、名状しがたい見た目の二足歩行する魚人。

　人化を解いてサハギンの姿に戻ったシファである。

「ドクロを掲げた船で、作り出したのも操船してるのもおぞましい見た目の魚人……人間に見られないことを祈ろう……」

　サトルは天を見上げた。

　青い空に白い雲が浮かんでいる。

　人間と、モンスターではない方の豚人オークの苦境を救うため、サトルたちは豚鬼オークの縄張りに攻め込むことを決めた。

　宿の主人と村長と豚人が『追放されしオーク勇者の娘』の決断に感涙した翌日。

　村を出て獣けもの道みちを行き、人里離れたところで、サトルはシファに特殊能力を使わせた。

「この魔道具を使って船を作れるのは、わたしたちの中でも限られた者だけですのよ？」

「そうじゃなきゃ便利すぎてポルスカ共和国以外にも知れ渡るだろコレ。でもこの喫水の浅さじゃ外海はキツいかなあ」

　シファのスキルは【変へん化げの術】と【水魔法】だけだ。

　船は種族の上位者が持つ特殊能力と水魔法、魔道具の合わせ技で作り出すのだという。

　ちなみに、人化した状態では船を作り出せない。

　名状しがたい姿の魚人が作り出す、髑髏を掲げた白い船。

　禍まが々まがしすぎる。

　人間に見られれば、即座に攻撃されることだろう。

「プレジア……」

　サトルの斜め後ろで、ソフィア姫がポツリと呟つぶやいた。

　心配だけどでもいまは護衛騎士じゃないからと、声をかけないと決めている。

　プレジアは、船首像の髑髏のすぐ後ろに立っていた。

　マントと真っ赤な髪を風にはためかせ、腕を組んで悠然と前方を見据えている。

　滑るように白い船が進む先、木々が並ぶ湖畔には粗末な筏いかだが浮いていた。

「俺たちが来るのがもう少し遅かったら、豚鬼オークは本格的に湖を渡ったかもしれませんね」

「サトルさん、筏は壊した方がいいですよね？　プレジアにお願いしますか？」

「そこそこ数はあります、両手剣では時間がかかるでしょう。だから……ベスタ！」

　白い船の甲板上に芦あし毛げの馬の姿はない。

　サトルの呼びかけに応えて、進行方向の湖面が割れた。

　角が生えたトカゲのような頭が水面から顔を覗のぞかせて、ひょいっと船を振り返る。

　ドラゴンに戻ったベスタである。

「呼びましたかサトル様、この水場にはたいしたモンスターがいないみたいですね、ふふん、アタシに恐れをなして近づけないからそのサハギンの『同格以下の水すい棲せいモンスターを従える』って能力もちっとも役に立たなくて」

「岸のあたりに筏が見えるな？」

「あっはい」

　ポルスカ共和国で新たに仲間となったシファの能力を見て、ベスタは焦っていた。

　ダナビウス国の大河を舟で下った時は頼られたのに、いまは自分よりシファの存在感の方が大きいと。

　滑るように水面を進む白い船の動力は、ドラゴンに戻ったベスタの泳ぎだった。

「なぎ払え」

「……はいいいい！　えへへ、アタシやっぱり役に立つんだ、サトル様の次に最強、ううん、水場ならサトル様より強いかもしれないってところを見せてやる！　喰くらえーッ!!」

　そっけないサトルの命令を聞いて、喜色満面でベスタが正面に向き直った。

　湖水をズゴッと吸い込んで、ドラゴンの喉袋をふくらませる。

　一瞬の溜ためののち、ブレスを吐き出した。

　ベスタのドラゴンブレスを受けて、粗末な筏がバラバラに吹き飛んでいく。

　水龍系のベスタが、ドラゴン形態で水中から放つブレスである。

　ダンジョンや教会でもブレスを吐いたが、水中から放つのをサトルたちに見せたのは初めてのことだ。

　水煙が収まった時には、筏どころか湖畔の木々さえ形をなくしていた。

　倒れた木々は水流に折られたのか、ボロボロの破片となっている。

「…………よく自分を犠牲にしてブレスを防いだな、偉かったぞあの時の俺」

　想像以上の威力にサトルはたらりと冷や汗を垂らす。

　ベスタとの遭遇戦で、自分を犠牲にしてブレスを使わせなかったことを自画自賛している。

　いまの威力と攻撃範囲では、当時レベル64だったサトルはともかく、ソフィア姫とプレジアを守りきれた自信がないのだろう。

「どうですかサトル様！　水場ならアタシこれぐらい余裕で、だからあんなサハギンなんかよりアタシの方が役に立つんで故郷がなくなったアタシを捨てないでくださいお願いします、あっサトル様！　オークが出てきましたよ、もう一発やりますか殺やりましょうか？」

　木々が倒れる大きな音が響いたからだろう。

　残った木立の奥から湖畔へ、ぞろぞろと巨体が出てきた。

「この距離じゃ角がある豚鬼オークか、角なしの豚人オークか見えないな。ちょっと待ってろベスタ」

　現れたオークたちはフードをかぶっていない。

　モンスターである豚鬼か人間と交流のある豚人か、額の角の有無で見分けるのだと聞いていたサトルは目を凝らした。

　まだ距離があってどちらがわからず、サトルはベスタの二度目のブレスを止めた。

　どちらのものかわからない筏は破壊し尽くしたクセに。

「サトル、あれは悪い方のオークだ。ふごふごと騒がしいだけで、翻訳の指輪をつけていても意味が通じないだろう？」

「俺はしてないけどな。プレジア、なんだか賢くなってないか？　姫様ラブ過ぎるせいで護衛騎士の時の方が頭がまわってなかったんじゃないか？」

「ブレスは必要ないぞベスタ！　私が！　すべてのオークを斬り捨ててくれよう！」

「すべての豚鬼な。じゃないと父殺しになるぞ」

　船首に立ったプレジアは、両手剣を抜いて両手で天にかざした。

　陽光と青い光で魔剣〈オーク殺し〉がきらめく。

　豚鬼の群れがどよめいた。

　ブレスを止められたベスタは、大人しく岸辺へと泳いで船を進めていく。

　ベスタは「できるだけ姿を隠すように」というサトルの言葉に従って、顔を沈めて豚鬼に見せないようにしている。

　隠れられなくなるほど水深が浅くなってきたところで、サトルが口を開いた。

「姫様の護衛は俺が引き受けた。プレジア、こっちは心配しなくていいぞ」

「プレジア……わたくしはプレジアの決意を、戦いを、見守ります。ケガをしたらすぐに言うのですよ。〈防御プロテクション〉〈祝福ブレス〉」

「私の身にまとわりついてキラキラ輝くこの光……こ、これは、姫様の愛！　姫様の愛に包まれた私が負けるはずはない！　死ぬはずもない！」

「違うぞプレジア、ただの魔法だ。姫様の【回復魔法】は【神聖魔法】と同じ系統だから使える補助魔法だ。普通に死ぬから気をつけろ」

「くふ、くははッ、ふはははははッ！　姫様の愛を受けたこのプレジアが、姫様の剣としてオークを殲せん滅めつしてくれるッ！」

　白い船が接岸する前に、プレジアが船首から飛んだ。

　オークに近づいたことで、大上段に構えた〈オーク殺し〉の青い光が輝きを増す。

「はあああああああッ!!」

　両手剣を両手で振り下ろすと、岸辺にいた豚鬼がずるりと両断される。

　バシャっと水しぶきをあげて、プレジアは岸辺に着地した。

「なんか、悪役か調子に乗って殺られるキャラっぽいこと言って突っ込んだ。……いつでもフォローできるようにしておくか」

　船上に残されたサトルが呟く。




　ユーラシア王国の北東部。

　サトルたちはモンスターである豚鬼の縄張りに突入した。

　相手は数百、一千に届くかもしれないという数の豚鬼。その豚鬼が巣くうエリアに、わずか五人、いや、四人と一体で。

　もっとも、あとのことを気にしなければ数の不利はサトルのスキルでどうにでもなるのだが。

　サトルのスキル【分身術】の上限はいまだ不明である。
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　ユークリア王国の北東部。

　モンスターである豚鬼オークが占拠する縄張りに、叫び声が響いていた。

「はあああああああッ!!」

　赤い髪をなびかせて、大柄な女性が両手剣を振るう。

　青く輝く魔剣が豚鬼を斬り裂いていく。

　豚鬼が武器に持つ棍こん棒ぼうごと、人間か豚人オークから奪った盾や革鎧よろいや剣ごと斬り捨てる。

　顔にかかった返り血を気にかけず、豚鬼の屍しかばねを踏みしだいて女性は進む。

　木立の奥からわらわらと湧いて出る豚鬼の群れを、ためらうことなく、ひるむことなく斬り裂いていく。

　まるで、一振りの剣のように。

　湖と丘と木立が広がるのどかな風景は、屍し山ざん血けつ河がの戦場となっていた。

「あら？　こうすれば水場もできますのね。ふふ、いいことを知りましたわ」

「これを水場って呼ぶ発想が怖い。知られちゃいけないことを知られた気がする」

「オスは戦場で昂たかぶると聞いたことがありますの。いかがですかサトルさん、わたしと一戦」

「俺そんな変態じゃないんで。モンスターの死体だらけの中で興奮してサハギンに襲いかかるほど変態じゃないんで」

　姫様の剣となる、と宣言したプレジアが豚鬼を斬り捨てて進んでいく。

　サトルとソフィア姫とシファとベスタは、その後ろをゆっくり歩いていた。

　暢気のんきな会話をしているが、サトルとシファはキョロキョロと周囲の警戒を怠らない。

　ソフィア姫だけは両手を組んで、戦うプレジアを祈るように見つめていた。

「プレジア……わたくしは信じています、プレジアは強いのだと、どうか無事で……」

「ねえ姫様、数が多いみたいだしアタシがばーってブレス吐いて手伝おうか？　どうですかねサトル様ちょっとぐらいなら、それかアタシがドラゴンの姿に戻って蹴散らして」

「やめとけベスタ。豚鬼オークの数は多いけど、プレジアは苦戦してないだろ」

　ベスタは、祈るソフィア姫のまわりを落ち着かなげにウロウロしている。

　モンスターが大量に生息する地に入ってもベスタは馬の姿のままだった。

　背には荷物が載せられて、横には魔道具マジックアイテムのピッチフォークとシファの三叉の槍トライデントがくくりつけられている。

　これまでのところ、プレジアは苦戦することなく豚鬼を倒していた。

　レベル43のドラゴンを荷運びに使うほど、サトルたちは余裕であるらしい。

「姫様も心配はいりませんよ。プレジアの代わりに俺が護衛します。プレジアが危なくなったら割って入りますしね」

「サトルさん……ありがとうございます」

　ソフィア姫は、プレジアから目を逸そらさずに言った。

　幼い頃から知るプレジアの決意を応援して見守ると決めた通り、戦いをじっと見つめている。

「後方は異常なし！　俺サン、報告を！」

「左に豚鬼オークの姿はない。オレッパチ、そっちはどうだ？」

「右も敵影なし。なあ、これなら斥候を出した方がいいんじゃないか？」

「ばっかオレッパチ、今回の俺たちは姫様の護衛なんだぞ！」

　ソフィア姫が周囲を警戒していないのは、サトルに囲まれているからだろう。

　護衛を引き受けたサトルは、すでにスキル【分身術】を使って分身している。

　ソフィア姫は、タワーシールドを持ったサトルに四方を守られていた。

　サトルの【分身術】は装備ごと分身する。

　プレジアから盾を預かったサトルが【分身術】を使ったため、サトルの分身はそれぞれタワーシールドを手にしている。

　レベル65のサトルたちがタワーシールドを手にソフィア姫を囲む方陣である。

「うふふふふ、サトルさんがいっぱいいてたまりませんわ。ねえサトルさん、よろしければお一人お付き合いいただけないでしょうか？　少し休憩を」

「分身は休んでも体力は回復しないんで俺の休憩はなしで。解除したら追体験するから誘惑するのもやめてください」

　サトルに囲まれたソフィア姫の隣に立つサトルが、シファに密着されて鼻の下を伸ばすサトルをぺいっと引き剥はがす。

　奮戦するプレジアと見守るソフィア姫をよそに、緊張感のないやり取りである。

　タワーシールドを持ったレベル65のサトルに囲まれているのだ、内部に緊張感が生まれないのは当然かもしれない。

「それにしても、〈オーク殺し〉の斬れ味すごいな。名前の通り豚鬼オークへの特効でもついてるのか？」

　サトルたちに囲まれたサトルが呟つぶやく。

　両手剣〈オーク殺し〉は、オークに代々受け継がれ、プレジアもまたオークである父親から受け継いだ魔剣なのだと言っていた。オークの接近を察知して青く光る、とも。

「人間に害なすオークめ！　姫様の剣となったこの私が斬り捨ててくれるッ！」

　薄暗い森の中に〈オーク殺し〉の青い光が舞い、フゴフゴと豚鬼の荒い息と断末魔が重なる。

　湖から上陸しておよそ二時間、殺した豚鬼の数はすでに五〇匹を超えているだろう。

　豚鬼が仲間を呼んでいるのか、青い光が目立つせいか、増援が途切れる気配はない。

「本拠地と目されるところまで歩いて三日。長丁場になりそうだなあ」

「俺、これもう手伝った方がいいんじゃない？」

「進んでったら囲まれそうだし。いっそ横二列ぐらいで並んで進む？」

「おいオレロク、それじゃ大量の俺が必要になるだろ。疲労の追体験がヤバくなるぞ」

「いまのところ遠距離攻撃はナシ。豚鬼オークに弓矢や魔法を使う知能があるかどうか」

「豚鬼オークでも投石ぐらいはしてくるんじゃないかな、俺氏」

　惨劇の跡を歩いていても、サトルに動揺はない。

　ティレニア王国の小役人となる前、サトルは冒険者だったのだ。人型モンスターもグロい光景もすでに経験済みであった。

　そして、擬態したモンスターの奇襲も。

「姫様、ちょっと失礼します」

「えっ？　サトルさん？　どうしたのですか？」

　風もないのにガサガサと葉音がして、サトルはソフィア姫の頭上にタワーシールドをかざした。

　タワーシールドにガッと木の枝が当たり、ツタが巻きついてくる。

「敵襲、敵襲ー！　散開しろ俺！」

「密集隊形！　盾を構えろ！　ニョイスティックを伸ばせ！」

「タワーシールドを掲げろ！　上を守るんだ！」

「指示がバラバラなんですけど……ノリだけかよ俺たち……」

　サトルとツタがタワーシールドを引き合っている間に、周囲を守るサトルが密集する。

　四方のサトルが盾を外に向けて、中のサトルが盾を頭上に掲げる。

　サトルの指示とサトルの指示がズレていても、サトルもサトルたちも一糸乱れぬ動きで防御を固めた。

　ソフィア姫はがっちり守られて、シファは陣形の外で興味深そうに木を見つめ、ベスタはポツンと取り残された。

「トレントだ！　警戒しろ俺たち！」

　この森には、豚鬼だけでなく樹木に擬態するモンスター「トレント」も潜んでいるようだ。

　密集隊形の隙すき間まからサトルがニョイスティックを突き出す。

　何発ものマジックウエポンの攻撃を受けて、トレントがぼえーと奇妙な悲鳴をあげた。

「きゃー、危ない、わたし、捕まってしまいそうですわ」

「棒読みすぎるぞシファ。遊んでないで戦うか離れてくれ」

「うふふ、わたし、ヒトのオスはトレントに捕まったメスに興奮すると聞いたことがありますの。ここはわたしが戦うべきではないでしょうか？」

「どこ情報だそれ。ちょっと分身出してポルスカ共和国まで戻らせて村長とオハナシしてこようかなあ」

「はいはいサトル様！　ここは杖つえよりアタシが攻撃するのがいいんじゃないでしょうか！　サトル様の次に最強なアタシが」

「俺は姫様の護衛だしな。じゃあ頼むベスタ。馬のままで」

「えっ爪か牙か尻尾、体当たりだってドラゴンの姿なら一発なんですけどこのまま馬でえっと、いやいけるがんばれアタシやれるやれるに決まってる！」

　亀のように守りを固めたサトルは、トレントの討伐をベスタに頼んだ。

　豚鬼の注意を引かないようにだろう、馬の姿のままで。

　ベスタは何度か前足で地面をかいてためらってから、トレントに突進する。

　勢いのまま、頭からゴスッと木にぶつかった。

　衝撃で地面が揺れ、トレントが折れてメキメキと倒れていく。

「やったっ！　馬のままでも一撃でやっぱり強いぞアタシ！　ちょっと痛いけどでもなんだか気持ち……よくない？　あれ？　なんでだろサトル様に痛くされた時は気持ちいいのに」

　ブツブツ言いながら小首を傾かしげるベスタ。

　シファはぽかんと口を開けて、サトルはレベル差を考えたら当然だろうとばかりに油断なく周囲に気を配る。

　近くにほかのトレントがいないことを確認して、サトルはタワーシールドを下ろした。

「はあ、密集隊形で長物でチクチクするチャンスだったのに」

「まあまあ、どうせ豚鬼オークの数が増えたらやることになるってオレック」

「そうそう！　やっぱ映画みたいに一回やってみたいよね！」

「だがオレゴ、いまのままでは俺の数が少ないのでは？　アレは数千、数万が並んでやるから迫力が出るんであって」

　ふたたびソフィア姫を緩やかに囲む方陣に戻ったサトルは、サトルの判断に不満を見せる。

　大きな盾と長物が揃そろったことだし、集団戦をやりたかったらしい。おっさんのクセに子供である。

「サトル、このあたりのオークどもは全滅したようだ！　このまま進むぞ！　倒して倒して倒しまくってレベルを上げるのだ！」

　サトルたちがトレントの襲撃を退けている間に、プレジアの戦闘も終わったらしい。

　目を輝かせてプレジアが振り返る。

　魔剣〈オーク殺し〉の青い光が消えて、周囲にオークがいないことを示している。

「さすがですプレジア、がんばりましたね！　わたくし、とても誇らしいです」

「ああ……剣を返した私を誇りに思ってくださった上にお褒めいただけるとは……このプレジア、すべてをかけてオークを殲せん滅めついたしましょう！」

「おい『父の故郷に平和をもたらす』って話はどうしたプレジア。趣旨変わってるぞ」

　一時的に「主あるじと護衛騎士」ではなくなったはずなのに、主従は変わらなかった。

　ツッコミながらも、サトルの口元には笑みが浮かんでいる。
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　サトルたちがユークリア王国の北東部、豚鬼オークの縄張りへ侵入してから二日目。

　上陸以降は断続的だった豚鬼との遭遇と戦闘は、二日目を迎えて激しくなっていた。

「何匹でも来るがいいッ！　このプレジアが、父から受け継いだ〈オーク殺し〉でオークを殺してくれよう！　喰くらえ、『オーク斬り』ッ！」

「豚鬼オークを斬るってことなのか、オークの父親から教わった技なのか。意味わからなくなってるぞプレジア」

　奥地に進むにつれて、サトルたちの陣形フォーメーションは変化を見せる。

　レベル上げと父親の故郷の平和を求めて、プレジアが豚鬼に斬り込んでいくのは変わらない。

　サトルとサトルたちがタワーシールドでソフィア姫を囲んで護衛を務めるのも変わらない。

　変へん化げしたのは残る二人、ドラゴンのベスタとサハギンのシファだ。

「〈水射ウォーターショット〉。ベスタさん、あちらの木はトレントですわ」

「知ってたし！　サトル様、アタシ言われなくても気づいてましたからね！　それにやっつけるのはアタシの仕事ですからね！」

「はいはい、わかったわかった。ベスタ、多少役割がかぶってるからって焦らなくていいんだぞ」

「はああああああッ！」

「やああああああああッ！」

　ベスタの叫び声と、プレジアの裂れっ帛ぱくが重なった。

　脳筋女子の二重奏である。

　豚鬼と共生しているのか、森にはトレントがいた。

　サハギンのシファは人化した姿のまま、怪しい木に【水魔法】をぶつけてトレントの擬態を暴あばく。

　サトルは護衛に集中する腹づもりらしく、トレントへの攻撃はベスタの担当だ。

　役に立つところを見せようと、ベスタは馬の姿のまま頭から突進する。

　これまでと違って、ベスタの頭には左右に一本ずつ、二本の角が生えていた。

　豚鬼の額の角を真似て、ではない。

　馬の姿のままドラゴンの角を生やしたのだ。

　ベスタのスキル【変へん化げの術】は、シファの【人化の術】より自由度が高いらしい。

「どうですかサトル様、アタシ、このサハギンなんかより役に立ちますよ？　ほらドラゴンの爪を生やせば速く走れるし、角を生やせばトレントなんて一撃です、だから捨てられませんよね」

「はいはい、大丈夫大丈夫。もう馬に見えないけどなそれ。まあ角ありの馬、二角獣バイコーンもいるかもしれないこの世界ならイケるか？」

　すがるような目で見てくるベスタを、サトルはあっさり流す。

　人化すれば美女な二人に想いを寄せられてもサトルに動揺はない。なにしろドラゴンとサハギンなので。

　サトルのレベルは高くても、変態レベルは高くなかった。

「むっ、新手か？」

　魔剣〈オーク殺し〉を振るって青い光を撒まき散らしていたプレジアが止まる。

　プレジアは両手剣を構えて前方を見据えた。

「警戒しろ俺たち。猪いのしし武者ならぬ猪騎士が本能で止まるって、相当かもしれない」

「了解、俺！　盾を構えろ俺たち、密集陣形だ！」

「ずっとそうだけどね俺氏。言いたかっただけだろそれ」

「旅に出てから俺の女性扱いが荒くなってきた気がする」

　思い思いに喋しゃべりつつ、ソフィア姫の前にいるサトルも横のサトルも後方のサトルも、盾を持つ手に力を込める。




　プレジアが見つめる先、緩やかな坂の上に、一匹の豚鬼が現れた。

　これまで倒してきた豚鬼よりひと回り大きく、熊の毛皮を羽織って大きな棍こん棒ぼうを手にしている。

　あいかわらず言葉はわからないが、大きな豚鬼はプレジアを見下ろしてフゴーっと鳴いた。

　大きな豚鬼はリーダーなのだろう、左右からぞろぞろと豚鬼が出てくる。

　豚鬼リーダーに率いられた五〇匹ほどの集団である。




「オークの分際で自ら姿を見せてくるとは生意気なッ！　いいだろう、その勝負乗ってやる！」

「あっ、おいプレジア」

　これまでと違う豚鬼の出現にもかかわらず、プレジアはこれまでと同じように突っ込んだ。

　魔剣〈オーク殺し〉は強く輝いて青い光が線を描く。

　坂の上に豚鬼リーダーを残して、ほかの豚鬼が鼻息荒く坂を駆け下りる。

　緩やかな坂の中ほどで、プレジアと豚鬼の集団の戦いがはじまった。

「プレジア……どうか無事で、わたくしは信じています、プレジアはきっと勝利すると」

「はあ。不利な地形でそのまま戦うって。騎士の訓練でそういうの教わらないんだろうか」

　祈るソフィア姫をタワーシールドの陰に隠しながらサトルがボヤく。

　敵の数を見て、密集陣形を取っていたサトルやサトルがソフィア姫の前に位置を変えた。

　もしプレジアが抜かれるか、迂う回かいして近寄ってきた時の備えだ。

　木立の中に青い光が舞い、豚鬼が斬り倒されていく。

　一方的に仲間が殺られているのに、豚鬼リーダーに焦った様子はない。

　坂の上に立つ豚鬼リーダーが、ニヤリと嗤わらって棍棒を振り上げた。

　それが合図だったのだろう、豚鬼リーダーの横に新手が現れる。

　新たな豚鬼は、手に木を曲げてツタらしきものを張った、粗末な弓を持っていた。

　二匹ほど、ボロボロのローブを着た豚鬼もいる。

「まずい、遠距離攻撃がくるぞ！　気をつけろプレジア！」

「むっ、オークのくせに頭を使えるとは！　くっ！」

　サトルの警告でプレジアは豚鬼弓兵アーチャーや豚鬼魔法使いマジシャンに近づこうとするが、身を呈した平豚鬼の集団に阻まれた。

「プレジアのお父様は頭を使えないんですかねえ……言ってる場合じゃないか。二人残って、あとは行け俺たち！　護衛役は分身して追加する！」

「了解、俺！　さあ俺たち、見せ場だぞ！　足並みを揃そろえろ！」

「いや、いまは足並みを乱してでもスピードが大事な場面だろオレニー」

「追加が来るまで俺は残っておく。みんながんばれー」

「暢気のんきかオレシチ。ほら行くぞ！」

「一番槍やりはもらった！　伸びろニョイスティック！」

　ソフィア姫を守っていた九人のサトルのうち、六人が坂を駆け上がっていく。

　一人はその場から伸縮自在のニョイスティックを伸ばし、平豚鬼の頭上を越して豚鬼弓兵アーチャーを突き上げる。

「シファ、分身を増やすまで護衛の補助を！　ベスタは突っ込め！」

「かしこまりました、サトルさん。〈水壁ウォーターウォール〉」

「おおおおおおっ！　サトル様がアタシを頼りに！　行くぞアタシ、サトル様にいいところを見せるんだ！　待ってろプレジア、いまサトル様の次に最強なアタシが助けに行くから！」

　シファの水魔法が発動して、サトルとソフィア姫とサトルとベスタの前に水の壁ができる。

　ベスタは走り出した勢いのままに水壁をひょいっと飛び越して、平豚鬼の集団に頭から突っ込んだ。

　二本の角で平豚鬼を貫き、近寄る豚鬼は体当たりで吹っ飛ばしていく。

　レベル43、馬に変化したドラゴンは止まらない。

　あっという間にプレジアに並んだところで、豚鬼リーダーが振り上げた棍棒を下ろした。

　豚鬼弓兵アーチャーが矢を、二匹の豚鬼魔法使いマジシャンが火球を放つ。

「プレジア、〈オーク殺し〉を立てろ！　それがホントに魔剣なら多少は魔法を弱めるはずだ！」

　平豚鬼の質量に阻まれて、タワーシールドを手にしたサトルは間に合わない。

　サトルがニョイスティックを伸ばして矢を払い、サトルは二射目を射うたせないよう豚鬼弓兵アーチャーを攻撃するが、間に合わない。

「危ない、プレジア！　ああっ、わたくしが〈矢避よけ〉や〈魔法障壁マジックプロテクション〉を使えれば！　わたくしはなんと無力なんでしょう……」

　粗末な矢の狙いは甘く、平豚鬼にも刺さる。

　プレジアの板金鎧プレートメイルに矢が当たり、ソフィア姫は無力な己を嘆く。

「馬だけどアタシはドラゴンなんだ、だからきっと大丈夫、熱くない熱くないアタシはアタシの鱗うろこを信じてる！」




　ベスタの強がりが森に響いた直後、豚鬼魔法使いマジシャンの火球が炸さく裂れつした。

　平豚鬼ごと、プレジアとベスタが炎と煙に包まれる。




　煙はすぐに晴れた。

　焼け焦げた豚鬼が倒れる中、プレジアもベスタも二本の足で立っている。

　いや、馬のままだったベスタは四本の脚で立っている。

　負傷したのか、プレジアは、だらりと左腕を下げていた。

「サトルさん、近づいてください！　わたくし、プレジアとベスタさんに【回復魔法】をかけます！」

「姫様……わかりました、こうなれば出し惜しみはなしにしましょう。殺やれ、俺たち！」

「応ッ！」

「これはプレジアの分！　これはベスタの分だッ！」

「オレック、二人とも生きてるから。まあ仕返しってことなら間違えてないけど」

「俺、俺の判断が遅かったと思うんだよね。もっと安全にレベル上げできたはずなのに」

「それじゃプレジアのためにならないだろオレッパチ。死線をくぐってこそ強くなるんだ」

「まあ俺は死線をくぐったことはないけどね！　死ぬのは分身だけで！」

「それは言いっこなしだろ俺サン。死は追体験してるんだし」

　坂を上っていたサトルが速度を増して、追加のサトルもすぐに駆け出し、立ち止まったサトルがニョイスティックを伸ばす。

「ぐっ、なんの、これしき！　姫様の護衛を命じられる前、離れて暮らす時の苦しさと比べたら！　姫様に剣をお返しした時の心の痛みと比べたら！」

「……元気だなプレジア。なんか見た目より大丈夫な気がする」

「あれ、あんまり熱くないし痛くない？　サトル様にボコられた時はあんなに痛くてイタ気持ちよかったのに？　なんだかイマイチでこれじゃアタシ満足できな──」

「元気すぎるだろベスタ。まあ二角獣バイコーンの姿でも中身はドラゴンだしなあ」

　せっかくサトルが気合いを入れて進軍したのに、プレジアもベスタもたいしたダメージはないようだ。

　それでも、ソフィア姫の心配そうな眼差しは変わらない。

　サトルたちはそのまま歩を進めて、ソフィア姫の回復魔法を受けたプレジアとベスタも逆襲をはじめる。




　平豚鬼も豚鬼弓兵アーチャーも豚鬼魔法使いマジシャンも、豚鬼リーダーもあっさり駆逐された。




　本気を出したサトルたち一行は、前衛と後衛を揃えた五〇匹以上の集団でも相手にならないらしい。

　過剰戦力である。

　まあ【分身術】がある以上、サトル一人でも過剰戦力なのだが。

　ユークリア王国北東部。

　サトルたちは敵をなぎ払い、豚鬼の本拠地目指して侵攻していく。
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　ユークリア王国、豚鬼オークの縄張りと化した北東部。

　小川と低い崖の間、わずかに空いた空間に三つの人影があった。

　陽ひは落ちてすでに夜なのに、一行は火を焚たいていない。

　遠方から豚鬼に発見されるのを警戒してのことだ。

　いくら強者であろうと、戦い続けては疲労が溜たまる。

　特にこの二日間、前衛として戦ってきたのはプレジアだ。

　オークと人間の娘で生まれつき身体能力が高いといっても、寝ずに戦い続けられるわけではない。

　スキル【分身術】で分身に働かせて、疲労を先延ばしできるサトルと違って。

「サトルは本当に強いのだな。レベルは私より上で、スキルも強力で……わかっていたはずなのに」

　地面にぺたりと座り込んだプレジアは、常になく肩を落としていた。

　ケガをした左腕側にはソフィア姫が座っている。

　小さな手をきゅっと握って、落ち込むプレジアに心配そうな眼差しを向けている。

「まあまあ、あれだけの数が相手ならケガしてもおかしくないって。姫様の【回復魔法】で治る程度だったんだし、そう落ち込まなくても」

　プレジアに声をかけたのは、目元に隈くまを浮かべたサトルだ。

　ちなみにシファは見張り役として野営地を離れ、ベスタはその後を追いかけた。たがいに自分の方が役に立つとアピールするつもりだろう。

　サトルはぐったりと寝そべっている。

　プレジアの悩みを適当に聞いているわけでも、ティレニア王国の王族を前に不遜に振る舞っているわけでもない。

　人間以外の一人と一体に見張りを任せて、サトルはこの二日分の分身を吸収した。

　ケガや死こそないものの、十数人分の疲労は座っていられないほどだった。

「今日の反省は明日活かせばいい。明日は『本拠地』って言われてたところにたどり着く予定だし、今日より強い豚鬼オークだっているはずだ。雪辱戦ってヤツだな」

　昼間、プレジアは豚鬼リーダーが指揮する豚鬼の集団と戦って、弓矢と魔法でケガを負った。

　すぐにベスタ、シファ、サトルが参戦して事なきを得たが、プレジアは負傷したことを気にして落ち込んでいる。

「だいたい、ダメージはたいしたことなかったし、俺たちが参戦しなくても勝てたんじゃないか？」

　その言葉はサトルなりの慰めなのだろう。

　プレジアは俯うつむいたまま小さく首を振った。ぼんやりと地面を眺める。

　サトルのフォローへの返事はない。

　ソフィア姫は「元気のないプレジアを慰めたい、でもいまはわたくしの騎士ではなくてどうするべきなのか」とでも思っているのか、オロオロと落ち着きがない。

　それがまた、いっそうプレジアを落ち込ませていた。

　小川と低い崖の間の狭い野営地に、沈黙が続く。

「姫様の護衛は、このままずっとサトルがやった方がいいのかもしれないな」

　プレジアがポツリと言った。

「おい、それは」

　サトルがむくりと起き上がる。

　ソフィア姫は目を見開いて固まっている。

「サトルは姫様に傷一つ負わせることなく守りきったではないか。私を助けるために攻勢にも出たのに、危なげなく」

　立てたヒザの間に、プレジアが頭を押し込んだ。

　サトルとソフィア姫の視線から逃げるように。

「【分身術】でタワーシールドを並べた密集陣形は見事だった。弓矢も魔法も防いで……ニョイスティックを伸ばして敵の後衛も倒していたし、サトルには【風魔法】だってある」

　豚鬼の群れに囲まれながら、プレジアはサトルの動きを把握していたらしい。

　力ない声でサトルの活躍を振り返る。

　己の無力さを噛かみ締めるように。

「馬のままでもベスタは強かった。シファだって【水魔法】で遠距離攻撃ができるし、船を作り出す能力はこの先の旅でも役に立つことだろう」

　野営地に、プレジアのか細い声だけが響く。

　サトルは何を言うべきかと考え込んだ。サトルに女性を励ますコミュニケーション能力はない。冒険者時代は『ぼっちの踏破者』と呼ばれ、小役人になってからは男しかいない職場だったので。

「私よりずっと強い者が姫様を守っている。私よりずっと旅に役立つ者たちがいる。私は……」

「ほ、ほら、明日も戦闘なんだ、ぐちぐち言ってないで今日はさっさと寝るぞ。あー、酒があればなあ。おっさんたちはこういう冒険者がいたら、ひたすら飲み食いさせて女性がいる店に送り込んで」

　サトルがようやく思い出した慰め方は、ルガーノ共和国の冒険者スタイルだった。

　冒険者ギルドマスター『傷だらけの禿頭スカーヘッド』が、男の冒険者にやってきた慰め方である。役に立たない。

　ちなみに、盗賊に襲われて返り討ちにしたサトルはこの方法で慰められた。童貞はその時に捨てたのでサトルは立派な素人童貞で──

「わたくしはずっと、プレジアの努力を見てきました。プレジアの強さを見てきました」

　うろたえるサトルを無視して、ソフィア姫が口を開く。

「姫様、でもいまの私は」

「王宮の訓練所でプレジアが泥まみれになって、血を流して、歯を食いしばって、訓練しているのを見ていました」

　プレジアの弱気な発言をソフィア姫が遮る。

　意を決したようなソフィア姫の言葉に、サトルは口をつぐんだ。

　サトルが知らない主従の絆を信じて。

　決して「なんて言ったらいいかわからなかったから助かった」と思ったわけではない。

「わたくしの護衛騎士になるんだと自らを鍛えるプレジアを見て、どんどん強くなるプレジアを見て、わたくしは、ふさわしい主あるじになろうと心に誓ったのです」

「姫様は賢くかわいらしく美しく清らかな素晴らしい主で、私こそ姫様をお守りするために、姫様の護衛騎士になるために、でも私は弱くて」

　幼いソフィア姫にフォローされても、プレジアのネガティブ思考は収まらない。

　生まれつき力が強く、レベル39で、過酷な訓練をくぐり抜けてきたプレジアは、自信を失ったのだろう。

　サトルとベスタの強さを前に、『遣東使』として旅に役立つ仲間たちを前に。

　父親の故郷を守りたいと言い出したのは自分なのに仲間の助力を受けて、強くなるために剣を返したのに不ふ甲が斐いない自分に直面して。




「プレジアは強いのです」




　それでも、ソフィア姫は断言した。




「わたくしはプレジアがもっと強くなって、プレジアのお父様の故郷に平和を取り戻して、わたくしの護衛騎士に戻ってきてくれることを信じています」




　ソフィア姫は、幼い頃に出会って以来、ずっとそばにいた年上の友人に告げる。

　信じているのだと。

　微笑ほほえみを浮かべて、プレジアの目を覗のぞき込む。

「ひ、姫様…………」

　プレジアは吸い込まれるようにソフィア姫の微笑を見つめた。

　プレジアの目に浮かぶ涙は悔しさや後悔ではなく、敬愛する主に信じられている嬉うれし涙だ。

「ひ、姫様がこんな私を信じてくださるとは、わたっ、私は！　私はぁああああ」

　言葉が言葉になっていない。

　感極まったのか、プレジアは目からだーっと涙をこぼす。

　剣ダコと傷だらけの戦いくさ人びとの手を、ソフィア姫のたおやかな手に伸ばして、主従が手を──




「はいそこまで。お触りはＮＧです」




「サトルさん？」

「なっ、なんだサトル！　私と姫様の触れ合いを、愛の交歓を邪魔するとはどういうことだ！」

　──重ねる前に、サトルが預かっているタワーシールドに防がれた。

「愛の交歓っておかしいだろ、じゃなくて。プレジア、明日は豚鬼オークの本拠地に行くんだぞ？　『八つの戒め』の四番目は『自分から姫様に触らない』だっただろ。弱体化してどうする」

「はっ！　くっ、だがしかし、いまいい雰囲気で！」

「おいさっきまで『自分は弱い』って落ち込んでたのに何言ってんだ。『いい雰囲気で』じゃなくてな」

　姫様ラブが過ぎる。

　プレジアの立ち直りが早すぎて、今度はサトルが肩を落とした。

「明日はがんばりましょうプレジア。わたくし、応援だけでなく、防御プロテクションの魔法や祝福ブレスをかけますからね」

「おお、ぉぉおおお………姫様から愛をいただけるとは……明日の私はきっと最強となることでしょう！　待ってろオークども、明日がキサマらの命日だ！」

　プレジアがぐっと拳を空に突き上げる。

　ソフィア姫は元気を取り戻したプレジアをニコニコと見守って、サトルははあっと深いため息を吐ついた。

「……これ、姫様は難聴系なんじゃなくてわかってやってる気がしてきた。プレジアの親愛を受け入れてるだけな気がしてきた」

　頭を抱える。

　遣東使として旅を続ける間に、プレジアがソフィア姫への想いをサトルに語ることがあった。

　プレジアの声が大きくてソフィア姫に聞かれているんじゃとサトルが心配したことも、ソフィア姫本人の近くでプレジアが語っていたこともある。

　ニコニコと微笑むソフィア姫はプレジアの言葉が聞こえていないようだったが、これまでもスルーしていただけなのかもしれない。

　サトルには理解できない主従関係である。

「はあ……ほんとに思い悩んでるっぽくて心配したのに……」

　サトルはふたたび横になった。

　豚鬼の縄張りに入ってから二日目の夜が更ける。
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　けっきょく、野営の見張りはベスタとシファの二人が張り切ってこなしたようだ。





【９】






「おー、いるいる。って多すぎだろ」

　ユークリア王国の北東部、いまはモンスターの豚鬼オークに占拠されたエリアに侵入してから三日目。

　丘の陰から見下ろしたサトルは、前方の光景を見て呟つぶやいた。

「〈防御プロテクション〉〈祝福ブレス〉」

「おおっ、姫様の愛と信頼を感じます！　イケる、これならイケるぞサトルッ！」

「まあ。ヒトのメスは、ヒトのオス相手だけでなくメスにも発じょ」

「やめろシファ、そういうことじゃなくてこれは友情や主従の信頼関係なんだ」

「サトル様どうしますか？　アタシがここから一発ブレスを、いや何発でも力の続く限りブレスを放ってサトル様の次に最強なのは誰なのか教え込んでやりましょうか？」

「ベスタ、下っ端みたいな発言になってるぞ。さて、どうするかなあ」

　ソフィア姫が祈るような表情で【回復魔法】の補バ助フをプレジアにかけているのを尻目に、サトルとシファとベスタは暢気のんきに会話していた。緊張感がない。あとサトルが人外側に馴な染じんでいる。

　豚鬼の縄張りに侵入する前に、サトルは村で情報を集めた。

　冒険者ギルドこそなかったものの、村人や「いいオーク」である豚人オークは豚鬼の情報に詳しかった。

　そこで得た「豚鬼の群れが本拠地としていた場所」は、縄張りが広がった後も変更はなかったようだ。

　丘の向こう、池のほとりには木々がない開けた場所が広がっている。

　この『丘と湖水が点在する辺境』、ユークリア王国ではありふれた景色だ。




　そこに、倒木で作られたあばら家らしきものが並んでいなければ。

　そこに、豚鬼の群れがいなければ。




「何を悩んでいるのだサトル！　私が斬り込んで、姫様の護衛はサトルに任せるという話だろう？　サトルも引き受けてくれたではないか！」

「それはそうだけど……プレジア、相手は三〇〇匹近いぞ？　豚鬼弓兵アーチャーや豚鬼魔法使いマジシャンもいるし、装備が整ってるヤツも多い」

　この二日間、サトルたちは豚鬼を撃退してきた。

　襲ってくる豚鬼だけでなく、積極的に索敵即排除サーチ＆デストロイしてきた。

　丘の陰に隠れているサトルたちは見つかっていないが、豚鬼の本拠地は警戒態勢であるらしい。




　池を背に、一番手前に並ぶのは獣の毛皮を肩にかけた豚鬼たちだ。

　手にした棍こん棒ぼうは太く、中には長剣や槍やりを手にした豚鬼もいる。

　その後ろにはフードを羽織って杖つえを持つ豚鬼魔法使いマジシャンや、粗末な弓を手にした弓兵アーチャーが十数匹ずつ。

　サトルたちから見て奥側、池に近い豚鬼たちはどこで手に入れたのか革鎧よろいを着て、盾や槌つち、斧おの、大剣を持つ重装豚鬼とでも呼べそうだ。額の角が太く立派なのは強さとリンクしているのだろう。

　水場の近くが豚鬼にとっての一等地なのか、奥に行くほど装備が整った精鋭らしい。

　池のほとりには、粗末な筏いかだがいくつも浮かんでいた。




「突っ込んでもまた弓と魔法の餌食になるだけだろ？　ここは意地を張らないで、せめてベスタやシファと」

「サトル、私は昨日までの私とは違うのだ！」

「まあ昨日でレベルが40に上がってる可能性はあるか。レベル40は一つの壁って言われてるし、新しいスキルを覚えることも」

「なにしろ姫様の愛と！　信頼を受け取ったのだから！」

「根拠なかった。真面目に違いを考えた俺がバカだった」

「それに、昨夜姫様のお手に触れるのを堪こらえて『八つの戒め』を守ったとき！　身体が欲で満たされたのだ！」

「力。力で満たされてください。あと堪えてないからな、俺が止めただけで」

「そして見よ、この剣を！　私の想いを受けていっそう青く輝く魔剣〈オーク殺し〉を！」

「それ、オークが近くにいると光るって言ってなかった？　想いとか関係なく目の前にオークの群れがいるからじゃない？」

「いまなら私は、遠距離攻撃も範囲攻撃もできるに違いない！　姫様の剣となった私がオークどもを斬り裂いてくれよう！」

「あ、これもう止められないわ。作戦なしに突っ込む気だわ」

「薄汚いオークどもよ！　『追放されしオーク勇者』の娘にしてソフィア・キソ・ティレニア様の剣、プレジア・サングリエがこの魔剣〈オーク殺し〉で皆殺しにしてくれよう！」

　隠れていた丘を駆け上がって、丘の頂上でプレジアが両手剣をかざした。

　魔剣〈オーク殺し〉が青い輝きにきらめく。

　陽光に劣らず、青い光は豚鬼の群れを照らした。

　豚鬼たちにフゴフゴとどよめきが広がる。あいかわらず、サトルは豚鬼の言葉を理解できない。

「はあ。ベスタ、シファ、いつでもプレジアをカバーできるように準備しといてくれ。姫様は回復魔法の準備を」

　丘の上で勇ましく名乗りを挙げたプレジアを見上げて、サトルは諦あきらめて指示を飛ばす。

　ベスタはいまにも飛び出さんばかりに蹄ひづめで地面をかいて、シファはいつもと変わらず微笑ほほえみを浮かべる。

　ソフィア姫は、真剣な眼差しでサトルの指示に頷うなずいた。

「さて、んじゃ俺も分身を八人からとりあえず一〇倍に──」

「この一振りをもって開戦の狼煙のろしとする！　はあああああああッ!!」

　スキル【分身術】を使おうとニョイスティックを構えたサトルをよそに、プレジアが青く輝く両手剣を振り下ろした。

　丘の上から振り下ろしたところで、ふもとにいる豚鬼に届くはずもない。

　だからそれは、空振りになるはずだった。

　だが。




　魔剣〈オーク殺し〉から、三日月型の青い光が飛ぶ。

　三日月は離れた場所にいた豚鬼に当たり、かた太りの体を斬り裂いていく。

　直線上にいた五、六匹を装備ごと貫いて、三日月は消えた。




「見たかサトル！　姫様の愛と信頼を受けた私にできないことはないのだッ！」

「マジか……ほんとに遠距離攻撃できるようになるなんて……新しいスキルを覚えたのか、それともスキル【八戒】が進化したのか」

「オークの父から受け継いだ〈オーク殺し〉の『オーク斬り』でオークどもを皆殺しにしてオークの故郷を取り戻してくれるッ！」

「殺すのか平和にするのかどっちだよ。悪い方の豚鬼オークといい方の豚人オーク、どっちも『オーク』って呼ばれるせいだけどさあ。はあ、頭痛くなってきた」

　プレジアの「イケる」発言は、根拠のないものではなかったらしい。

　冒険者ギルドなどに置かれた魔道具マジックアイテムはレベルやスキルを確認できるだけで、そのタイミングで上がったり、覚えたりするわけではない。

　プレジアには、これまでできなかった遠距離攻撃や範囲攻撃を覚えた実感があったのだろう。

　でなければ、昨日以上の敵を前に無策で突っ込もうとするわけがない。たぶん。

「さすがプレジアです。わたくし、プレジアは強いのだと信じてました。知っていました」

　プレジアの勇姿に、ソフィア姫は両手を組んで目をキラキラ輝かせている。

　背中で聞いたプレジアは、むふーっと鼻息を荒くする。オークか。オークの娘であった。

「サトル、姫様の護衛は任せたぞ！」

「あ、待てプレジア、遠距離攻撃できるようになったんなら、豚鬼弓兵アーチャーと豚鬼魔法使いマジシャンを先に倒してから」

　サトルのアドバイスは聞こえたのか聞こえなかったのか、プレジアは丘を駆け下りる。

　オークが近づくと青く光る魔剣〈オーク殺し〉は、ふたたび青い光を取り戻す。

　光が戻るたびに、丘の途上のプレジアは三日月の斬撃を飛ばす『オーク斬り』を放った。

「魔剣〈オーク殺し〉が名前の通り対オークに特化してるのかもなあ……その辺を考えるのはあとでいいか」

　逸それる思考を戻して、サトルは隠れ場所から出て戦況を見つめる。

「はああああああッ！」

　丘を駆け下りながら、プレジアが青く光る両手剣を横薙なぎに振るう。

　三日月型の光が飛んで、後方で弓を構える豚鬼弓兵アーチャーの集団を斬り裂いた。

「忠告は聞いてくれてたのか。それにしても、すごいなあの剣」

「ふふ、サトルさん、剣だけではありません。わたくしのプレジアはすごいのです！」

　サトルが持つタワーシールドの陰から顔を出して、ソフィア姫はプレジアの勇姿を見守っている。

　ぶんぶんと小さな手を振って、いつになく興奮した様子だ。

　一時、護衛騎士の役割から離れていても、自らの騎士の活躍は嬉うれしいらしい。

「たしかに。いくら強くても、集団への一騎駆けってなかなか、なあ」

「レベル65なのに弱気でどうする俺！」

「まあ俺は【分身術】があるからね、相手が複数だったらさっさと分身しちゃうしね」

「俺は弱気なんじゃなくて慎重なんだと俺は思うぞ俺氏」

「俺は死んでも平気だけど、俺が死んだらどうなるかわからないもんなあ。弱気で当然だって俺」

「ほら集中しろ俺たち！　ここは戦場だぞ！」

　サトルがサトルにツッコミを入れて、サトルとソフィア姫の前に並んだサトルたちがいっせいに話し出す。

　横に待機していたベスタは四本の脚を動かしてサトルたちから距離を取る。

　微笑みを浮かべるシファは、九人のサトルを前にペロリとくちびるを舐なめた。

　プレジアはその間にも丘を駆け下りる。

　途中で何度か、魔剣〈オーク殺し〉から『オーク斬り』と名付けた光を飛ばした。

　ふごふご、ぴぎゃーと悲鳴をあげて、豚鬼弓兵アーチャーや豚鬼魔法使いマジシャンが次々に倒れていく。

　昨日の反省を活かしたのかサトルのアドバイスを聞いたのか、遠距離攻撃の手段を持つ豚鬼を先に狙っている。

　丘の上に姿を現して戦場を見下ろすサトルたちの前で、プレジアが豚鬼の群れと接敵する。

　プレジアはためらうことなく、怯ひるむことなく突っ込んで青い光をきらめかせた。

　昨日の雑魚豚鬼よりひとまわり大きな豚鬼も、革鎧を着た重装豚鬼も、金属製の武器を持った精鋭豚鬼も、等しく一太刀で断ち斬る。

　並んだ豚鬼の軍勢をたやすく切り裂いていく。

　プレジアが、一人で。

「覚醒しすぎだろこれ……やっぱり魔剣〈オーク殺し〉の特殊能力か？　オークへの特効がついてるとか、オークの群れと戦うと攻撃力や切れ味が上がるとか」

　一騎駆けしたプレジアの奮戦は続くも、豚鬼の軍勢はまだ二〇〇匹近くが残っている。

　丘を駆け下りた勢いは物量に削そがれて、プレジアはついに立ち止まった。

　といっても、両手剣を振る速度も斬れ味も変わらず、近づいてくる豚鬼を両断しているのは変わらない。

「一人じゃさすがに疲れるだろうなあ。やっぱり分身を増やしてプレジアのサポートに」

　分身の疲労を追体験する男は戦闘時の疲労に一家言あるようだ。

　豚鬼がじわりと陣形を広げるのを見て、サトルがニョイスティックを構える。

　新たな分身を生み出そうとしたところで、止まった。

　プレジアが奮闘する戦場の奥、集落で一番大きなあばら家から、一匹の豚鬼がのっそりと現れた。




　ひときわ大きな豚鬼の肌は浅黒く、毛皮や鎧はなく、巨体と筋肉を見せびらかしている。

　むき出しの裸体には、歴戦を示す傷跡が無数に残っている。

　手にした戦せん斧ぷは八歳のソフィア姫どころかサトルよりも大きそうだが、その豚鬼にはちょうどいいサイズに思える。

　額から伸びる二本の角のうち一本は半ばで欠けて、顔にも大きな傷跡があった。

　スカーフェイスのボス豚鬼の登場に、豚鬼の群れが沸き立つ。

　プレジアとボス豚鬼の目が合って──




「ぞのグゾ青い光！　ぞの剣はあのグザれオークの！」




　ボス豚鬼が叫んだ。

　サトルの耳には、意味のある言葉のように聞こえて。

「……ボスともなると知能が高い、のか？」

「腐れオークとはどういうことだ！　この剣は私の父より受け継いだ由緒正しき魔剣〈オーク殺し〉！　貴様らオークを滅ぼす剣だ！」

「あ、翻訳の指輪をつけてるプレジアにも通じてたんだ。でもオークが代々継いだのを『由緒正しき』って」

「グハハハはっ！　わかる、わかるゾ、ヒトのメスよッ！　あのグザれオークぞっくりな顔！　キサマ、あのグザれオークのムスメだな！」

「ええ……どう考えてもプレジアは人間にしか見えないんだけど豚鬼オークの目はどうなってるんですかねえ……そういえば村にいた豚人オークも同じこと言ってたような」

　豚鬼の群れを挟んでがなりたてるボス豚鬼とプレジアに、サトルのツッコミは届かない。

　ボス豚鬼の感情を読み取ったのか、言葉を持たないはずの豚鬼たちがフゴフゴ嗤わらう。

「キサマをナブり殺して！　オデたちの孕はらみ袋にしてあのグザれオークに見せつけてやる！」

「ふん、父からはお前のことを聞かされたこともない。歯牙にもかけられぬオークなど知ったことではないが……」

　プレジアはぶんっと両手剣を振り、血を払うついでに青い光を飛ばして、近くの豚鬼を斬り飛ばした。

　青く輝く〈オーク殺し〉を高々と掲げる。




「群れごと一掃して、父の故郷に平穏をもたらしてくれる！　私が強くなる糧となるがいいッ！」




　叫んで、ふたたび豚鬼の群れに斬り込んだ。

　豚鬼に囲まれることを厭いとわず、一直線に。

　『追放されしオーク勇者』の娘は、父親と因縁があるらしいボス豚鬼を目指す。

　サトルはそんなプレジアを見て、はあ、と一つため息を吐ついた。

「プレジアはさっきよりもまわりが見えなくなってるっぽいなあ。まあ仕方ないか」

　タワーシールドを左手に持ったまま、右手のニョイスティックを空にかざした。

「分身の術ッ！」

　ポーズを決めて叫ぶサトル。

　と、サトルが増えた。

　一人だったサトルが二人に。

　すでに護衛についている八人のサトルに加えて二〇人。

　いや、さらに増えていく。

「姫様、これから戦場に近づきます。何があっても盾の陰から出ないようにしてください」

「わたくしはプレジアを信じています。でもプレジアがケガをした時はわたくしの【回復魔法】で治すのです。ですから……ありがとうございます、サトルさん」

　サトルがプレジアの戦いを助けるなら、サトルを戦場に送ってサトルは丘の上で見ているだけでいい。

　近づくのは「もしプレジアが負傷した時、ソフィア姫が癒やせるように」というサトルの配慮だ。

　ティレニア王国の王宮で空気を読んできた小役人は、主従の想いを汲くんだようだ。

　前に並んだサトルとサトルと、左右のサトルと後方のサトルの盾の隙すき間まから、ソフィア姫は、サトルの配慮を理解して微笑んだ。

「うふ、うふふふ。サトルさんがたくさんいますわ。これほどの数のサトルさんに囲まれたらわたしはもう濡ぬれ」

「なにそれこわい。そうだシファ、サハギンに戻って池に浮いてる粗末な筏を壊してくれ。ほらこんな奥地に人間はいないだろうし、池に入っちゃえば見えないだろ」

　居並ぶサトルを前にヨダレを垂らすシファに、サトルが後ずさる。

　欲情した肉感的な美女を遠ざけるべく指示を出す。

「サトル様、じゃあアタシ！　シファがいいならアタシもドラゴンになっていいですよね、それでアタシが強いところを見せつけて、プレジアだって囲まれたら大変だし」

「あー、そうだな、じゃあそうしてくれ。ただあばら家は狙うなよ。俺たちは撃退したけど捕まってる人間がいるかもしれないし。待て、その場合はサハギンとドラゴン姿を見られる可能性が──」

「あちゃー、気づくの遅いって俺」

「そもそも見られるんだったら分身した俺たちも見られてるしね！」

「陸上でベスタのドラゴン姿を見るのはひさしぶりだなー」

「ねえ、ベスタちょっとデカくなってない？　三ヶ月の間に成長したのかレベル依存なのか」

「シファから目を逸らすな俺たち。美人さんが目の前で悍おぞましい姿になるのマジ悍ましい」

「あああああああ！　これぜったい夢に出てくるヤツ！」

「見てしまった俺の人数分、このシーンを追体験するのか……がんばれよ俺」

　サトル、気づくのが遅かったようだ。

　ベスタはひさしぶりのドラゴン姿でグオオオオオンッ！　と気合いの入った咆ほう哮こうを響かせて、シファはめきょめきょと変へん化げする。いや、正体を露あらわす。

　戦場を見下ろす丘の上にドラゴンとサハギンが並び、ソフィア姫と一〇〇人を超えるサトルが隊列を整える。

「……まあ、もし見られたらその時考えるってことで。ここまで現実離れしてたら白昼夢っぽいし、剣と魔法のファンタジーな世界だしなんとかなるなる。なる、かなあ」

　気の抜けたサトルの呟きが合図になったかのように、化け物たちの進軍がはじまった。

　相手がモンスターで、サトルたちが人間側のはずなのに。




　二〇〇人が二列横隊で丘を下っていく。

　揃そろいのタワーシールドが陽光を反射して、知能が低い豚鬼にさえプレッシャーを与える。

　合図もないのに左右の人間は歩を速め、豚鬼の集落を半包囲するように広がった。

　上空から見れば、鶴が翼を広げたように見えたことだろう。

　一糸乱れぬ行進は、そうとうに訓練された騎士団や歩兵──ではなく、サトルである。

「右翼、遅れてるぞオレジュー！」

「残ってるのはだいたい二〇〇匹対俺たち二〇〇人！　集団戦はみなぎるなあ」

「ねえこれ揃って進む必要あった？　やりたかっただけだよね？」

「プレジアが開けた穴をえぐれ！　あれ、だったら鶴翼じゃない方がよくない俺？」

　サトルとサトルの分身たちである。

　サトルとサトルの間隔は広い。

　普通の歩兵であれば間を突かれて包囲を抜けられる、あるいは陣形を乱されるだろう。

　だが、少なくとも相対する豚鬼には不可能だ。

　なにしろ並んでいるのは全員レベル65で、タワーシールドと長柄武器を手にしたサトルたちである。

　サトルの分身が気づいたように、並んで進む必要さえない。

　モンスターの群れを前に、ただ集団戦の雰囲気を味わいたかっただけだ。

「『オーク斬り』ッ！　オーク勇者である父を故郷から追い出した薄汚いオークめ、取り巻きもボスもここで殲せん滅めつしてくれる！」

「そもそも『オーク勇者』ってなんだよ。せめて勇オークか勇豚人オークじゃないのか」

　サトルのツッコミはプレジアに届かない。

　プレジアは新たに覚えた『オーク斬り』で青い光を広範囲に飛ばして、片角のひときわ大きなボス豚鬼に向かって突き進んでいた。

「がんばってくださいプレジア……」

　サトルたちの中央後方に、一〇人が固まって歩く。

　プレジアの無事を祈るソフィア姫と、その前後左右でタワーシールドを構えて護衛するサトルが八人。

　ひとかたまりとなった九人の横に立つサトルは、丘のふもとで後ろを振り返った。

「防ぎきれるだろうけど、こっちに誤射するなよベスタ。誤射したら……」

「だだだ大丈夫ですサトル様！　亀の時はアイツが弾はじいたからで、アタシ今度はちゃんと気をつけますから！　家？にもサトル様にも姫様にもプレジアにも当てませんから！」

「おいシファが抜けてるぞ」

　サトルが振り返った丘の中腹にはドラゴンがいた。

　【変へん化げの術】を解いて本来の姿に戻ったベスタである。

　馬として運んでいた荷物を足元に置き、ベスタは爪を地面に食い込ませて大きく息を吸った。




「サトル様の次に最強の！　アタシのブレスを喰くらえー！」




　ベスタがブレスを放つ。

　水のブレスは、プレジアの左から背後に回り込もうとする豚鬼の集団をなぎ払った。

　続けて、右から近づこうとしていた豚鬼を吹き飛ばす。




「プレジアが囲まれるのを防ごうとしてるのか。やるなベスタ」

「うへ、うへへへへ、サトル様に褒められたやっぱりアタシは最強で有能でよーしもう一発！　あのサハギンなんかより役に立つことを見せてやるー！」

　サトルに褒められて、ベスタは調子に乗った。

　これまでブレスは、ボス鎧には抵抗されて、アンデッド枢機卿には魔法で防がれ、大亀ヒュージタートルには弾かれて、ここぞという場面ではほとんど通用しなかった。

　ちょっとブレスが当たっただけでまとめて吹っ飛ぶ豚鬼を見て、ベスタはすっかり自信を取り戻したようだ。

　連発されるベスタのドラゴンブレスに、豚鬼の群れは混乱状態に陥った。

「す、すごいですね……これがベスタさんの本気……」

「まあベスタはあれでもドラゴンですからね。いくら精鋭でも豚鬼相手ならこんなものでしょう」

「誤射はなし！　豚鬼オークの隊列は乱れてる！　進むぞ俺たち！」

「鶴翼を広げろ！　一匹も逃すなよ！」

「ノリで生きてるのかよ俺たち……レベル上げのためにプレジアに倒させるんじゃないのか……」

「そこはほら！　プレジアは因縁があるっぽいボス豚鬼オークに集中してもらう方針ってことで！」

　がやがやと騒ぎながらサトルが進む。

　サトル二〇〇人の集団は丘を降りきって、豚鬼の群れを半包囲した。

「オレイチから俺百！　構えー！」

「俺ワンオーワンから俺二百！　ニョイスティックを伸ばせー！」

　サトルを指揮するサトルの号令が響く。

　一列目のサトルはニョイスティックを腰だめに構え、二列目のサトルはいっせいにニョイスティックを立てた。

　それっぽい陣形でそれっぽいことをしているが、本来その必要はない。

　なにしろサトルは二〇〇人の分身を生み出したのだ。

　プレジアとベスタに倒された数を考えれば、すでに豚鬼よりレベル65のサトルの方が多い。

「あ、ちょっ、突っ込んでくるなよ！　ここは揃って攻撃されるのを大人しく待つところだろ！」

「なあこれ間隔広すぎて明らかに攻撃受けないオークがいるんだけど。もうちょい詰めた方がよくない？」

「左翼！　そっちちょっとニョイスティックが長いぞ！　揃えろ揃えろ！」

「はあ。仲間っていいよなあ。ぜんぶ俺だけど」

　ソロ冒険者だったサトルに、開けた野外で陣形を組むような集団戦の経験はない。

　『ぼっちの踏破者』サトル、集団戦っぽいことをやってみたかったらしい。

「直前でニョイスティックを伸ばすの忘れるなよ俺たち！」

「オレイチから俺百！　突けー！」

「俺ワンオーワンから俺二百！　叩たたけー！」

　サトルの号令を受けて、一列目のサトルがニョイスティックを突き出し、二列目のサトルが振り下ろした。

　届かないはずの場所から伸びてきた武器に、豚鬼たちが倒れていく。

　倒した数は少ない。筋肉と脂肪をまとうかた太りの豚鬼たちに、打撃武器の相性は悪い。

　だが、サトルたちは満足げな笑みを浮かべている。余裕か。真剣なプレジアとソフィア姫が浮かばれない。

「これだと討ち漏らしが多いな。本物の騎士団や歩兵はどうやってるんだろ。今度プレジアに聞いてみるか」

　一度で満足したのか、サトルたちは隊列を保ったまま思い思いに攻撃をはじめた。

　的確に急所を狙って自由に動く分、一斉攻撃よりも豚鬼の倒れるペースは早い。

「もしもの時のために姫様の【回復魔法】が届く場所まで進みましょうか。油断するなよ俺たち」

　ソフィア姫と護衛のサトルにサトルが声をかけて、サトル本体がいる本隊が進んでいく。

　途中、倒れていた豚鬼が地面にヒザをついて、「せめて一矢」と死力を振り絞るも、飛んできた水の球に撃たれてふたたび倒れた。

　サトルは水球が飛んできた方向に目を向ける。




　豚鬼の一団が水辺を向いておののいていた。

　サトルたちに背を向けたまま、じりじりと後ずさってくる。

　豚鬼たちの巨体の向こう。

　そこには、名状しがたいモンスターがいた。

　ぬらぬらと鱗うろこを妖しく光らせる、冒ぼう涜とく的なモンスター。




「サトルさん、筏はすべて潰つぶしましたわ。こちらに加勢いたしますので、終わった暁にはご褒美に子種をくださいませ」




　おぞましい見た目から想像できないほどの美しい声。

　シファである。

　【人化の術】を解いてサハギンの姿に戻ったシファである。




「やらないから。その姿を見ちゃったらもうできないから」

　豊かな双丘をサトルに押し付けて、ことあるごとに誘惑してくる美女の姿はそこにはない。

　忘れかけていた本性を思い出して、サトルは空を見上げた。

　ユークリア王国を旅する間の、目を惹ひく露出もやわらかな感触も至近距離の熱い吐息も、すべては幻想だ。

　遣東使としてともに旅する仲間がいても、『孤ソ独ロを貫く男』の二つ名は返上できそうにない。

「はいはいもう隊列とかやめやめ！　とにかく逃さないで、プレジアをサポートするぞ！」

「面倒になるのが早いぞ俺！　頃合いだと思うけど！」

「まあ普通にやればこうなるよなあ。あとは生き残りと、ボス豚鬼の周辺だけか」

「こうなったらプレジアに一対一で思う存分戦わせるぞ！　気合い入れなおせ俺たち！」

「シファは水辺で暴れさせるか。離れたいんじゃなくてそっちから逃さないように」

　サトルが空を見上げて世の無情を嘆いている間に、サトルたちは行動をはじめた。

　ベスタとシファ、サトルの参戦で、豚鬼の群れはあっという間に総崩れとなった。

　戦意のある豚鬼はボス豚鬼と取り巻きだけで、あとは倒れ伏して死を待つ豚鬼と、統率を離れて逃げ出す豚鬼だけだ。

「まあ、池の近くに来たオスを引き摺り込んでいいだなんて……サトルさんはわたしに練習をさせたいんですのね」

「やめてください死んでしまいます。豚鬼オークにやる分には構わないけど。むしろ豚鬼オークで満足してほしいぐらいだけど」

　豚鬼の本拠地で、サトルとシファが暢気に言葉をかわす。

　シファは体をくねらせて、とぽりと池に戻った。

　ぬらぬら光る鱗が水面に沈む。

　おぞましい姿が隠れて、サトルはほうっと安あん堵どした。

　三〇〇匹近い豚鬼の本拠地の制圧が終わった、わけではない。

　池に戻ったシファは水中から【水魔法】を放ち、ときおりオークを水中に引き摺り込んでいく。

　レベル32のシファより強い精鋭豚鬼もいそうだが、水場を利用したシファは強かった。

　水を得た魚のように。

「ベスタももういいぞ」

「えっ。でもサトル様、モンスターはまだ残っててアタシももうちょっと暴れたり活躍する機会があるんじゃないかなあって」

「馬に戻れ。そうだな、余力があるならあばら家の解体や死んだ豚鬼の運搬でも手伝ってくれ」

「えっと、アタシはドラゴンでサトル様の次に最強でシファより役に立って……いえなんでもないです馬に戻ります白馬のつぐないですもんね」

　丘の中腹からブレスで豚鬼をなぎ倒したベスタが、ドラゴンの首を垂れ下げた。

　しゅんと落ち込む姿は、人もドラゴンも大差ないらしい。

　サトルが振り返って、近くにあった頭を撫なでる。

「よくやった。プレジアが包囲されなかったのも、俺が楽できたのもベスタのおかげだ」

「サ、サトル様がアタシを褒め……撫でて……？　アタアタシそれでぐっとくるほど安いメスじゃないっていうか、あれ、でもけっこう嬉しくてなんだろこれサトル様そのままちょっと強めに叩いてもらえませんかね」

　うわごとを呟きだしたベスタを放置して、サトルはふたたび向き直った。

　サトルの前方では、二〇匹ほどの取り巻き豚鬼をサトルがぐるりと包囲して、内側でサトルが戦っている。

　三〇〇匹近くいた豚鬼も、残すは二〇匹ほどのボス豚鬼の取り巻きと、逃げようと試みる数匹の豚鬼、それにボス豚鬼だけだ。

　ふごふご、ぷぎゃーと豚鬼の悲鳴が響く本拠地の、一番奥。

　プレジアは、ようやくひときわ大きな片角のボス豚鬼と相対していた。

　ボス豚鬼の戦斧、プレジアの両手剣〈オーク殺し〉、たがいに武器を向け合う。

「オデの群れがなくなろうと！　キサマだけは殺してやる！」

「私は……悪いオークを皆殺しにして父の故郷に平和を取り戻す！　いいオークだけになれば、人がオークを見る目も変わるはずだ！」

　まるで決闘のようにそれぞれの願いを告げて、ボス豚鬼とプレジアの戦闘がはじまった。

　引くことも防御も知らぬとばかりに、たがいの武器をぶつける。

　豚鬼も豚鬼の装備も斬り裂いてきた魔剣〈オーク殺し〉でも、ボス豚鬼の戦斧は斬れなかった。

「青い光が弱くなってる？　あー、そっか、オークが減ったから。オークの数と距離次第で斬れ味が変わるのか。魔剣〈オーク殺し〉は、本当にオークを殺すための武器なんだな」

　ティレニア王国で殺人熊マーダーグリズリーと一対一で戦った時、プレジアは盾を手に防御主体の戦い方だった。

　いま、護衛騎士の任務を一時返上したプレジアに守るモノはない。

　想いや覚悟や後ろにいるソフィア姫が危なくなったら守るだろうことはともかくとして、物理的に守らなければいけないモノはない。

　両手剣を両手で振りまわして、プレジアがボス豚鬼に斬りかかる。

　ボス豚鬼に防がれても、武器がぶつかり合っても、何度も何度も斬撃を放つ。

　プレジアもボス豚鬼も攻撃主体で、たがいの体に小さな傷が増えてきた。

「互角か。ボス豚鬼がスキル持ちの可能性もあるし、加勢するかなあ。それか姫様の〈治癒キュアウーンズ〉だけでも」

「サトルさん。もう少し、待ってください」

　だが、サトルの横のソフィア姫は動かなかった。

　スキル【回復魔法】を持った、一行の回復役は魔法を使わなかった。

　ぎゅっと手を組んで、プレジアの戦いを祈るように見つめている。

　回復魔法は一対一の決闘を汚すと思ったのか。




「プレジア……ケガをしないようにとはもう言いません。戦いが終わったら、ケガはわたくしが治します」

　武器がぶつかる音と荒い息と裂れっ帛ぱくに紛れながら、ソフィア姫は祈っていた。

　サトルは何も言わない。

　ただいつでも助けに入れるようにニョイスティックを構えた。

　サトルの横ではサトルが祈るソフィア姫を守り、ボス豚鬼とプレジアの周囲をサトルが囲み、生き残りと逃げる豚鬼をサトルが仕留めて、ベスタを働かせながらサトルが本拠地のあばら家を調査し、池のほとりのサトルがシファから逃げる。




「わたくしは、プレジアが強いのだと知っています。信じています。護衛騎士になる前から、プレジアはずっとわたくしを守ってくれて、わたくしの憧れの、騎士なのですから」




　オークの父親と貴族の母から生まれたプレジアは、ほかの貴族から蔑さげすまれた。

　異国から来た側そく妃ひを母に持つ幼いソフィア姫と出会って以来、二人はたがいを支え合ってきた。




　心優しいお姫様と、お姫様を守る護衛騎士。

　それは立場や役職ではなく、二人の関係でもなく、二人がそれぞれに対して描く夢想で、二人が自分に持つ理想で。




　ソフィア姫の声が聞こえていたのだろう。

　ボス豚鬼を前蹴りして、プレジアが距離を取る。

　プレジアは、両手剣を大上段に構えた。

　魔剣〈オーク殺し〉が青く光る。

　叫んで、一気に踏み込んだ。

「私は強いのだ！　『オーク勇者』と女騎士から生まれたからではない！　レベルでもスキルでもない！　姫様が『私は強い』と信じてくださるから、私は強いのだッ！」




　青い残光をひいて、プレジアが魔剣〈オーク殺し〉を振り下ろす。

[image: ]

　プレジア渾こん身しんの一振りを、ボス豚鬼は戦斧での撃ち落としを狙って構え。




　にたりと嗤わらった。




　一対一ではじめて、ボス豚鬼が自ら後ろに下がる。

　プレジアのバレバレの振り下ろしはボス豚鬼にかわされ──




「『オーク斬り』ッ！」




　青い光が飛んだ。




　ボス豚鬼がずるりと斜めにズレる。

　立ったままの半分を残して、ボス豚鬼の半分がびちゃりと地面に落ちた。




　湯気をあげるモツを前に、サトルはドン引きである。

　豚鬼の本拠地に、動く豚鬼の姿はない。

　決闘のような一対一に勝利した、プレジアの荒い息だけが聞こえる。

　残心していたプレジアがふうっと息を吐いて、両手剣を下ろした。

「プレジアプレジアプレジア！　わたくし信じていました！　信じていましたけど心配したのですよ！　〈治癒キュアウーンズ〉！　〈中位治癒キュアインジャリー〉！」

　真っ先に駆け寄ったのはソフィア姫だ。

　堰せきを切ったように涙をこぼして、プレジアに回復魔法をかける。

　ボス豚鬼との戦いで負った傷が癒えていく。

「ありがとうございます、姫様」

　一騎駆けと強敵との連戦で力を使い果たしたのか、プレジアの声に覇気がない。

　至近距離でソフィア姫の【回復魔法】を受けてもテンションが上がらない。

　プレジアはただ、満ち足りた微笑みを浮かべて主あるじを見つめた。

「これで、父の故郷も平和に……悪あしき豚鬼がいなくなれば、オークの扱いもよいものに……」

　プレジアの体がふらりと揺れる。

　手にした魔剣〈オーク殺し〉から青い光が失われる。

「プレジア？　まだどこかケガしているのですか？　いまわたくしが治します！　〈中位治癒キュアインジャリー〉！」

　小さな体でプレジアを抱きとめて、ソフィア姫が回復魔法をかける。

　重さでぷるぷる震えるソフィア姫の後ろから、サトルが手を伸ばした。

「心配いりませんよ、姫様。魔力切れのようです。しばらく休めば回復するでしょう。俺と違って一人分の魔力切れですから」

「よかった……よかったです……」

　サトルの言葉に安心したのか、ソフィア姫はぐすぐす泣きながらぺたりと地面に座り込んだ。

　豚鬼の内モ臓ツや肉片や血だまりは気にならないらしい。

　豚鬼の本拠地に動く豚鬼の姿はなくなったが、動くモンスターはいる。

　ベスタはあばら家の取り壊しをやめて心配そうにソフィア姫を見つめ、シファはざばりと水から上がって近づいてくる。

「斬撃を飛ばす『オーク斬り』は魔力を使う技だったんだろうなあ。飛ぶ斬撃なんて魔法みたいなもんだし」

　サトルだけはいつもと変わらない様子でポツリと呟いた。

　いや、魔力切れで力が入らないプレジアを支えて、やわらかな表情を浮かべている。

　よくやった、と言わんばかりの。




　ユークリア王国北東部。

　豚鬼の縄張りは、わずか三日で壊滅した。

　皆殺しにできたかどうかはともかくとして、『追放されしオーク勇者』の娘は、父親の故郷に平和を取り戻したようだ。
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　サトルたちが豚鬼オークの本拠地を潰つぶした二日後。

　サトルたちは湖のほとりの村にいた。

「『追放されしオーク勇者』の娘に！」

「おいそれは失礼なんじゃねえか？　倒した本人を讃たたえねえと！」

「んじゃ『帰ってきたオーク勇者』、オーク勇者が帰ってきたわけじゃねえからこれだとオーク違いか」

「『二代目オーク勇者』に！　乾杯！」

「乾杯！」

　ユークリア王国の村では、宴会が行われていた。

　酔っ払った村人が木製のコップを打ち合わせる。

「乾杯ッ！　くふっ、くふふふ。私が二代目、父に続いて私が『オーク勇者』になるとは！」

「いいのかプレジア？　『二代目オーク勇者』って人間要素薄くないか？」

　讃えられるプレジアはご機嫌な様子で、ぐいっと微炭酸飲料ワスクを飲み干した。

　ボス豚鬼を倒したサトルたちは、戦いの前に豚人オークと豚鬼オークについて話を聞いた村に戻ってきた。

　次の国に向かうには先に進んだ方が早いのに、わざわざ報告のために。

　遣東使として旅に出て以来、二度目の寄り道である。

「英雄さん、こいつも食ってくだせえ。お嬢ちゃんにはこれをどうぞ」

　池のほとりの仮設宴会所に、村唯一の宿屋から続々と料理が運ばれてくる。

　サトルたちのテーブルに、ごとりと皿が載せられた。

　運んできたのは豚鬼の襲撃があった宿の主人だ。

「わあ、これはなんでしょう？　わたくし、前に泊まった時は食べていないと思います」

　初めて見る料理に顔をほころばせるソフィア姫に、宿の主人を疑う様子はない。

　人化したサハギンであるシファはともかく、サトルとプレジアにも。

　村に戻ってきたサトルは、裏切り者についての報告を受けた。

　情報はソフィア姫やプレジアにも聞かされたが、サトルだけは詳細を確認している。

　豚鬼を手引きしたのは、ユークリア王国北東部の村から逃げてきたという人間だった。

　村人と豚人でオハナシしたところ、裏切り者は、豚鬼にプレジアとシファをさらわせて、自分はおこぼれとしてソフィア姫をもらう約束だったのだという。

　性的なアレなのか、見るからにいいところの子女なソフィア姫を確保して身代金を取ろうとしたのか、ほかに目的があったのかは不明である。

　ともあれ、サトルは裏切り者の詳細と無む惨ざんな死体を確認した。

　村で出される料理も飲み物も、サトルたちは口にしている。

　調理場をこっそり分身に見張らせていたり、宴会所の周辺に分身を潜ませて警戒していたりはするが。

　それと。

「サトル様こっちはなんだかネットリしてて美お味いしいです、でもアタシはもうちょっと厚く切った方が好きかなあ」

　サトルたちに提供された料理も飲み物も、最初に食べる人物は決まっていた。




　背中の半ばまで届く濃い藍色の長い髪。

　美人だらけのユークリア王国にあっても目立つほどに端正な顔立ちで、服の上からでもわかるほど体のラインも美しい。

　口調のわりに表情の変化に乏しく、どこか作り物めいている。

　人物、というかモンスターである。

　人化したベスタである。

　生命力が強いドラゴンなら何かあっても大丈夫だろ、とサトルの適当な推測で毒味役となったベスタである。




　ちなみにベスタは、サトルから「豚鬼との集団戦で活躍したご褒美」として「人間の料理はめずらしいだろ、食べていいぞ」とお許しを得て喜んでいた。知らぬが仏である。

「コレはこのまま食べるのか？　火を通してない生肉っぽいんだけど……」

　テーブルに追加された皿のうちの一つに乗っていたのは、脂身っぽい生肉だった。赤身部分がほぼない白い肉片、というか薄切りの脂身である。

　そのまま口にしたベスタにサトルがおののく。

　毒味役として人化させたはずなのに、肉を生で食べて大丈夫なのかとサトルは不安になったらしい。いまいち割り切れないおっさんである。

「こいつは豚の脂身の塩漬けサーロです。村の名物なんですがねえ、やっぱ旅人さんには不評ですかい」

「豚の脂身？　え、豚人オークが暮らす村で、モンスターの豚鬼オークも出没する場所で？　その豚ってまさか？」

「オラの豚を潰して作ったヤツです。家畜の豚ですんで心配はいらねえべ」

「不安です。本当に俺の知ってる豚なのか、豚なら豚で塩漬けでも生でいいのかすごく不安です」

　豚の脂身の塩漬けサーロだと聞いても、サトルはまだためらっている。

　村における「豚」の定義を疑っている。

「あら、味は薄めですのね。ふふ、不思議な食感ですわ」

「こいつの作る豚の脂身の塩漬けサーロはあっさりですね。作る人によっても香草や香辛料でも、味が変わるんです」

　ベスタに続いて脂身を口にしたのはシファだ。

　味わったあとにねっとりと唇を舐なめる。唇は、溶け出した脂で妖しく濡ぬれた。

　宿の主人と豚人の視線が集まり、サトルは理性を総動員して視線を逸そらす。

「サトル、初心者はこうして食べるのがオススメだそうだ！　うむ、炙あぶったパンに旨うま味みが足されて美味しいなこれは！」

「塩漬けや燻くん製せいをパンに乗せて食べる地方はあります。これもそうしたものと考えれば……わっ、豚の脂身のほのかな甘みと塩漬けのしょっぱさが相まって想像したより美味しいです！」

　なかなか手をつけないサトルとソフィア姫とプレジアの前に、豚人が豚の脂身の塩漬けサーロを黒パンに乗せ、香草を振りかけてずいっと勧めてきた。

　単体で食べるより抵抗がなくなったのか、プレジアとソフィア姫が手を伸ばす。

　味わってみれば二人とも満足げだ。

　女性陣に遅れて、サトルもついに「火を通していない豚の脂身の塩漬けサーロ」を口にした。

「食えなくはない。生なこととか『豚とは何か』とか、考えなければたぶん美味しく感じると思う。……俺は一切れで充分だけど。まあたぶん、寒い地方のビタミン補給用ってことなんだろうなあ」

　不ま味ずくはない。

　ただ、味覚ではなくサトルの頭が「美味しい」という感覚に抵抗する。

　元の世界で暮らした経験とティレニア王国の食生活で形成された価値観は、「珍しい料理をそのまま楽しむ」ことを妨げていた。

「サトル様、こっち！　こっちの料理がすごく美味しいです！　みんながいらないんならアタシまるごともらっちゃいたいぐらいでいえなんでもないですすみません」

　宿の主人が持ってきたもう一つの木皿に乗っている料理は、サトルにも見覚えがある。

　独り占めしようとしたベスタを止めて、サトルがひょいっとパクついた。

「んー、見た目通りのパンケーキじゃないのか。パンケーキより柔らかいしクリーミーな感じがする。……チーズが入ってる？」

「おおっ、よくわかったべな旅人さん！　それはオラが育ててる家畜のチーズが入ってんだ！」

「わあ！　甘くて美味しいです！」

「姫様の蕩とろける笑顔に私も蕩けそうです！　そうこのパンケーキのように！」

「姫様が年相応の反応でグルメ評論家っぽくない。あとプレジアの姫様ラブが復活してる」

　小ぶりのパンケーキのような料理シルニキは、チーズに小麦粉や卵、砂糖を混ぜた、村でもめったに食べられない「ごちそう」なのだという。

　ひさしぶりの甘味に、ソフィア姫は蕩けるような笑顔を見せる。

　ソフィア姫の護衛騎士を辞して以来、どこか張り詰めた表情だったプレジアも蕩けるような笑顔を見せた。

　パンケーキのような料理シルニキが美味しかったのと、敬愛するソフィア姫の無邪気な笑顔を見て。

　豚鬼の脅威から解放されて、集まった村人たちも宴うたげを楽しんでいた。

　前回滞在した時は見かけなかった豚人もいれば、大柄な女性と豚人のカップルもいる。

　サトルたちが豚鬼と豚人の違いを受け入れたことから、堂々と同席することにしたようだ。

「『二代目オーク勇者』に乾杯！」

　村人は何度目かもわからない乾杯をして、ボス豚鬼を討ち果たしたプレジアを讃える。

「豚鬼オークを殲せん滅めつして、私は父の故郷に平和をもたらせたのだな……豚人オークである父も私のことを誇りに思ってくれるに違いない！」

　盛り上がる村人と豚人に目を細めて、プレジアがポツリと呟つぶやいた。

　だが。




「うん？　『追放されしオーク勇者』は豚鬼オークだべ？」




「えっ」

「『豚鬼オークと豚人オークと人間の共存』を掲げて、片角の豚鬼から本拠地を追放されたんだべ」

「えっじゃあ父の故郷はあの本拠地で」

　村で暮らす豚人の言葉に、プレジアの顔が固まった。

　ソフィア姫は目を見張り、サトルもフリーズする。

　ベスタは豚の脂身の塩漬けをつまみ、シファはパンケーキのようなものを口にする。

「わ、わた、私は父の故郷に平和をもたらすどころか、父の故郷を破壊した？　父の旧友を殺してしまった可能性も……？」

　プレジアの顔にだらだらと脂汗が流れる。

　池のほとりに沈黙が訪れる。

「ほ、ほらプレジア、お父さんは追放されたんだろ？　じゃあそこは故郷とは言いづらいし、知り合いだってきっと追放した仇きゅう敵てきってヤツで」

「そ、そうですプレジア。プレジアは悪くありません。人間に害なす豚鬼オークでしたから、人間であるプレジアのお母様と幸せな生活を送っているプレジアのお父様はきっと同じことをしたはずで」

「そうだべ、『追放されしオーク勇者』はきっと『二代目オーク勇者』を誇りに思うはずだべ！」

「そう、そうだ。種族や血筋ではなく、大事なのは何を為なしたかだ。父が共存を目指したのなら、人に害なすオークを殲滅したのはきっといいことのはずだ。父が豚鬼オークでも問題ない、問題ないとも！」

　サトルとソフィア姫と豚人のフォローを受けて、プレジアは自分に言い聞かせるように呟く。

「そうそう、そうだって。『いいモンスター』や『共存できる種族』もいるんだし、種族がなんでも関係ないって」

　そう言って、サトルはベスタとシファをチラ見した。

　モンスターであるドラゴンと、人間と共存する水すい棲せい種族のサハギンを。

「……そうだな、きっとそうだ！　姫様も喜んでくれているのだし、これでよかったんだ！」

「うんうん、そうそう。ほら飲め飲め。とりあえず今日は飲め」

　拳を振り上げたプレジアにサトルが蜂蜜酒を注ぐ。




　ユークリア王国の、とある村の池のほとりでは宴が開催されていた。

　その夜、オークの父と人間の母を持つ大柄な女性は、旅に出てから初めて正体をなくすほど酔っ払ったようだ。

「豚鬼オークなのに共存を目指した父を、私は誇りに思う！」

　ときおり響く叫びは、宴を盛り上げるスパイスとなったという。




　ティレニア王国を発たってから六ヶ国目のユークリア王国。

　サトルたちの旅を阻んでいた北東部の障害、豚鬼の縄張りは壊滅した。

　宴を終えれば、サトルたちは日の本の国を目指して出発することだろう。

　次は七ヶ国目、サトルが元いた世界ではロシアがあったあたり。

　広大な国土を誇る『北の帝国』が旅の舞台となる、はずだ。
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　サトルたちがティレニア王国の王都ティレニアを出発してから、間もなく四ヶ月が経たつ。

　四人と一体は、『丘と湖が点在する辺境』ユークリア王国北東部を進んでいた。

　湖のほとりの村を出て二つ先の大きめの村に寄ったあとは、豚鬼オークの縄張りに侵入したルートをたどっている。

　前回と違って、ぞろぞろと豚鬼が現れることはない。

　生き残りなのだろう、たまに二、三匹の豚鬼と遭遇するが、プレジアにあっさりと斬って捨てられた。

　豚鬼よりもむしろ死肉を漁あさる黒狼ブラックウルフや小鬼ゴブリンとよく遭遇するほどだ。

　いまもプレジアは、一人で黒狼ブラックウルフの群れと戦っている。

「あのサトル様さすがにちょっと重いっていうか、ドラゴンの姿に戻った方がたくさん運べるんですけどそれはダメなんですよね、はいわかってますがんばります」

　地面に転がる精鋭豚鬼から外した革鎧よろいを載せられて、芦あし毛げの馬がボヤく。

　ドラゴンであるベスタが変へん化げした馬の背には、すでに荷物が山積みされている。

　騎乗したソフィア姫は、荷に隠れて前が見えないほどだった。

「俺のマジックバッグはもういっぱいだしなあ。仕方ない、厳選してよさそうなヤツだけ持ち出すか」

　荷のほとんどは、豚鬼が冒険者や人間から奪ったであろう装備だった。

「武器も防具も売れるからな。『北の帝国』に入る前に、この国で売って路銀の足しにしないと」

「なるほど！　てっきり私は、生き残ったオークや小鬼ゴブリンの手に渡らないようにしてるんだと思ってたぞ！」

「あー、まあそれもある。多少は生き残ってるだろうし、全滅させるのはハードルが高いからな」

　ぶんっと片手で両手剣〈オーク殺し〉を振って、プレジアは黒狼ブラックウルフの血を払った。

「さあ、さっさと進むぞサトル！　レベル43で！　姫様の護衛騎士の！　このプレジアが先導しよう！」

　途中で寄った大きな村で、サトルたちは各自のレベルとスキルを確認した。

　サトルはレベル65で変わらず、ほとんど戦いに出なかったソフィア姫はレベル26で、スキルも変わりなかった。

　ベスタも変わらずレベル43で、シファは二つ上がってレベル34。

　そして、豚鬼の集団相手に先頭で戦い続けたプレジアは、39から四つ上がってレベル43となった。

　三日間の連戦による豚鬼の大量討伐は、プレジアにたしかな経験をもたらしたらしい。

　レベル65と突出しているサトルは別格として、ベスタと並んでレベル43。

　父親の故郷に平和をもたらすという目的を果たし、レベルを上げたプレジアは、ふたたびソフィア姫の護衛騎士に戻った。

　これまで通り、タワーシールドでソフィア姫を守り、片手で両手剣〈オーク殺し〉を振るうスタイルへ。

「ふふ、サトルさんは優しいのですね」

「姫様より優しい人間などこの世に存在しません！……どういうことだサトル？　優しいのか？」

「わかってないで言ったのかよ。まあ俺もなんのことかわからないけど」

「路銀のこともあると思いますけど、でしたら装備が充実していた豚鬼オークの本拠地にまっすぐ向かえばいいはずです。それにサトルさんは、お金になる品ではなく身元がわかりそうな品を優先しています」

　そう言ってソフィア姫は微笑ほほえみを浮かべ、目の前に積まれた荷にそっと手を置いた。

　旅に出た頃よりも賢くなってるなあ、などと呟つぶやきつつサトルは頬ほおをかく。

　宴うたげで歓迎された村を出発したあと、サトルたちは冒険者ギルドがある大きな村に寄った。

　レベルを確認し、豚鬼の群れを潰つぶした報告をして、本拠地や侵入したルートを報告した。

　冒険者としての仕事を果たしたサトルたちが、わざわざ戻って豚鬼の装備や討伐証明を回収する意味はない。

　多少の報奨金は得られるが、お金目当てなら冒険者ギルドで報告せずサトルたちだけで回収すればいいのだ。

　豚鬼の死体や装備の数は多いが、数の問題はサトルが解決できる。

　疲労とひきかえに、スキル【分身術】を使うだけで。

「……たとえ装備だけでも、帰れるものなら帰してやりたいんです。俺は還かえれないから」

　ソフィア姫に見破られて、サトルはぼそっと本音を漏らす。

　後半は小さな声で、サトル自身にしか聞こえなかった。

「ベスタさん、わたくしここからは歩きます。その分、少しでも荷物を載せましょう」

「サトルさんはお優しいんですのね。そのお情けをわたしにもいただけませんか？　あら、ちょうどそこに湖が」

「あげないから。いまちょっとしんみりしてたのにぶち壊しだ」

　目を細めて物思いにふけっていたサトルが天を仰いだ。

　美声の主は人化したサハギンのシファだ。

　物憂げにサトルに近づいて、すげなく振り払われる。

　谷間をあらわにした肉感的な美女に迫られても、サトルが動揺することはなかった。

　つい先日、サハギンの姿を目にしたばかりなので。

　それどころか、人からサハギンに戻る変へん化げシーンを見てドン引きしたばかりなので。

　夢に見るほどおぞましい変化であった。

「むっ！　サトル、向こうに小鬼ゴブリンの群れが見えたぞ！」

　サトルがシファと望まぬイチャイチャをしている間も、プレジアは油断しなかったようだ。

　がさがさと下生えを揺らして、豚鬼の死体に近づく小鬼ゴブリンの群れを発見した。

「推定レベル10の雑魚小鬼ゴブリンが一〇匹。どうするプレジア？　手を貸すか？」

　小鬼ゴブリンもサトルたちに気がついたようだ。

　ゲギャグギャと騒ぎ立て、豚鬼の死体から奪ったであろう武器を手に駆けてくる。

　その数、一〇匹。

　ちょうど、湖のほとりの村にたどり着く前に出会ったのと同じ数、同じ敵である。

「必要ない！　なにしろ私はレベル43で！　新たな技も覚えたのだからな！」

　ソフィア姫は啖たん呵かを切る護衛騎士に目を輝かせてその背中を見つめる。

　プレジアはタワーシールドを左手に持ったまま、右手で魔剣〈オーク殺し〉を掲げた。

　鈍にび色いろの刀身が、青い光にうっすらと包まれる。

「はああああああッ！　『オーク斬り』ッ！」

　プレジアが横薙なぎに剣を振ると、三日月型の青い光が飛んだ。

　下生えを切り裂いて、近づく小鬼ゴブリンにぶつかる。

　二匹、貫通してもう一匹。

　わずか一振りで、三匹の小鬼ゴブリンが倒れた。

「私はもう、いままでの私とは違うのだ！　相手が集団であっても、これで姫様を守りきってみせる！」

「『オーク斬り』って、やっぱり『オークを斬る』んじゃなくて『オークが斬る』ってことか？　さすが『二代目オーク勇者』」

　プレジアはもう一度青い光を放ち、残りは五匹となった。

　盾を構えて両手剣を振りまわし、突き、一〇匹の小鬼ゴブリンを殲せん滅めつする。

　かつて小鬼ゴブリンの群れと戦った時とは違って、あっさりと。

「頼もしいです、プレジア。わたくしも負けていられませんね」

　護衛騎士の活躍に、ソフィア姫はきゅっと拳を握ってやる気を見せた。

　いまのところ出番はない。

「『オーク斬り』はやっぱり魔力を使ってるんだろうなあ。スキルじゃなくて、剣を使った魔法ってところか。使いこなせば【魔法】スキルを得られるかもだけど」

　レベルを確認できる魔道具マジックアイテムは本人のスキルも示される。

　だが、プレジアは新たなスキルを得ていなかった。

　サトルはプレジアの遠距離攻撃『オーク斬り』を、魔力をまとわせた「魔法のようなもの」だと推測していた。

「それはそうだろうサトル、スキルとはそうそう身につくものではないのだ！」

「まあ、俺がスキル【風魔法】を得るのも大変だったからなあ。風魔法を使えるモンスターを見つけて分身に体験させたり……訓練に出した大量の分身の魔力切れで動けなくなったり……」

「スキルは種族や知識、技術だけでなく、性格や想いと繋つながっているとも言われています。心の底から望めば、あるいは心の底にある望みがスキルとなるのだと」

「はあ、なるほど。ベスタの【変へん化げの術】やシファの【人化の術】は望んでそうなったっぽいですもんね」

「うむ、だから私は【八戒】を得たのだろう！」

「心の底から望んでるからな！　戒めないとヤバいからな！」

　姫様に見たい触れたい嗅ぎたいという欲望と、それはマズいという理性。

　心からのせめぎ合いが、プレジアのスキル【八戒】を生んだのかもしれない。

「ん？　待って、じゃあ俺は？　『誰か俺のかわりに働いてくれないかなー』って心から望んだから分身術？　姫様、ちょっとその説は説得力がありませんね」

　サトルが主張する。

　ソフィア姫はふいっと視線を逸そらした。

「俺そんな面倒くさがりじゃないし。『死ぬのは怖いから誰か俺のかわりに』って心から望んだ臆病者なわけでもないし」

　サトルが言い募る。

　プレジアは小鬼ゴブリンに息がないか確認している。

　ベスタはダラダラ汗を流しながら草を食はんでいる。

　シファは微笑みを浮かべた。

「どんなサトルさんでも、わたしは構いませんわ」

「お、おう……いやグラッとこない。こないぞ俺、アレはサハギン、アレは魚人、アレはおぞましきもの」

「愛は盲目といいますもの、ですから目を塞ふさいでいただければわたしが後ろから抱きしめて胸を押し当てて、手でしご」

「やめてください生々しいです」

　サトルの声に力はない。

　うつむいたまま、サトルはとぼとぼと歩き出した。




　ユークリア王国北東部の豚鬼討伐を終えて、サトルたち一行は後片付けしながら、さらに北東を目指す。

　国境近くにある街で豚鬼の装備などを処分して、そこでこの先の情報を集める予定となっていた。

　順調に行けば、あと一週間もかからずに次の国に入れるだろう。




　ユークリア王国を出れば、次は七ヶ国目。

　広大な面積を誇る『北の帝国』、ルーシャ大帝国である。
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「さ、寒すぎる……まだ冬じゃないのになんだこれ……」

　体にマントを巻きつけて、サトルが白い息を吐いた。

　目の前には雪と氷の白銀の世界が広がっている。

　冬でもないのに。

　ユークリア王国の湖畔の村を出発してから一〇日ほどで、サトルたちは国境を越えた。

　といっても『丘と湖が点在する辺境』と『北の帝国』の間にはっきりとした国境はなく、検問もなかった。

　いまサトルたちは『北の帝国』の統治下にある最初の街を目指して雪原を進んでいる。

　たどり着いて手続きすれば、明確に『北の帝国』に入国したことになるはずだ。




　雪原を進んで、たどり着ければ。




「サトルさん、これはどういうことでしょうか。ユークリア王国はこれほど寒くありませんでしたし、お母様は冬じゃなくても『北の帝国』がこれほど寒いとはおっしゃっておらず」

「そうだぞサトル、なんだこの寒さは！　姫様が凍えてしまうではないか！　姫様が凍えて氷の彫像に、つまり姫様の可愛らしさが永遠に」

「溶けるだろ。まあプレジアの妄言はいいとして。ほんと、どういうことだろうなあ。国境付近を過ぎたらいきなりこれだし」

　やっぱり魔法なんだろうか、と顎あごに手を当てて考え込むサトル。

　夜は多少冷え込む程度のユークリア王国を出たら、凍えるほどの寒さだった。

　サトルが元いた世界ではありえないほど突然で、限定的な気候の変化である。

「だからユークリア王国最後の村で聞いても『ここ数年、北の帝国から旅人が来ない』って言ってたのか……雪が積もってるって聞いた時は正気を疑ったけど」

　国境を越えるにあたって、サトルがユークリア王国で聞き込みをしなかったわけではない。

　ソフィア姫の母親であるトモカ妃はこの北まわりのルートでティレニア王国にたどり着いたらしいが、それも一〇年以上昔のことだ。

　だが、ユークリア王国の冒険者ギルドで聞いても、最寄りの村で情報を集めても、聞こえてくるのは疑わしい話ばかりだった。




　いわく、ここ数年、北の帝国は冬が続いている。

　いわく、終わらない冬のせいで旅人も商人も冒険者もユークリア王国に来なくなった。旅人さんも無茶しねえで諦めた方がいい。




　信じられない情報に、サトルたちはひとまず自分の目で確かめようと『北の帝国』を目指した。

　結果、情報は正しく、眼前には銀世界が広がっている。

「寒い。最初の街まで雪がなくても歩いて二日かかるらしいし、これは準備しないと無理だな。……冬の野営か。準備しても無理じゃないかなあ」

　サトルはちらっと振り返る。

　馬上でマントにくるまるソフィア姫の頬は、寒さで赤くなっている。

　横を歩くプレジアは、金属製の鎧が冷えるのだろう、震えてガチガチ歯を鳴らしている。

　そして。

「あのサトル様、アタシちょっとキツいかなって、でもでもサトル様が行けっていうならその」

「ベスタもダメか。いや、寒さに強い動物に変へん化げすればなんとか？　人が乗れて荷物も運べて寒さに強い動物……何かいたかなあ」

　水龍系のドラゴンであるベスタは、馬の姿のままガタガタ震えている。

　ドラゴンでも寒さに強い種ではないらしい。

「あら、わたし、なんだか眠くなってきましたわ。手足の感覚がなく……サトルさん、ヒトはこのような時、裸で抱き合うと聞いたことがありますの」

「抱き合いません。その前にもっと厚着してください。あー、サハギンって魚系なわけで寒さはダメかあ」

　人化したサハギンのシファは震えている。

　腕を組むことで強調された谷間が揺れる。

　谷間が見えるほどざっくり胸元が開いた服は見るからに寒そうだ。

　ティレニア王国を出てから七ヶ国目、『北の帝国』に入ってすぐに、サトルたちは苦難を迎えていた。

　サトルの【分身術】やプレジアの【八戒】といった強力なスキルがあっても、ソフィア姫が【回復魔法】の使い手でもどうにもならない。

　レベル65のサトルも、オークを倒しまくってレベル43まで上がったプレジアも、レベル43でブレスを吐けるベスタも、船を作り出す特殊能力を持つシファもどうしようもない。

　このまま進むか、ユークリア王国に戻って準備をしてから進むか、あるいは別のルートを探すか。

　サトルが考え始めたところで、雪景色と青空に変化があった。

　雪の反射光で目が痛くなるほどの雲ひとつない快晴だったのに、遠くから黒雲が近づいてくる。

　見てわかるほどの勢いで、サトルたちがいる方へ。

「サトルさん、あれはなんでしょうか？　雲とはあのように突然できるものでしょうか？　速く動くものでしょうか？」

　ティレニア王国の王宮を出たことがなかったソフィア姫は、突如できた雲を見て首を傾かしげる。

　サトルは額に手をかざして、厳しい視線で黒い雲を見つめる。

「いいえ姫様、いきなりああなるわけがありません。明らかにおかしいです」

　やがて、黒雲は警戒する一行の頭上に到達した。




　ごぱっと雲が割れる。

　中から出てきたのは二体のモンスター。

　地上へ翔かける先頭の一体は、黒灰色ダークグレイの鱗うろこに爬は虫ちゅう類るいのような顔立ち、額からは立派な角を生やして、サトルたちを睨にらみつけて牙を剥むく。

　黄金色の鱗を光らせてもう一体が続く。こちらはサトルたちではなく、先を行く一体に顔を向けている。

　雪煙を上げて、二体がサトルたちの目の前に着地した。

「マジか、二体も。しかもベスタと違ってデカくて立派な……」




　黒雲を割って現れたのは、二体のドラゴンだった。




　ソフィア姫が目を見張り、シファの顔がひきつり、ベスタが決死の表情でソファイ姫の前に立ち、サトルが叫ぶ。

「て、撤退！　撤退するぞ！」

「姫様、私のうしろへ！　必ず、この身に代えても必ず私が姫様をお守りします！」

「プレジアも下がれ！　相手はドラゴンが二体、この圧力は推定レベル80オーバーだぞ！　一人二人残ったところでムダだ！」

「むっ、だがサトル！　ここは足場の悪い雪原だぞ！　誰かが足止めしなければすぐ追いつかれて」

「分身の術ッ！」

　プレジアの言葉を遮って、サトルがニョイスティックを構えた。

　と、サトルが増える。

　一人だったサトルが三人に、一〇人に、三〇人に、さらに続々と。

「俺、ここは俺に任せて先に行け！」

「それ言いたかっただけだろオレロク」

「俺、接触は諦めて遠隔解除で頼む」

「はあ、これが捨て駒ってヤツかあ。まあどうせ俺の恐怖も痛みも寒さも俺が追体験するんだけど」

　サトルはレベル65の強者であり、強力なモンスター相手でも群れを相手にしても、スキル【分身術】で有利に戦える。

　だが相手はドラゴン、それも二体だ。

　圧倒的強者の前では、どれほどのサトルがいたところで蹂じゅう躙りんされるだけだ。

　サトルがサトルの分身に任せたのはただの時間稼ぎである。

　プレジアとシファを引き連れて、サトルはドラゴンに背を向けた。

　だが、一人反応しない。

　一人というか一頭というか、あるいは一匹というか一体か。

　ベスタはただ、二体のドラゴンを見つめて立ち尽くしていた。

　馬に変へん化げしている、ドラゴンのベスタは。

「アタシと同じドラゴン、でもサトル様の敵で姫様の旅を邪魔して、だったらアタシは」

「ベスタさん？」

「姫様、下りてください。アタシは白馬のつぐないで馬になったけど、サトル様と姫様とプレジアさんとの旅は楽しくて、だからアタシは」

　ベスタが何をするつもりか、まだ幼くとも聡いソフィア姫は理解したのだろう。サトルよりも早く。ソフィア姫が、馬のベスタから下りる。

　王族の護衛騎士であるプレジアも意図を察して、すぐにソフィア姫を抱えた。

　無言で、ベスタに目礼を送って走り出す。

「おいベスタ、旅の仲間にシファの名前が抜けて……待て、何をする気だ？」

　いつもと変わらないツッコミを入れようとしたところで、サトルも気がついた。

　ベスタの気配がいつもと違うことに。

「がおおおおおおおんッ！」

　ベスタが吠ほえる。

　と、ベスタが運んでいた荷がボトボトと雪上に落ちる。




　雲を割って現れたドラゴンの前に、もう一体のドラゴンが姿を見せた。

　サトルたちを背後にかばって、二体のドラゴンと相対して。




「逃げてくださいサトル様姫様プレジア、あとまあシファも！　コイツらが強そうだからって、震えがきたって、アタシはコイツらと同じドラゴンなんだ！　だから時間ぐらい稼いでみせます！」

　ベスタは……ティレニア王国山間部の川原で馬に襲い掛かって以来、一緒に旅を続けてきたドラゴンは、サトルたちを逃がそうとしていた。

　推定レベル80オーバーの二体のドラゴンを前にして、ドラゴンの自分なら対抗できるだろうと。

　レベル43と、サトルよりレベルが低いのに。

　ソフィア姫とプレジアに遅れて、ベスタの決意を理解したサトルがくるりと踵きびすを返す。サトルがベスタの右に、サトルがベスタの左に並ぶ。ここは通さない、一緒に戦うぞ、とばかりに。

　一面の銀世界で、圧倒的な強者を前に絶望的な戦いがはじまる──




「やはりそうだったかッ！　会いたかったぞ我が娘よ！」

「立派な卵だと思っていましたけど、立派な姿になりましたね」




　──かと思ったところで、黒灰色ダークグレイと黄金色、二体のドラゴンが口を開いた。




「…………は？」

「シャァベッタァァァ、ってこのパターン何回目だよ！」

「ドラゴンが人語を理解するという冒険譚たんは正しかったのですね！　ベスタさんに続いてこのドラゴンさんたちも話せるのです、きっとドラゴンさんはみんな話せて、だからわたくしたちと意思疎通できるはずで」

「動揺しない胆力はさすが王族です姫様！　このプレジア、姫様に一生ついていきます！　お守りします！」

「あら、いま『我が娘』と言ってましたわ。このドラゴンさんはベスタさんのお父さまとお母さまなのですね」

「ドラゴンが喋ったのにもはや俺しか驚いてない件。みんな頼りになるなあ。ははっ」

　突然話し出したドラゴンと、緊迫した雰囲気から一気にいつものペースに戻った仲間を前にサトルが半笑いを浮かべる。

　だが、ベスタの横に並ぶサトルたちは警戒を解かなかった。

「……パパ？　ママ？」

「そこは『お父様お母様』とか『父さん母さん』呼びじゃないんだ。どんな翻訳されてるのか言語チートが怖い」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくベスタに二体のドラゴンが近寄る。

「はい、私がママですよ、愛しい娘。巣から卵を盗まれた時から、ずっと探していました」

「パ、パパ……我がパパと呼ばれ……そうだ！　盗人は貴様らか、薄汚いニンゲンどもッ！」

　ダークグレイのドラゴンが、ギロリとサトルを睨みつける。

　サトルの腰が引けてサトルが震え出してサトルがニョイスティックを取り落としてサトルが目を泳がせてサトルがちょっと漏ら──さない。大人なので。

　盗人ではないのに、ドラゴンの眼力でサトルたちの身がすくむ。

「違うんですパパ！　アタシは姫様の白馬を襲っちゃってその償いで馬になって一緒に旅してただけで、サトル様は一回アタシをボコっただけで」

「ボコった……？　我が娘を……？」

「おいやめろ、やめてくださいベスタさん。俺が殺されてしまいます」

「でもボコられたのは一回だけでサトル様は優しくしてくれて、優しく叩たたいてくれてなんだかちょっとイタ気持ちよくて」

「イタ気持ち……？　我が娘が……？」

「あっこれダメかも。俺の旅はここで終わりかも。本体が死んでも分身がいれば生き延びられるのかなあ。そうだといいなあ」

「サトルさん、気を確かに持ってください。ドラゴンさんはきっとわかってくれるはずです」

「モンスターを信じる姫様はなんと無む垢くで純粋なのか！　そうだぞサトル、姫様の話をわかってくれない者などいない！」

「サトルさんは痛くするのがお好きなんですのね。サトルさんにだったらわたしは痛くされても」

「ちょっと黙っておいてくれないかなあ、シファ。いまピンチだから。俺の死が目の前だから」

「落ち着いてパパ。愛しい娘が戻ってきたのです、まずは話を聞こうではありませんか」

　混乱状態をおさめたのは、黄金色の鱗を持つドラゴンだった。

　チートくさいスキルを持つ三○歳のおっさんよりも、王族や護衛騎士よりも、モンスターに分類されるドラゴンの方が冷静だったらしい。




「ぐははははっ、すまぬすまぬ！　ニンゲンどもは我が娘の恩人だったのだな！」

「私たちの卵を盗んで育てて、ころ、殺して、武器と防具にしようだなんて。行きますよパパ、そんな村は百回滅ぼしても足りません」

「待って、待ってください。村はすでにないそうです。主犯がわかったら教えますから。二人？　二体？　で見境なしに行ったらティレニア王国が滅んじゃいますから」

　二体のドラゴンとの戦闘は回避された。

　黒い雲は消えて、サトルたちは快晴の雪原で話をしていた。

　黒灰色ダークグレイと黄金色のドラゴン、それに本来の姿に戻ったベスタ、三体のドラゴンに囲まれて。

　はたから見ればいまだ死地である。

　だが、サトルもソフィア姫もプレジアもシファも落ち着いて、風除よけにしているフシさえある。

「ふん、ではひとまず待ってやろう。ところで我が娘よ、もう一度パパと呼んでもらっていいかな？」

「助かった。ほらベスタ、生き別れになったご両親だぞ。『パパ、ママ』って甘えるといい。そして雲と氷を司る『雲うん氷ぴょう龍』さんに寒さを抑えてもらいなさい。終わらない冬のせいで、最近じゃ『北壁』って呼ばれてるらしいから」

　一行がした話は、ベスタの過去やここまでの旅路のことだけではない。

　サトルは二体のドラゴンの事情も聞き出した。

　いわく、二体はニンゲンが言うところの『北の帝国』の奥地に巣を構えるドラゴンであると。

　黒灰色ダークグレイのドラゴンは『雲氷龍』、黄金色のドラゴンは『黄おう金ごん龍』と呼ばれていると。

　卵が盗まれて、雲氷龍の「パパ」が荒れ狂い、この地に終わらない冬が訪れたと。

　二体は卵を持つ魔力を覚えていて、縄張りに入ってきたベスタの魔力を感じて娘だと気づいたと。

「よかった。川原でベスタにとどめを刺さないで本当によかった。これが『旅は道連れ世は情け』ってヤツか」

「ベスタの助命を決めた慈悲深い姫様は慧けい眼がんすぎて神のようです！　命を助けるだけでなく、家族の元へ帰すとはまさに神の御み業わざ！」

「ベスタさんは故郷を見つけられたのですね。わたくしも、わたくしのもう一つの故郷であるお母様の故郷を見つけるためにがんばります」

　ソフィア姫は微笑みを浮かべてベスタの鱗を撫なでる。

　いまはドラゴンの姿だが、馬に変化したベスタを撫でていた時のように。

「そうですね姫様。故郷があるのは、故郷に還かえれるのはいいことです。よかったなベスタ」

　サトルはポンポンとベスタの腕を叩く。しつけではない。いつもと違って労ねぎらうような優しいタッチだ。

　ベスタはハッと目を見張った。

「で、でもアタシは白馬のつぐないをするって約束して、サトル様と姫様とプレジアと旅してきて、シファだって仲間になったばっかりで、まだ日の本の国は遠いし馬がないと大変だし、アタシは」

　サトルを見て、ソフィア姫を見て、二体のドラゴンを見て、逡しゅん巡じゅんしている。

　両親と故郷を見つけた。

　だが、ここに残れば一緒に旅をしてきたサトルたちと別れることになる。

　ベスタはすっかり情が湧いたようだ。馬扱いされてきたのに。

「『日の本の国』ですか？　ニンゲンが『ルーシャ大帝国』と呼ぶこの地の東の海を渡った先ですね」

「我が娘はあんなところに用事があるのか」

「あ、お二人ともご存じなんですね。やっぱりこの辺はロシアあたりで、日の本の国はその先か。冬じゃなければなんとかなるかなあ」

「ふん、よかろうニンゲンよ！　我が娘を助けて連れてきたのだ、その礼として我が送ってやろう！」

　黒灰色のドラゴンが後脚で立ち上がり、ぶわっと翼を広げる。

　巻き起こった風で雪煙が舞う。

　魔法的な効果もあったのか、快晴だった頭上に小さな雲が発生してむくむくと大きくなっていく。

「いい案ですね、パパ。ただ……愛しい娘、アナタの故郷はこの地にあります。けれど、行きたい道を行ってもいいのです。愛しい娘と一緒に過ごしたい気持ちはもちろんあるけれど」

「何を言うんだママ！　やっと見つけた我が娘だぞ！　日の本の国まで送ってニンゲンの用事を片付けて連れ帰ってくればいいではないか！」

「パパ、娘はいつか私たちの元から巣立っていくものですよ。こうして無事なことがわかったんですもの、愛しい娘の意思を大切にしなければ」

「パパ、ママ……アタシ、アタシは」

　なにやら家族の話し合いが行われているが、話しているのは三体のドラゴンである。

　身振り手振りのたびに雪と氷が飛ぶ。

　谷間も露わなシファは寒いらしく、サトルに身を寄せようとしては避けられている。

　言い淀よどむベスタに声をかけたのはサトルだった。

「悩まなくていいんじゃないか？　一緒にいる間にどうするか決めればいい。それに、故郷があるって、両親が健在だってわかったんだ。ほかの場所に行っても、ひょっとしたらほかの場所に住んでも、帰りたい時に帰ればいいだろ」

「サトル様……そうですよね、うん、そうだアタシ！　パパ、ママ！　アタシはサトル様と姫様とみんなと一緒に旅を続けます！　そのあとはそれから決める！」

「ベスタさん、ありがとうございます。故郷が見つかったのに、わたくしたちのために」

「違うよ姫様！　アタシはアタシがしたいから旅を続けるんだ！」

　サトルは元の世界に、故郷に還ることを諦めた。

　ソフィア姫は自ら遣東使となって母の故郷に行こうとしている。

　だからこその二人の言葉なのだろう。

　ベスタはすっきりした顔で宣言して、言い争っていた二体のドラゴンが止まった。

「よし、これでドラゴンに乗って空路を行ける。だいぶ旅が楽になる」

　誰にも聞こえないようにぼそりと呟くサトルに他意はなかったはずだ。結果としてそうなっただけで狙っての言葉ではなかったはずだ。たぶん。




　二体のドラゴンと遭遇してから数刻後。

　サトルたちは、大空を飛んでいた。

「すごいです、速いです！　わたくし、初めて空を飛びました！」

「感動のあまり当たり前のことを言ってしまう姫様がかわいすぎます！　本当に、すさまじい速さですね姫様！」

「ふははははっ！　そうだろうそうだろう！　我われがニンゲンを背に乗せることなど滅多にないのだぞ！　それ、もっと飛ばしてやろう！」

「滅多にということは、これまで乗せたことがあるのですか？　そういえばわたくし、ドラゴンと友になった英雄の冒険譚を聞いたことがあります」

「ほうほう、短命のニンゲンにもあの話が残っているのか！　それは若かりし頃の我のことだ！」

「うわあ、そうだったのですね！　雲氷龍さん、そのお話を聞かせてください」

　雲を割って風を切り、雲氷龍が飛んでいく。

　黄金龍いわく【龍魔法】で、高空にいるのに寒さも呼吸も風も問題なく、会話さえ可能だった。

　八歳のソフィア姫は年相応に目を輝かせて上機嫌だ。ソフィア姫を敬愛するプレジアも。

「姫様もプレジアもあっさり馴染んでる。日本にいた頃に飛行機に乗ったことがある分、俺はこのむき出しな感じが怖すぎるんだけど」

　ドラゴンに乗ったサトルは、背の突起をしっかり掴つかんで座り込んでいる。

　手を離すと飛ばされそうな気がするらしい。

　怖がっているのはサトルだけではない。

「高いですサトル様、ちょっと速いし高すぎると思うよパパ、ねえサトル様、飛ばないで地面の上を行きませんかアタシ馬になるんで高い怖い」

「ドラゴンなのに高所恐怖症って。両親が飛べるのにベスタが飛べないのはそのせいじゃないだろうな？　怖くなければ空を飛べて、これまでの旅路がラクになったとかそんなことないよな？」

　両親と比べればまだ小さいベスタは、ドラゴンの姿でペタッと父親の背に張り付いている。ぷるぷる震えている。空は苦手らしい。ドラゴンなのに。

「きゃー。サトルさん、わたしも高くて怖いですわ。あと寒い気がしますの」

「棒読みがすぎるぞ、離れろシファ。腕に柔らかくてすべすべな感触があるけどコレは魚肉、コレは鱗、シファはサハギン、感じるな俺、耐えろ俺」

「あら、そこのニンゲンは寒いのですか？　では私が光熱のブレスを」

「やめてください土と炎を司る『黄金龍』さん、やるならせめてブレスじゃなくて魔法にしてください。暖かくなる【龍魔法】ってないんですかね」

　ベスタこそ震えているものの、ソフィア姫もプレジアもシファもいつもと変わらない。

　ボヤくサトルも変わらない。空を飛ぶ前に保険として分身を置いてきているが、それはそれとして。

　サトルたちがティレニア王国を出てから七ヶ国目の『北の帝国』、ルーシャ大帝国が眼下に流れていく。

「うわあ、うわあ！　すごく速いです！　あっという間に日の本の国についてしまいそうですね！」

　ソフィア姫のはしゃいだ声が空に流れていく。

「黄金龍と雲氷龍。つまり『金きんと雲うん』。心の清らかな人じゃなきゃ乗れないってのは、あのマンガのアレンジだったはずなんだけどな」

　サトルのボヤき声が空に流れていく。




　サトルが遣東使としてティレニア王国の王都ティレニアを出発してからおよそ四ヶ月。

　遣東使の死亡率は九九・九％で、サトルたちも六ヶ国を旅する間に何度も苦難を乗り越えてきた。

　数えきれないほどのモンスターと遭遇し、教会の妨害や刺客を退けてきた。

　だがいま、サトルたちは選択肢になかった「空路」を行っている。

　ドラゴンの背に乗って、高速で。




「ヨーロッパから日本まで、飛行機なら丸一日もかからないからなあ。すぐ日の本の国にたどり着きそう。帰りも送ってくれるっていうし、これなら教会の刺客も追ってこれないだろ」




　これまで四ヶ月、七ヶ国目に入っても、旅路はまだまだ長い。はずだった。

　何事もなければ、サトルたちはこのままあっさり日の本の国にたどり着くことだろう。




「あとは日の本の国で親書を届けて、トモカ妃の手紙を届けて……そういえば姫様は『定期的に交易できるようにしたい』って言ってたっけ。残る問題はそれぐらいか」




　時間のかかる陸路、モンスターに襲われる危険性が高い海路と比べれば、はるかに小さな問題だ。




　安全と安定と清潔さを求めて役人になったのに、死亡率九九・九％の遣東使に任命されたサトル。

　サトルの苦労は報われたのかもしれない。

　元の世界の知識でも、高いレベルでも、チートずるくさいスキルのおかげでもなく──




　旅の間の出会いと、行いのおかげで。




　思いがけない出会いを果たして、サトルたちの旅は続いていく。

[image: ]


















異世界おっさん道中記




～小役人の俺がお姫様と行く死亡率99.9％の旅～ 2








坂東太郎





ＭＦブックス





2018年12月25日　発行





©Bandou Taro 2018





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ＭＦブックス『異世界おっさん道中記　～小役人の俺がお姫様と行く死亡率99.9％の旅～ 2』

2018年12月25日　初版第一刷発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





メディアファクトリー　カスタマーサポート

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）










企画　株式会社フロンティアワークス

担当編集　中村吉論（株式会社フロンティアワークス）

ブックデザイン　Bee-Pee（鈴木佳成）

デザインフォーマット　ragtime

イラスト　東西












本シリーズは「小説家になろう」公式WEB雑誌『N-Star』（https://syosetu.com/license/n-star/）初出の作品を加筆の上書籍化したものです。

この作品はフィクションです。実在の人物・団体・事件・地名・名称等とは一切関係ありません。












本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/image/kuchie-002.jpg
4 F. & J ,
4
= a,obt&r\»l
e [ R AU AP SR I Ko
[ 7 — —
FHSERNIRE Ll 24 EIR IR |
y

N
s |\

Characters

[TLI7]

>

.

[V I17]

Qe

~ ITIREIS 16 102 QR IRIEIV I CH DV R4

HEHE6 R QML PWIRN L L 2 R TWEUNR

gy apmd) o
B \Q\‘

DL RS ORI S I T 4B STV I

TIRTTNA H— = B S5

_— ™






item/image/kuchie-003.jpg
VO] IR ieES 0RO
RO QOVRIOHE IR

1 5

WMNRYIRMSRKQP QRO SHESMH
RIFSHHE - BSIBUDRO| [ KSIHRED\V
VYD VR F D VE IR R

h‘
™ T






item/image/kuchie-001.jpg





item/image/cover.jpg
4 et . U W

(~=p<ewricgutvRBOM-00RcE )
, 7 .‘ ~ .Me?ar; \,s;,4 3 : £ = P

W A = ¢

N8
< B






item/image/p018.jpg
/’«////"l‘





item/image/p098.jpg





item/image/toc-001.jpg
6
SFEDRE
[1] 12
(2] 20
[3] 25
[4] 32
[5] 53
(6] 58
FFEDREDHEICT 65
RILVRAHEFNE
(1] 71
(2] 76
[3] 83
[4] 107
[5] 122
(5] 128
FT4U=7EEDESEICT 142

= 1—-JU7EE

[1] 153
(2] 166
[3] 173
(4] 195
(5] 207
(8] 214
(7] 221
(8] 229
(9] 238
[10] 266
[11] 274

283





item/image/p301.jpg





item/image/p262.jpg





item/image/p062.jpg





item/image/p184.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		CONTENTS



		プロローグ



		第一章　ダナビウス国



		【１】



		【２】



		【３】



		【４】



		【５】



		【６】



		閑話１　ダナビウス国の教会にて



		第二章　ポルスカ共和国



		【１】



		【２】



		【３】



		【４】



		【５】



		【６】



		閑話２　ティレニア王国の後宮にて



		第三章　ユークリア王国



		【１】



		【２】



		【３】



		【４】



		【５】



		【６】



		【７】



		【８】



		【９】



		【10】



		【11】



		エピローグ



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/allcover-001.jpg
Ent -}
4

R [ onv
&8s FH O

S W s W

PR expE

god ¥EN

DEE LEVG

Sz FEER

cEn RSP

HEL R

A w® DRE

k-1 - me R0

FHEITR L
3= =

LIBE Ecc)l ERETE

#RERrcy ewE i

MEZ¥TX

EEELER O IERIENEN HAIMS<VOMES VSN LR° HESHEL

NRARS RV RIS RPLIRO LR B
SKIBWIMERSISHE [HKK LHEWRMOHO

@EEINTRA PECHEHN NN RO Y
n 00 KR :

WO - Rl S
193 ISRSRER BRLE SMSRPSNON

[£618” REWRCWHREHQUQR0NEL]
OKIAY” UHOH AR HUERKESSPEREDRVIUR—  SRODHHEEO
DES RRSECEEPEQICHI [FRKK—L—

andou Taro

FH1 :BeePoe (At
74— hFHA> : raglime

AFAN:RE





item/image/p237.jpg





item/image/p150.jpg





item/image/midashi07.jpg





item/image/midashi06.jpg
— QD NHHHI
R

Q=

mw i m FH

o

K

; sl

Z |





item/image/midashi05.jpg
T

was T HT U IR D) | NHEQ @B

M





item/image/midashi04.jpg
z

mw R 1 | I E e N

M





item/image/midashi03.jpg
Y

w@g T 1T — R UDNKEQRIHLIM

M





item/image/midashi02.jpg
r

N@g TEET) o RAOKE

M





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/midashi01.jpg





